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茨城県は，河川流域の開発や都市化の進展に対応した，洪水や

土砂災害に強い県土づくりをすすめています。

玉川は，北塩子小月野の燵石山と山方町長田の羽出庭を水源と

し，大宮町，瓜連町を経て久慈川に合流する一級河川で，昭和57

年からほ場整備事業や下水道事業に対応しタ　水害を未然に防ぐた

めの河川改修事業が進められております。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県と一級河川玉川河川改良工

事に伴う埋蔵文化財の発掘調査事業について委託契約を結びタ　平

成6年7月から同年9月まで下相田遺跡の調査を実施いたしまし

た。この調査によって貴重な遺構，遺物が検出されタ　大宮町の歴

史を解明する上に多大の成果をあげることができました。

本書は，下相田遺跡の調査成果を収録したものであります。本

書が，研究の資料としてはもとより，郷土の歴史の理解を深める

と共に，教育，文化の向上の一助として広く活用されることを希

望いたします。

なお，発掘調査及び整理を進めるにあたりタ　委託者である茨城

県からいただいた多大な御協力に対し心から御礼申し上げます。

またタ　茨城県教育委員会夕　大宮町教育委員会をはじめ，関係各

機関及び関係各位から御指導，御協力をいただいたことに，衷心

より感謝の意を表します。

平成8年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本　　　昌



例 糾

1本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が，平成6年7月から9月まで実施した茨城県那

珂郡大宮町大字下村田338－2ほかに所在する下村田遺跡の発掘調査報告書である。

2　下村田遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである。

理　　　 事　　　 長 横　 田　　　 勇 昭和63年 6 月～平成 7 年 3 月

橋　 本　　　 昌 平成 7 年 4 月～

副　　 理　　 事　　 長 小　 林　 秀　 文 平成 6 年 4 月～

中　 島　 弘　 光 平成 7 年 4 月～

専　　 務　　 理　　 事 中　 島　 弘　 光 平成 5 年 4 月～平成 7 年 3 月

常　　 務　　 理　　 事 一　 木　 邦　 彦 平成 7 年 4 月～

事　　 務　　 局　　 長 藤　 枝　 宣 平成 4 年 4 月～平成 7 年 3 月

斎　 藤　 紀　 彦 平成 7 年 4 月～

塩 蔵 文 化 財 部 長 安　 歳　 事　 重 平成 5 年 4 月～

桓 蔵文化財 部長 代理
河　 野　 佑　 司 平成 6 年 4 月～

企一
画
管
理

課　　　　　　 長 水　 飼　 敏　 夫 平成 4 年 4 月～

課　 長　 代　 理 根　 本　 達　 夫 平成 7 年 4 月～ （平成 6 年 4 月～平成 7年 3 月　 係長）

課 主　 任　 調　 査　 員 海老澤　　　 稔 平成 6 年 4 月～

経
課　　　　　　 長 小　 幡　 弘　 明 平成 5 年 4 月～

主　　　　　　 査 鈴　 木　 三　 郎 平成 7 年 4 月～ （平成 5 年 4 月～平成 7 年 3 月　 課長代理）

理 課　 長　 代　 理 大　 高　 春　 夫 平成 7 年 4 月～ （平成 6 年 4 月～平成 7 年 3 月　 係長）

課
主　　　　　　 任 小　 池　　　 孝 平成 7年 4 月～

主　　　　　　 事 軍　 司　 浩　 作 平成 5 年 4 月～

調

査

課

課　 長 （部長兼務） 安　 歳　 事　 重 平成 5 年 4 月～

調 査 第 二 班 長 小　 泉　 光　 正 平成 6 年 7 月～平成 6 年 9 月

主　 任　 調　 査　 員 荒　 井　 保　 雄 平成 6 年 7 月～平成 6 年 9 月　 調査

主　 任　 調　 査　 員 小　 島　　　 敏 平成 6 年 7 月～平成 6 年 9 月　 調査

整
理
課

課　　　　　　 長 山　 本　 静　 男 平成 7 年 4 月～

主　 任　 調　 査　 員 荒　 井　 保　 雄 平成 7 年10月～平成 8 年 3 月　 整理 ・執筆 ・編集

3　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。

4　本書の作成にあたり，陶磁器の年代と生産地については，出光美術館学芸員の荒川正明氏，土師器，須恵

器の年代については，茨城県立太田第一高等学校教諭の浅井哲也氏に御指導をいただいた。

5　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。



6　遺跡の概略
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書　　　　 名 一級河川玉川改修工事地内埋蔵文化財調査報告書

副　 書　 名 下村田遺跡

巻　　　　 次

シ リーズ名 茨城県教育財団文化財調査報告

シリーズ番号 第110集

著　 者　 名 荒　 井　 保　 雄

編　 集　機　 関 財団法人　 茨城県教育財団

所　 在　 地 〒310　茨城県水戸市見和 1 丁目356番地の2　 TEL　 O29－225－6587

発行 年 月 日 1996 （平成 8 ）年3 月31 日

ふ　 り　が　 な

所　収　 遺　跡

ふ　 り　 が　 な

所　　 在　　 地
コード 北　 緯 東　 経 調査期間 調査面積 調査原因

Lも　むら　た　い　せき
下村 田遺跡

いばらき　けん　な　か　ぐん
茨城県 那珂 郡 08344 36度 140度 19940701～ 1，312Iが 一級河川玉川改

おおみやまちおおあさしもむら
大宮町大字下村 －19 30分 26分 19940930 修工事に伴う事

た
田338－2 ほか 57秒 16秒 前調査

所収 遺跡 名 種　 別 主 な時 代 主 な 遺 構 主 な遺 物 特 記 事 項

下村 田遺 跡 集落跡 古墳時代 住居跡　　　 25軒 土師器　 須恵器 古墳時代～平安時代の

奈良時代 土　 坑　　　 33基 灰粕陶器 集落跡及び中世の墓跡

平安時代 墓　 墳　　　 2 基 硯，管状土錘 等の複合遺跡である。

中世 不明遺構　　 2 基 紡錘車

砥石



凡 例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ軸＝＋57，400m，Y軸＝＋封，000mの

交点を基準点（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東

西南北各々40m四方の大調査区に分割し，さら

に，この大調査区を東西，南北に各々10等分し，4

m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字

を用い，北から南へA，B，C‥＝……，西から

東へ1，2，3………とし，「Al区」，「B2区」

のように呼称した。大調査区内の小調査区は，北

から南へa，b，C………j，西から東へ1，2，3

………0とし，名称は，大調査区の名称を冠し，

「Alal区」，「B2b2区」のように呼称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとお

りである。

1　　　　　　　　　2　　　　　　　　3

■12 3 4 5 e 7 8 9 0 l

b

c
d

●
t

9
h

l

1

■
第1図　調査区呼称方法概念図

遺構　住居跡－SI　土坑－SK　不明遺構－SX

遺物　土器・陶器－P　土製品－DP　石製品－Q　金属製品・古銭－M　拓本土器－TP

土層　撹乱－K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

黒色処理

●土器　　　　　　　○土製晶　　　　　　　□石器・石製晶 ▲拓本記録土器

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺跡の全体図は縮尺200分の1，住居跡や土坑，不明遺構は60分の1に縮尺し掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々にS＝1／○と表示した。

（3）「主軸方向」は長径方向とし，その主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で

表示した（例　N－100－E，N－10。－W）。なお，［］を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A一口径　B一器高　C一底径　D一高台径　E一高台高　F一体部径とし，単位は

cmである。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

（5）遺物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測（P）番号，出土位置及びその他必要と思われる事項を

記した。
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第且章　調査経緯

第1節　調査に至る経過

一級河川玉川は，狭小で蛇行しているため，大雨が降ると氾濫が絶えなかった。そのため，茨城県は，御前

山村の国道293号線が通る玉川上流付近から下流の国道118号線の玉川橋までの狭小，蛇行部分の河川改修を行

い，玉川の氾濫を防ぐための工事計画を進めている。

工事に先立ち，平成5年10月15日に茨城県（大宮土木事務所）は，茨城県教育委員会に工事予定地内におけ

る埋蔵文化財包蔵地の有無について照会した。茨城県教育委員会は，平成5年10月22日に現地踏査を実施し，

工事予定地内における遺跡の存在を確認した。平成5年12月22日に現地踏査の結果に基づき，茨城県（大宮土

木事務所）あてに，開発予定区域内における埋蔵文化財の範囲とその取り扱いについて回答した。平成6年1

月10日に茨城県教育委員会と茨城県（土木部）は，一級河川玉川改修工事予定地内（大宮町下村田地内）の埋

蔵文化財の取り扱いについて協議を行った結果，平成6年1月28日に茨城県教育委員会は茨城県（土木部）あ

てに，下村田遺跡（1，312感）を現状保存することが困難であると判断し，記録保存とする旨回答し，調査機

関として財団法人茨城県教育財団が紹介された。

茨城県教育財団は，茨城県（土木部）と埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結び，平成6年7月か

1日から下村田遺跡の調査を実施することとなった。

第2節　調査経過

下村田遺跡の発掘調査を平成6年7月1日から9月30日までの3か月にわたって実施した。以下，調査経過

について，その概要を記述する。

7月前半　発掘調査を開始するため，現場事務所や倉庫の設置，調査器材の搬入等の諸準備を行った。12日か

ら作業員を投入して，諸施設の整備，遺跡内の清掃作業を開始した。

7月後半15日からトレンチを設定言式掘調査を開始し，27日に終了した。試掘調査により竪穴住居臥土坑

等の遺構を確認し，土師器片，須恵器片，弥生土器片及びメノウの原石等の遺物が出土した。28日か

ら重機による表土除去を実施した。

8月前半　重機による表土除去を2日に終了した。表土除去と同時に遺構確認作業を行い，竪穴住居跡27軒，

土坑39基を確認した。8日から遺構調査を開始した。

8月後半

／　　継続して竪穴住居跡，土坑の遺構調査を行った。

9月前半

9月後半16日にほぼ遺構調査を終了し，17日に現地説明会を開催し，遺構，遺物を公開した。19日に補足調

査を開始し，20日に終了した。22日に遺跡全景を撮影し，26日に空撮を実施した。30日までに事務所

の撤収を完了し，現地調査を終了した。
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第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

下村田遺跡は，茨城県那珂郡大宮町大字下村田338－2ほかに所在している。

大宮町は，茨城県の中央部やや北に位置し，北は山方町，美和村に，東は久慈郡金砂郷町に，南は那珂郡瓜

連町，那珂町に，西は緒川村，東茨城郡御前山村，桂村に接している。

地形的にみると，入港山に源を発して商流する久慈川と栃木県那須連山に源を発して流れる那珂川の二つの

大きな川に挟まれた丘陵と台地上に位置している。全体的に地形は北部地域が高く南端部が低く，台地の中央
きたしおごおがいの　ひうちいしやま　やまがたまちおさだ　はでにわ

部には北塩子小月野の燵石山と山方町長田の羽出庭を水源とする玉川が流れており，その台地を二分して，

下岩瀬で久慈川に合流する。また，これらの丘陵や台地は久慈川，那珂川，玉川，緒川よって作りあげられた

段丘構造を示している。上位段丘は標高70～120m前後で，緒川村，美和村境界付近の町北部であり，中位段

丘は標高30～70m前後の久慈川西岸，那珂川東岸と町中心地の台地であり，下位段丘は標高15～30m前後の

那珂川，久慈川，玉川，緒川流域の沖積低地である。
とりのこ　とりあし

地質は大宮町の基底層の大部分は第三紀層であるが，緒川村や美和村と境を接する付近には鷲子・鶏足古期

岩層と呼ばれている古期岩類が発生している。表層は大部分が関東ローム層で覆われている。しかし，河川流

域の沖積低地には関東ローム層はみられず，下位段丘堆積物である砂礫層が分布している。

下村田遺跡は大宮町の南東部にあり，久慈川に注ぐ玉川の左岸の標高22～23mの舌状に張りだした台地上

に位置し，当遺跡の南西側は玉川によって削られている。沖積低地は水田として利用されている。調査前の現

況は畑地である。

参考文献

・阿久津純「茨城県常陸大宮付近の地形地質」『宇都宮大学学芸学部研究論文集　第2号』1953年

e大宮町教育委員会・鷹巣遺跡発掘調査会「常陸鷹巣遺跡　第1次調査」1983年

・大宮町諏訪台遺跡調査会「諏訪台遺跡」1991年

・大宮町教育委員会「大宮町の考古遺物　那珂・久慈清流にはぐくまれた大宮町の先史・古代」1995年

第2節　歴史的環境

大宮町には，縄文時代から中世にかけての遺跡が数多く存在している。当町は，久慈川，那珂川をはじめと

した水利に恵まれており，久慈川と那珂川に挟まれた台地は，古代から人々が生活を営む場としては絶好の舞

台となってきた。ここでは，下村田遺跡周辺の主な遺跡について時代を追って述べることにする。
かじはば　　　　　　　　　　　おのてんじんまえ

旧石器時代の遺跡は，梶巾遺跡で槍先形尖頭器，小野天神前遺跡で細石刃核が出土している。

縄文時代の遺跡は，約40か所の遺跡があるが，時期的には早，前，晩期は少なく，中，後期の比較的規模の
つぼいっえ　　　ぐちゅう

大きな遺跡が目立ち，久慈川と那珂川沿岸の台地上に分布するものが多い。久慈川右岸には坪井上遺跡，宮中
たかのくら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す

遺跡があり，那珂川左岸には小野天神前遺跡，高ノ倉遺跡等の代表的な遺跡がある。そのほかに梶巾遺跡，諏
わだい　　　つぼいっえ　　　　　　みよし　　　しもつぼ　　　かみじゅく　　　　　おおつか　　　　　　こなか　　　　　きたむら

訪台遺跡，坪井上遺跡〈11〉，三美遺跡，下坪遺跡，上宿遺跡〈1〉，大塚遺跡〈3〉，小中遺跡〈8〉，北村
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た　　　　　　　　　　　かみじゅ

田遺跡〈9〉，瓜連町の上楕遺跡〈20〉等がある。昭和51年に調査が行われた小野天神前遺跡からは沈線文土

器，小型の首飾，玉類，亀形土製品，ハート形土偶，山形土偶，遮光器土偶など早，中から晩期にかけての遺

物が出土している。梶巾遺跡からは中期の袋状土坑16基が，諏訪台遺跡からは中期の竪穴住居跡1軋袋状土

坑13基が検出されている。坪井上遺跡では中期の竪穴住居跡8軋土坑43基のうち袋状土坑19基が検出され，

素翠の大珠が5点，フクロウをモチーフした縄文土器が出土している。
こいわいうしろだ　　　　　　　　　ふじやま　　　　　　ぬかつか　　　たかすいぬおい

弥生時代の遺跡は，久慈川沿いに小視後田B遺臥　梶巾遺臥　富士山古墳群〈15〉，糠塚遺跡，鷹巣大迫

遺跡，坪井上遺跡等があり，那珂川沿いには三美遺跡，小野天神前遺跡，高ノ倉遺跡等がある。弥生時代中期

の小野天神前遺跡以外は，ほとんど弥生時代後期後葉の遺跡である。そのうち調査が行われた遺跡は，小野天

神前遺跡，梶巾遺跡，富士山古墳群，坪井上遺跡の4遺跡である。小野天神前遺跡では再葬墓跡が検出され，

人面付壷形土器が3点出土している。また，富士山古墳群では竪穴住居跡9軒，坪井上遺跡では竪穴住居跡2

軒が検出されている。

古墳時代の遺跡は，前期の古墳として前方後方墳の富士山4号項があり，大宮町最古の古墳と考えられてい

る。この富士山4号境は富士山古墳群に属し，久慈川と玉川の合流点に向かって突出するする中位段丘から下
ごしょこうじんじゃうら

位段丘上にかけて築造されている。中期の古墳としては同古墳群の五所皇神社裏古墳，糠塚古墳等の大型古墳

が築造されている。五所皇神社裏古墳は全長60mの前方後円墳，糠塚古墳は小視台地上に全長90mの前方後
いっきやま　　　　いわさき

円墳である。後期の古墳としては一騎山古墳群，岩崎古墳群，鷹巣古墳群，小祝古墳群及び富士山古墳群等が

形成される。一騎山古墳群は10基の古墳からなり，そのうち4基の古墳が昭和48年に調査された。1～3号古

墳は7世紀頃の横穴式石室をもつ墳径13～20mの小規模円墳である。4号境は6世紀後半の小規模な前方後

円墳で，人物，動物等の形象埴輪や円筒埴輪が出土している。岩崎古墳群は前方後円墳2基，円墳2基からな
らいじんやま　　　　　いわかけ

る。そのほか玉川左岸の八田，若林地区東端の台地の崖面には，8～9世紀の雷神山横穴墓群，岩欠横穴墓群

がある。古墳時代の集落遺跡は，久慈川右岸台地上に梶巾遺跡があり，前，中期の住居跡4軒が検出されてい
しゅく　　　ばば　　　　ひがしだいら　　　にしつぼい　　　　　ねもと　　　　　うしちみかじり

る。そのほか宿遺跡，馬場先遺跡，東平遺跡，西坪井遺跡〈12〉，根本遺跡〈6〉，後三ケ尻AB遺跡〈10〉，

富士山遺跡〈17〉及び下村田遺跡などがある。
かみむらたこなか　　　　　　おのなかみち　　　げんじだいら

奈良・平安時代の遺跡は，鷹巣遺机上村田小中遺跡〈8〉，小野中道遺臥源氏平遺軌　一騎山古墳群，
かすがじんじゃまえ　　　　　きたむらた　　　　　　まえみかじり

春日神社前遺跡く5〉，北村田遺跡く9〉，前三ケ尻遺跡ぐ14〉，後三ケ尻AB遺跡，西坪井遺跡，堂山遺跡〈18〉

等がある。そのうち，鷹巣遺跡では8～10世紀の竪穴住居跡32軋掘立柱建物跡2棟が検出され，竪穴住居の

かまどから再利用された瓦が出土し，台地斜面に約10基の瓦窯が存在したと予想されている。また，「西口」，

「高倉」等と墨書された土器が出土している。上村田小中遺跡では9～10世紀の竪穴住居跡17軒検出され，「千

万工「郷士「丈」及び「曹」等の墨書土器や「丈」字の烙印から文部氏の関連集落と考えられている。小野中

道遺跡では「ロロ里文部里」という箆書をもつ平瓦が出土している。また，「丈永私印」の字句を陽刻した銅

印が小野中道地区出土と伝えられる。源氏平遺跡では19軒の竪穴住居凱掘立柱建物跡1棟が検出され，「□

□鳥取文功工「□□鳥部嶋」の文字が刻まれた瓦や「土垣倉」と墨書された土師器杯，内側には漆紙文書「解」

が付着したものが出土している。
うるの　　　　　　まえごや　　　　　　いわせ

中世の遺跡は，字留野城跡く2〉，前小屋館跡く4〉，岩瀬城跡〈13〉等の城館跡や三美の備蓄銭出土があげ

られる。三美の備蓄銭は合計3，929枚出土し，すべて中国銭（渡来銭）である。そのほか，下村田遺跡は16
あざごりんどう

世紀の山水画家雪村周継が字五林堂で出家したという由来の地であり，平成4年に「雪村顕彰事業」に伴う五

林堂地区調査が行われ，五輪塔が調査された。
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表1　下村田遺跡周辺遺跡一覧表

番

ローラ一

遺　 跡　 名

県
遺
跡
番
口号

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

】奈

良
重

安

中
近
世
以
降

番

［＝コ号

遺　 跡　 名

県
遺
跡
香
寺

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
重

安

中
近
世
以
降

1 上　 宿　 遺　 跡 3739 ○ 15 富 士 山 古 墳 群 615 ○ ○

2 字　 留　 野　 城　 跡 630 ○ 16 一 騎 山 古 墳 群 616 ○ ○

3 大　 塚　 遺　 跡 3735 ○ 17 富　 士　 山　遺　 跡 619 ○

4 前　 小　 屋　 遺　 跡 629 ○ 18 堂　 山　 遺　 跡 3716 ○

5 春 日神社前遺跡 3715 ○ 19 ニ　 ッ　堂　 遺　 跡 579 ○

6 根　 本　 遺　 跡 626 ○ 20 上　 宿　 遺　 跡 577 ○

7 根　 本　 古　墳　 群 617 ○ 21 上　 宿　 古　 墳　 群 582 ○

8 小　 中　 遺　 跡 3699 ○ 22 静 駅 付 近 遺 跡 578 ○

9 北　 村　 田　遺　 跡 603 ○ ○ 23 十 林 寺 古 墳 群 583 ○

10 後三ケ尻A B 遺跡 3718 ○ ○ 24 瓜　 連　 城　 跡 586 ○

11 坪　 井　 上　 遺　 跡 591 ○ ○ 25 瓜　 連　 遺　 跡 581 ○

12 西　 坪　 井　 遺　 跡 627 ○ ○ 26 大　 塚　 古　 墳 584 ○

13 岩　 瀬　 城　 跡 4775 ○ 27 古　 徳　 城　 跡 4771 ○

14 前 三 ケ 尻 遺 跡 3717 ○ ◎ 下村田遺跡（当遺跡） 605 ○ ○ ○
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第3章　遺　　跡

第1節　遺跡の概要

下村田遺跡は，大宮町の南部，玉川左岸の標高21～22mの台地上に位置している。調査区は，最長東西約

61m，南北約43m，面積1，312Idである。現況は畑地である。調査区の北側直下には，玉川が流れ，その流れ

によって下村田遺跡の一部は削り取られている。

今回の調査によって，調査区から住居跡25軒，土坑33基，墓墟2基，不明遺構2基を確認した。そのほか，

五輪塔が2基確認されているが，この五輪塔については，平成4年度に「雪柑顕彰事業」に伴う五林堂地区調

査によって報告されているので，ここでは取り上げないこととする。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に24箱出土している。遺物の大部分は古墳時代から平安時代に

かけての土師器，須恵器である。中世の墓境に関する遺物は常滑産の鳶口壷以外ほとんど出土していない。そ

の他，縄文土器片，弥生土器片，管状土錘，紡錘車，円面硯片，砥石，鉄津及び塙瑠の原石が出土している。

第2節　基本層序

調査区内にテストピットを掘り，基本土層の観察を

行った（第3図）。

第1層は，25cm前後の厚さの耕作土層で，黒褐色をし

ている。

第2層は，14～25cmの厚さで，褐色をしたソフトロー

ム層である。

第3層は，42～50cmの厚さで，褐色をしたハードロー

ム層である。

第4層は，8～24cmの厚さで，鹿沼パミス中量とスコ

リア粒子少量を含む明褐色をしたハードローム層であ

る。

第5層は，6～15cmの厚さで，明褐色をした鹿沼パミ

ス層である。

第6層は，10～21cmの厚さで，浅黄燈色をした鹿沼パ

；蜂．0nl＿

第3図　基本土層図
ミス層である。

第7層は，35～44cmの厚さで，スコリア粒子を中量含むにぷい褐色をした粘土層である。

第8層は，25～28cmの厚さで，スコリア粒子多量と小石を中量含む燈色をした粘土層である。

住居跡などの遺構は，第2層上面で確認した。

－6－
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第3節　遺構と遺物

1　竪穴住居跡

当遺跡の遺構確認の段階で，竪穴住居跡27軒（SIつ～27）を確認したが，調査の結果，第6，16号住居跡

（SI－6，16）は近世の撹乱穴で住居跡として捉えられなかったため欠番とした。25軒の竪穴住居跡のうち，

重複が激しく，しかも玉川の流れによって遺構の一部が削り取られているものもあり，確認困難なため，その

ような住居跡の規模や平面形は残存する壁や床から推定した。時期は古墳時代から平安時代にかけてのもので，

以下，調査した住居跡の形態や出土遺物等について記述する。

（l）古墳時代の住居跡

第ア号健屠跡（第5図）

位置　調査区中央部，B2al区。

重複関係　本跡は第8号住居臥第30号土坑，第32号土坑及び第33号土坑によって掘り込まれていることから，

これらの遺構よりも本跡の方が古い。

規模と平面形　重複している遺構によって掘り込まれており，規模や平面形は明確でないが，残存している壁

や床面から，一辺が7．35m程の方形と推定される。

主軸方向　N－210－E

壁　南壁は玉川の流れによって削られているが，残存壁高は5～15cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，踏み固められた面はみられない。

ピット　4か所（Pl～P4）。PlとP2は径26～28cmの円形，深さ35～50cmで，主柱穴である。P3とP4は性格不明

である。

貯蔵穴　北東コーナーに付設されており，径90cmの円形，深さ68cmで，断面形はU字状である。
土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

覆土　4層からなる自然堆積である。

2　極暗褐色　ローム粒子微量

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量

4　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　出土遺物は，土師器片196点，土製品1点及び混入した弥生土器片4点である。覆土中から第6図10の

管状土錘，貯蔵穴付近の床面から1の土師器杯と8の嚢が正位の状態で，2の杯と7の高杯が逆位の状態

で，5の域と6の高杯が斜位の状態で，中央部床面から3の杯が正位の状態で，Pl付近から4の杯が逆位の

状態でそれぞれ出土している。また，貯蔵大内から9の甑が横位の状態で出土している。

所見　本跡の竃は貯蔵穴の位置から推定すると北壁に構築されていたと思われるが，本跡の北側は第8号住居

跡，第30号土坑及び第32号土坑に掘り込まれているために，壊されたものと考えられる。本跡の時期は，遺

構の形態や出土遺物から6世紀初頭と思われる。

第7号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　 考

第6 図 杯 A　 ll．9 丸底。休部は内攣して立ち上がり，口縁部内 ・外面横ナデ。休部及び 砂粒・長石・石英・ P 35　　 100％
1 土 師 器 B　　 4．6 口縁部との境に稜を持つ。口緑部 底部外面へラ削り後ナデ。体部内 雲母 床直

は直立するが，わずかに内傾する。 面ナデ。 橙色

普通

内面煤付着
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第6図　第7号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 蓄　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第 6 図 林 A　 13．9 丸底。休部は内攣 して立 ち上が り， 目線部 内 ・外面横 ナデ。体部 及び 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 36　　 10 0％
2 土 師 器 B　　 5．3 目線部 は外傾 す る。目線部内面 に 底部外面 へ ラ削 り後 ナデ。体 部内 雲母 床 直

弱い稜 を持つ 。 面へ ラ磨 き。 明赤褐色　 普通

3

杯 Å ［13．8］ 丸 底。休部か ら目線 部にかけて内 目線部内 ・外 面ナデ。体部及び底 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 37　　　 50％
土 師 器 B　　 4．8 攣 して立 ち上 がる。 部内 ・外面 ナデ。 雲母

橙色　 普通

床 直

二次焼成

4

林 A　 13．2 底 部か ら目線部 にかけての破 片。 目線 部内 ・外面 ナデ。休部及び底 砂 粒 ・長 石 ・石 英 e P 3 9　　　 80％
土 師 器 B　　 6．3

C　　 5．2

平底 。体 部か ら目線部 にかけて内

攣 して立 ち上が る。

部 内 ・外面へ ラ削 り後 ナデ。 パ ミス

橙色　 普通

床直

5

塊 Å　 12．5 丸底。体部 は内攣 して立ち上が り， 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体 部及び 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 38　　 10 0％
土 師 器 B　　 6．9 目線部 はわずかに外傾す る。 目線 底部外面 へ ラ削 り後 ナデ。体 部内 スコ リア 床直

部内面 に稜 を持 つ。 面へ ラナデ。 にぷ い橙色　 普 通

6

高　　 林 A　 12．9 目線部一部欠損 。脚 部は ラッパ状 目線部 内 ・外 面横ナデ。埠部 内面 砂粒 ・長石 ・雲 母 P 40　　　 90％
土 師 器 B　　 9．8 に開 く。塔部 は脚 部 との境 に強い ナデ ，外面へ ラ削 り後 丁寧なナデ。 明赤褐色 床 直

D　　 9．0

E　　 4．2

稜 を持ち ，内攣 して立ち上が る。 脚部外面へ ラ削 り後ナデ。 普通

7

晶　　 杯 A　 12．5 日縁部 一部欠損。脚部 は ラッパ状 目線 部内 ・外面横 ナデ。杯部内面 砂粒 ・長石 ・雲母 P 41　　　 98％
士 帥 器 B　 lO．1 に開 く。塔部は脚部 との境 に強い ナデ ，外面 へ ラ削 り後丁寧 なナデ。 橙 色 床直

D　 lO．5

E　　 ∴1．0

稜 を持 ち ，内攣 して立 ち上 がる。 脚部外 面へ ラ削 り後 ナデ。 普 通

8

婆 Å　 14．8 休部及び 目線 部一部欠損。平底 。 日縁部 内面横ナデ ，外面 へ ラ削 り 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 42　　　 85％
士 帥 器 B　 26．3 体部 は球形状 を皇 し，目線部 は外 後 ナデ。体 部内面へ ラナデ ，外面 雲 母 ・スコ リア 床 直

C　　 7．1 反す る。 へ ラ削 り後 ナデ。 橙色　 普通

9

甑 A　 27．8 単孔式。休部 はわずかに内攣 して 目線部内 ・外 面横 ナデ。体部 内面 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 43　　　 98％
土 師 器 B　 25．1

C　　 8．2

立ち上が り，口縁部 は外傾す る。 へ ラナデ ，外 面へ ラ削 り後 ナデ。 ス コリア

にぷい橙色　 普通

貯蔵穴 内

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地点

備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第6図10 管　 状　土　錘 4．9 1．1 0．3 4．5 覆　 土　 中 D P l　　　　　　　　　　　　　　 lOO％

第9号健贋跡（第7図）

位置　調査区中央部，迅2b4区。

重複関係　本跡は第10号住居臥　第24号住居臥第27号住居跡によって掘り込まれていることから，これらの

遺構よりも本跡の方が古い。

規模と平面形　重複している遺構によって掘り込まれており，規模や平面形は明確ではないが，残存している

壁や床面は，長軸（4。25）m，短軸（3。00）mで，平面形は方形と推定される。

主軸方向　N－210－E

壁　3軒の住居跡との重複により，北壁と西壁の一部のみ残存する。残存壁高は20cmで，外傾して立ち上がる。

床　耕作によるトレンチヤーが南北に走っており，床面のほとんどが撹乱を受けている。床残存部で踏み固め

られた面が部分的にみられる。

覆蓋　掘り込みが浅く，覆土はほとんど撹乱を受けている。

遺物　出土遺物は，土師器片517点，須恵器片10焦　土製品「点及び混入した弥生土器片2点である。床面か

らの出土は細片だけである。覆土中から第8図1，2，3，4の土師器杯，6，7の乳　5の高杯，8の亀　9

の婆，10の土製紡錘車がそれぞれ出土している。

所農　本跡は，3軒の住居跡に掘り込まれて，さらに耕作によるトレンチヤーによって撹乱を受けているため，

炉や柱穴は確認できなかった。本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から5世紀末葉と思われる。
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第8図　第9号住居跡出土遺物実測図

第9号住居跡出土遺物観察表
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図 版番号 器　 種 計測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第 8 図 坪 A ［1 4．5 ］ 休 部 か ら口 緑 部 に か け て の 破 片 。 口 縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 内 面 砂 粒 ・長 石 ・石英 P 48　　　　 5 ％

1 土 師 器 B （3．7 ） 休 部 は 内 攣 して 立 ち 上 が り ，ロ 緑

部 との 境 に弱 い 稜 を持 つ 。 口 緑 部

は わ ず か に外 反 す る 。

ナ デ ，外 面 へ ラ削 り後 ナ デ 。 橙 色

普 通

覆 土 中

2

杯 A ［1 3．6 ］ 休 部 か ら口 綾 部 に か け て の破 片 。 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 ・ 砂 粒 ・長 石 P 4 9　　　 1 5％

土 師 器 B （4．9 ） 休 部 は 内 攣 して 立 ち上 が り ，口 緑

部 は 外傾 す る。 口 縁 部 内面 に稜 を

持 つ 。

外 面 ナ デ 。 赤 褐 色

普 通

覆 土 中

3

杯 A ［13 ．0］ 休 部 か ら□ 縁 部 に か け ての 破 片 。 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 ・ 砂 粒 ・長 石 ・ス コ P 5 1　　　 5 ％

土 師 器 B （4 ．4） 休 部 は 内 攣 して 立 ち上 が り， 口 緑 外 面 ナ デ 。 内 面 赤 彩 。 リア 覆 土 中

都 と の境 に 弱 い 稜 を持 つ 。 ロ緑 部

は外 傾 す る。

橙 色

普 通

2 次 焼成

4

坪 A ［14 ．9 ］ 休 部 か ら口 緑 部 に か けて の 破 片 。 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。休 部 内 面 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 5 6　　　 15 ％

土 師 器 B （6 ．1） 休 部 は 内攣 して 立 ち上 が り ， 口緑 ナ デ ，外 面 へ ラ削 り後 ナ デ 。 内 ・ 雲 母 ・ス コ リア 覆 土 中

部 との 境 に 弱 い稜 を持 つ 。 口綾 部

は わず か に外 傾 す る。

外 面 に 一 部 赤 彩 残 存 。 に ぷ い 橙 色

普 通

5

高　　 坪 B （4 ．3 ） 脚 部 か ら 坪 部 下 位 に か け て の 破 脚 部 内 ・外 面 ナ デ 。 師 部 下 位 内 ・ 砂 粒 ・長 石 P 5 4　　　　 5 ％

土 師 器 E （2 ．9 ） 片 。 脚 部 は 「ハ 」 の 字 状 に 開 く 。

杯 部 は大 き く外 傾 す る。

外 面 ナ デ 。 橙 色

普 通

覆 土 中

6

琉 A ［11 ．7 ］ 休 部 か ら 口線 部 に か け て の 破 片 。 口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 内 面 砂 粒 ・長石 ・石 英 P 50　　　 10 ％

土 師 器 B （5 ．1 ） 体 部 は 内 攣 して 立 ち 上 が り ，口 緑

部 は 直 立 す る。 ロ緑 部 内 面 に 強 い

稜 を持 つ 。

ナデ ，外 面 へ ラ削 り後 ナ デ。 橙 色

普 通

覆 土 中

7

碗 A ［15．6 ］ 休 部 か ら口 緑 部 に か け て の 破 片 。 口 緑 部 内 ・外 面横 ナ デ 。 体 部 内 ・ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 P 52　　　 10 ％

土 師 器 B （7．2 ） 体 部 は 内 攣 して 立 ち 上 が り ，口 緑 外 面 ナ デ 。輪 積痕 。 に ぷ い褐 色 覆 土 中

部 は 直 立 す る。 普 通 2 ．次 焼 成

8
重臣 A ［ 9．1］ 休 部 上 位 か ら口 綾 部 に か け て の 破 口 緑 部 内 ・外 面横 ナ デ 。 体 部 内 ・ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 53　　　　 5 ％

土 師 器 B （4 ．6） 片 。休 部 は 内 攣 して 立 ち 上 が り ，

口綾 部 は 外 反 す る。

外 面 ナ デ 。 ス コ リア

に ぷ い橙 色

普 通

覆 土 中

9

碧

土 師 器

B （3 ．3 ）

C　　 8 ．0

底 部 片 。 平底 。 底 部 内 面 へ ラ ナ デ。外 面 へ ラ削 り。 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・

雲 母

にぷ い 橙 色

普 通

P 55　　　　 5 ％

覆 土 中

－14－



図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 恒 地 点

備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第8図10 紡　 錘　 車 5．1 －
2・2 ！ 0・9

61．6 覆　 土　 中 D P 9　　　　　　　　　　　　　 100％

第柑考住居跡（第7図）

位置　調査区南部中央，迅2b3区。

重複関係　本跡は第9号住居跡を掘り込み，第24号住居跡によって掘り込まれていることから，第9号住居跡

より新しく，第27号住居跡より古い。

規模と平面形　東側は第24号住居跡により掘り込まれ，南側は玉川の流れによって削られており，規模や平面

形は明確ではないが，残存している壁や床から，一辺が5。40m程の方形と推定される。

主軸方向　N－390－E

壁　北西壁，北東壁及び南東壁の一部が残存している。残存壁高は50cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，Pl付近に踏み固められた面がみられる。

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは長径40cm，短径26cmの楕円私　深さ40cm，P2は長径55cm，短径［35］cmの楕円

形，深さ42cmで，どちらも主柱穴である。なお，P2は第24号住居跡のP3と上端が重複している。

覆土　6層からなる自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　褐色粘土ブロック多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量

5　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・褐色粘土ブロック微量

6　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

遺物　出土遺物は，土師器片446氏　須恵器片18点及び混入した弥生土器片5点である。覆土中から第9図1

～4の土師器杯，5の域，8～10の賓，北東壁際の覆土下層から7の土師器婆，中央部の床面直上から6，11

の嚢がそれぞれ出土している。

所見　本跡の竃は，第24号住居跡を構築する際に壊されたものと考えられる。本跡の時期は，遺構の形態や出

土遺物から6世紀後葉と思われる。

第10号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 9 図 林 A ［13．4］ 休部か ら臼綾 部にか けての破片 。 目線 部内 ・外面横 ナデ。体 部内 ・ 砂粒 ・長石 P 5 7　　　 15％
1 土 師 器 B （3．6） 体部 は内攣 して立ち上が り，口縁 外面 ナデ。 橙色 覆土 中

部 との境 に弱 い稜 を持つ。 口緑部

は直立す る。

普通 2 次焼成

2

林 A ［13．9］ 休部か ら口縁部 にかけての破片。 目線部 内 ・外 面横 ナデ後 ，内面 へ 長石 ・スコ リア P 58　　　 1 5％
土 師 器 B　　 3．2 休 部は内攣 して立 ち上が り，口縁 ラ磨 き。休 部内面 ナデ ，外面へ ラ 橙色 覆土 中

部 との境 に強 い稜 を持 つ。口縁部

は直立 す る。

削 り後 ナデ。 普通

3

林 A ［13．0］ 休部 か ら目線部 にかけての破 片。 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部内面 砂粒 ・長石 ・スコ P 59　　　 15％
土 師 器 B （6．4） 体部 は内攣 して立 ち上 が り，口縁

部 は外傾 す る。目線部 内面 に稜 を

持つ。

ナデ ，外面へ ラ削 り後 ナデ。 リア

橙 色

普通

覆土 中

4

杯 A ［1 3．0］ 休部か ら目線 部にか けての破片 。 口縁部 内 ・外面横 ナデ。休 部内面 砂 粒 ・長石 ・雲母 P 6 0　　　 15％
土 師 器 B （4．5） 体部 は内攣 して立ち上が り，口縁

部はわず かに内傾 す る。

へ ラナデ ，外面へ ラ削 り後 ナデ。 橙色

普 通

覆土 中

5

域 A ［8．4］ 休部か ら日縁部 にかけての破片。 口縁部 内 ・外 面横 ナデ。休部 内面 砂粒 ・長 石 ・石英 P 6 1　　　 2 0％
土 師 器 B （6．0） 体 部は内攣 して立 ち上 が り，目線

部はほぼ直立す る。

ナデ ，外面 へ ラ削 り後ナデ。 橙色

普通

覆土 中
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第　図　第柑考住居跡出立遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値（cm） 蓄　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 9 図 碧 B （2 4．1） 底部 か ら体 部にか けての破片 。平 体部 内面 へ ラナデ ，外面 ナデ。 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 6 2　　　 60％

6 土 師 器 C　　 7．5 底。休部 は内攣 して立 ち上 がる。 雲母

灰 白色　 普通

床直

7

婆 A ［1 8．4］ 休部か ら口緑部 にかけての破片。 口緑部 内 ・外 面横ナデ。体部 内面 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 63　　　 20％

土 師 器 B （1 1．1） 体部は内攣 して立ち上が り，口縁 へ ラナデ ，外 面斜 位方向のへ ラ削 スコ リア 覆土下層

部は 「く」の字状 に外反す る。 り後 ナデ。 橙色　 普 通

8

碧 A ［22．0］ 休部か ら目線部片 。休部は内攣 し 目線部内 ・外 面横 ナデ。体部内 ・ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 64　　　 10％

土 師 器 B （8．5） て立ち上が り，目線 部は 「く」の 外面へ ラナデ。 雲母 覆土 中

字状 に外反 し，口唇 部は上方にわ

ずかにつ まみ上 げ られてい る。

にぷ い褐色

普通

内面煤付着

9

賓 A ［12．0］ 休部 か ら口縁部 にかけての破 片。 口緑 部内 ・外面横 ナデ。休部内面 砂粒 ・長石 ・石英 P 65　　　　 5 ％

土 師 器 B （5．2） 休部 は内攣 して立 ち上 が り，口縁 へ ラナデ ，外面 ナデ。輪 積痕 。 にぷ い橙色 覆 土中

部 との境 に弱い稜 を持つ 。口綾 部

は外反 する。

普通 2 次 焼成
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 9 図 碧 A ［13．0］ 休部か ら目線部 にかけての破片。 日縁部 内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 砂粒 ・長石 ・石英 P 66　　　　 5 ％
10 士 帥　 器 B （5．6） 体 部は内攣 して立 ち上 が り，目線 外面へ ラナデ。 にぷい橙色 覆土 中

部は 「く」の字状 に外反 す る。 普通 2 次焼成

11

碧 B （5．0） 底部 か ら休部下位片。平底 。体部 体部内 ・外面へ ラナデ。底 部外面 砂 粒 ・長右 ・石英 P 67　　　　 5 ％
土 師 器 C　　 7．6 は内攣 して立 ち上が る。 ナデ。 にぷい黄橙色

普通

床直

2 次焼成

窮別号健腰跡（第10図）

位置　調査区南東部，迅2d6区。

重複関係　本跡は第26号住居跡を掘り込み，第20，25号住居跡によって，掘り込まれている。

親機と平面形　北西側は第25号住居跡に掘り込まれ，南西側は玉川の流れによって削られており，規模や平面

形は明確ではないが，残存している壁や床から，一辺が6．80mの方形と推定される。

主軸方向　N－450－E

壁　3軒の住居跡との重複により，東コーナー付近に部分的に壁が残存している。残存壁高30cmでタ　ほぼ垂直

に立ち上がる。

床　全体的に平坦で竃付近から貯蔵穴にかけて踏み固められた面がみられる。

貯蔵巽　東コーナーに付設しており　長軸1飢cm　短軸83cmの長方私深さ42cmで，断面形は「〕」状である。

貯蔵穴土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　　　色　褐色粘土ブロック多量

3　暗　褐　色　焼土粒子0炭化粒子微量eローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
5　褐　　　色　褐色粘土ブロック多量

聴　北東壁中央付近に砂粒まじりの白色粘土で構築されタ天井部は崩落している。両袖部は砂粒を混ぜた白色

粘土で構築されている。規模は煙道部から焚き口部まで84cm，両袖最大幅100cm，壁外への掘り込みは5cm

である。袖の内壁は，火熱を受けて赤変硬化している。火床面は床面を3cm掘り窪めており，火熱を受けて

赤変硬化している。煙道は外傾して立ち上がり，赤変硬化している。

竃土層解説

1　黄　褐　色　焼士小ブロック少量

2　褐　　　色　焼土粒子少量

3　暗　褐　色　焼土小ブロック・炭化粒子多量

4　暗赤褐色　焼土粒子多量

覆羞　7層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

ローム粒子少量

ローム粒子少量，焼土粒子の炭化粒子微量

焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化粒子極微量
ローム粒子少量

白色粘土粒子多量，ローム粒子微量，炭化物極微量

遺物　出土遺物は，土師器片401点，須恵器片主点及び混入した弥生土器片5点である。覆土中から第は図

4，6，7，8の土師器杯，12の高年，北東壁西よりの覆土下層から1の杯が正位の状態で，中央西寄りの

床面から17の手捏杯が正位の状態で，Pl付近の床面から14の壷が正位の状態で，貯蔵穴付近の床面から2の

杯が正位の状態で，15の婆が横位の状態で，Hの高年，16の乳竃内覆土中から3，5の杯及び18の土製支

脚，火床面から10の台付杯が逆位の状態でそれぞれ出土している。
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所見　本跡の竃から逆位の状態で出土した台付杯は支脚に転用されたものと思われる。また，第21号住居跡か

ら出土した遺物のほとんどが二次焼成を受けていることや床面が一部熱を受けて赤化していることから，本

跡は焼失家屋と思われる。時期は，遺構の形態や出土遺物から6世紀前葉と思われる。

旦22．6m

＿一ノーIl・1－γ

旦21．8m

「　言∴・，‾

1m

！　　　；　　　！

第10図　第21・26号住居跡実測図

第21号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 1 1図 坪 A　 1 4．8 口緑部一部欠損 。丸底。体部 は内 口縁 部内 ・外面横 ナデ。休 部内面 砂粒 ・長石 ・石英 P 129　　　 90％
1 土 師 器 B　　 5．8 攣 して立 ち上 が り，口縁部 との境

に横 を持つ。 口緑 部は外反す る。

へ ラ磨 き，外面へ ラ削 り後 ナデ。 橙色

普通

覆土下層
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第11図　第21号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

2

林 Å　 15．0 日縁部一部 欠損。丸底。体部 は内 目線 部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 砂粒 ・長子「 右英 P 13 0　　　 95％
土 師 器 B　　 7．5 攣 して立 ち上 が り，目線部 との境 ナデ，外 面へ ラ削 り後 ナデ。 橙色 床直

に強い稜 を持 つ。目線部 はほぼ直

立す る。

普通 2 次焼成

3

林 A　 15．0 底部か ら目線部 にかけての破片。 日縁部 内 ・外面横ナデ。体部 内面 砂粒 ・長石 ・石英 P 13 1　　 50％

土 師 器 B　　 7．5 丸底。体 部は内攣 して立 ち上 が り， ナデ チ外面 へ ラ削 り後 ナデ。 橙色 竃内

目線部 との境 に弱 い稜 を持つ。目

線 部は外反す る。

普通 2 次焼成

4

林 A ［14．9］ 底 部か ら目線部 にかけての破 片。 目線部内 ・外 面横 ナデ。体部内面 砂粒 e 長石 ・石英 P 132　　　 40％

士 帥 器 B　　 5．5 丸底 。休部 は内攣 して立 ち上 が り， ナデ ，外面 へラ削 り後ナデ。 橙色 覆土 車

目線部 との境 に強 い稜 を持つ。目

線 部は外 反す る。

普通 2 次焼成

5

林 A ［10．3］ 体部 か ら目線部 にかけての破 片。 ロ縁 部内 ・外面横 ナデ。休部内面 砂 粒 ・長石 ・石英 P 133　　　 35％

土 師 器 B （5言） 体部 は内攣 して立 ち上 が り，口縁 ナデ ，外面へ ラ削 り後ナデ。外面 にぷい橙色 竃 内

部 との境 に弱い稜 を持つ 。目線 部

は外反 する。

∴部赤 彩。 普 通 2 次焼成

6

林 A ［12．9］ 体部か ら目線 部 にか けての破片 。 日縁 部内 ・外面横 ナデ。休 部内面 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 13 4　　 15％

士 師 器 B （3。8） 体部 は内攣 して立 ち上 がり，日縁

部 はわず かに外 反す る。

ナデ ，外 面へ ラ削 り後 ナデ。 スコ リア

にぷ い橙色　 普 通

覆土 中

7

杯 A ［13．7］ 体部か ら日綾部 にかけての破片。 目線部 内 ・外面横ナ デ。体部 内面 砂 粒 ・長 五 ・五 英・ P 13 5　　 15％

土 師 器 B　　 4＝．0 体部は内攣 して立ち上が り，目線

部はわず かに外 反す る。

ナデ ，外 面へ ラ削 り後 ナデ。 スコ リア

橙色　 普通

覆土中

8

杯 Å ［13．9］ 体部か ら目線部 にかけての破片。 日縁部 内 ・外 面横ナデ。体部 内面 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 14 4　　　 30％
土 師 器 B （5．7） 体部は内攣 して立 ち上が り，目線 ナデ ，外面 へ ラ削 り後ナデ。内面 スコリア 覆土 中

部 との境 に弱 い稜 を持 つ。目線部

はわずか に外反 する。

赤彩。 橙色

普通

2 次焼成

9

林 A ［13．4］ 目線部 にか けての破片 。目線部 と 目線部内 ・外面横 ナデ。 砂粒 ・長石 P 189　　　 5 ％

土 師 器 B （3，4） の境 に強い稜 を持つ 。目線 部は外

反気味 に開 き，わずか に内傾す る。

橙色

普通

覆土 中

10

台 付 杯 Å　 15．0 体 部 か ら目線 部 に か けて一 部 欠 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 砂 粒・長 石 ・石 英 ・ P 136　　　 80％

十 帥　 器 B　　 8．5 損 。突 出 した平底。体部 は内攣 し ナデ ，外面へ ラ削 り後 ナデ。底 部 スコ リア 竃火床面

0　　 5．6

E　 l。8

て立 ち上 が り，目線部 との境 に弱

い稜 を持つ 。目線部 は外反 する。

へラ削 り後ナ デ。内面 にへ ラ記号。 橙色

普通

2 次焼成

11

尚　　 杯 Å ［1圭0］ 塔部片。体 部か ら口綾部 にかけて 目線部 内 ・外面横 ナデ。休 部内面 砂 粒 ・長 石 ・石 英 e P 13 7　　　 30％
土 師 器 B （5．7） 一部欠損 。体 部は外傾 して立 ち上 ナデ，外 面へ ラ削 り後 ナデ。 スコ リア 床直

が り，目線 部との境に弱い稜 を持

つ。目線部 はわずかに外反す る。

橙色

普通

2 次焼成

12

13

14

15

1 6

17

高　　 林 B （4．8） 脚部片。脚部 は短 くラッパ状 に開 脚部内面 ナデ ，外面指ナ デ。

脚部内面 へラナデ ，外面へ ラ削 り

砂 粒 ・長 右 ・石 英 ・ P 14 5　　　 40％
土 師 器

晶　　 坪

D　　 9言

E　　 3．0

B （3．7）

A　　 6．2

き端部は反 る。

脚 部片。脚部 は短 く 「ハ」の字状

スコ リア

にぷい橙色　 普 通

砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・

覆土中

P 19 5　　 10％
士 帥 器 に開 く。 後ナデ。 ス コリア

橙色　 普通

砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・

覆土 車

ーニ圭ご璧 目線部 一部欠損。丸底 。休 部は内 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 P 138　　　 98％

土 師 器

碧

B　　 5．9 攣 して立 ち上が り，目線部 は外傾 ナデ ，体部 ・底部外 面へ ラ削 り後 雲 母 床直

P 139　　　 90％

C　　 3．5 す る。 へ ラ磨 き。 灰 黄褐 色　 普通

B （16．5） 口唇部 欠損 。平底。休部 は内攣 し 目線 部内 e 外面横 ナデ。体 部内面 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・

土 師 器

甑

C　　 6．0

Å　 27．5

て立 ち上 が り，口縁部 はわず かに へ ラナデ ，外面ナ デ。

目線部 内 e 外面横 ナデ。休部 内面

雲 母 ・スコ リア 床直

外傾す る。 橙色　 普 通 2 次焼成

休部か ら目線 部にか けての破片。 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 14 2　　　 40％

土 師 器

手　　 淫

B （22．9）

A　　 6．4

体部は内攣 して立ち上が り，日縁

部は外傾す る。

底 部及び目線部一 部欠損。平底。

へ ラナデ ，外面ナデ。輪積痕 。

目線部内 ・外 面横 ナデ。体部 内面

雲母 ・スコ リア

にぷい黄橙色

普通

砂粒 ・長石 ・石 英

床直

P 14 3　　　 90％
土 師 器 B　　 4．1 体部 は内攣気味 に立 ち上が り，口 へ ラナデ ，外 面ナデ。体部下位指 橙色 床 直

C　　 5．0 綾部 はほぼ直立 する。 頭痕。 普通

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地点

ダ海　　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cn） 孔径（cm） 重量（g）

第11図18 支　　　　 脚 （10．5） 6．6 （6．1） － （212．0） 竃　　　　 内 D P 6　　　　　　　　　　　　　　　　 40％

－20－



第23号健屠跡（第12図）

位置　調査区南東部，B2缶区。

規模と平面形　本跡の南西側3分の1は調査区域外に延びており，規模や平面形は明確ではないが，残存して

いる壁から，一辺が3。50mの方形と推定される。

主軸方向　N－400－E

壁　壁高は20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦で，炉付近から中心部にかけて踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。PlとP2は径20～31cmの円形，深さ2ト28cmで，主柱穴である。P。～P5は性格不明で

ある。

炉　中央部からやや北東壁寄りにある。長径68cm，短径60cmで，床面を10cm掘り窪めた不整楕円形の地床炉で

ある。火床は火熟を受け赤変している。

炉土層解説

1暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

覆土　5層からなる自然堆積である。

第柑区　第23号住居跡実測図

0　　　　　　　2m

l二　：　」－－　：　」

－21－
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土層解説

1　極暗褐色　焼土粒子・ローム粒子・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・炭化粒子少量

3　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・炭化粒子少量

4　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・炭化粒子少量

5　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・炭化粒子少量

遺物　出土遺物は，土師器片80点，須恵器片1点及び混入した弥生土器片2点である。北コーナー付近の覆土

中から第13図3の土師器鉢，炉内から1の杯がそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から5世紀中葉と思われる。

l‾‾‥「‾
二

第瑠　図　第調号住居跡出立遺物実測図

第23号住居跡出土遺物観察表

10cm

3　　」＿＿＿⊥－」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色訴「焼成備　　考

第13図杯A［11．9］体部から口縁部にかけての破片。口縁部内・外面横ナデ。体部内・砂粒・長石・石英・P155　　10％

1土師器B（4．1）休部から目線部にかけて内攣して外面ナデ。 雲母・スコリア炉内

立ち上がる。 にぷい橙色　普通2次焼成

2

ゴ不

土師器

B（2．0）底部片。丸底。 底部内・外面ナデ。 砂粒・長石・石英

橙色

普通

P156　　10％

覆土中，2次焼

成，煤付着

3

鉢A［21．8］休部から目線部にかけての破片。口縁部内・外面ナデ。体部内・外砂粒・長石・石英・P158　　　5％

土師器B（9．1）体部は内攣して立ち上がり，目線

部は外反する。

面ナデ。 雲母・スコリア

にぷい橙色　普通

覆土中

第別号住居跡（第7図）

位置　調査区中央部南東側，B2b4区。

重複関係　本跡は第9，10号住居跡及び第34号土坑を掘り込み，第27号住居跡によって掘り込まれていること

から，第9号と第10号住居跡及び第34号土坑よりも新しく，第27号住居跡よりも古い。

規模と平面形　重複する遺構によって掘り込まれており，規模や平面形は明確ではないが，残存している壁や

床から，一辺が5．45m程の方形と推定される。

主軸方向　N－530－W

壁　3軒の住居跡との重複により，壁は東コーナー付近のみ残存している。残存壁高は15～45cmで，外傾して

立ち上がる。

床　全体的に平坦で，竃付近から中央部にかけて踏み固められた面がみられる。

ピット　3か所（Pl～P。）。PlとP2は長径27～32cm，短径23～25cmの楕円形，深さ36～46cm，P3は長径［55］cm，

短径［33］cmの楕円形，深さ40cmで，いずれも主柱穴である。P。は第10号住居跡のP2と上端が重複してい

る。

電　北西壁中央部に砂粒まじりの白色粘土で構築されており，天井部は崩落している。規模は煙道部から焚き

口部まで115cm，両袖部最大幅125cm，壁外への掘り込みは31cmである。袖は芯材に凝灰岩を用い，その周り

－22－



は砂粒を混ぜた白色粘土を使用して構築されている。袖部内壁と床面を3cm掘り窪めた火床面は，火熱を受

け赤変硬化している。径7cmの煙道が残存しており，外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1黄　褐　色　焼土中ブロック・白色粘土粒子少量，焼土大ブロック・炭化物微量

2　黄　燈　色　焼土大ブロック・炭化粒子多量，白色粘土粒子微量

3　明赤褐色　焼土大・中・小ブロック多量

第団間　第24号住層跡出土遺物実測記
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覆土　7層からなる自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・鹿沼パミス微量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量

ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・白色粘土小ブロック微量

ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・白色粘土小ブロック少量

ローム粒子・白色粘土粒子少量，焼土粒子微量

遺物　出土遺物は，土師器片198点，須恵器片3点及び混入した弥生土器片1点である。覆土中から第14図2，3

の土師器の杯，4，5，7の嚢，南東壁付近の覆土下層から9の須恵器杯，中央部の床面から1の土師器の

杯，北コーナー付近の床面から6の嚢が横位の状態でそれぞれ出土している。竃内から出土した8の嚢は，

覆土中から出土した嚢片と接合している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から7世紀後葉と思われる。

第24号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第14図 杯 A ［14．1］ 底部か ら口縁部 にかけての破片 。 口緑部 内 ・外 面横ナデ。体部 内 e 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 15 9　　　 5 0％

1 土 師 器 B　　 4．4 丸底。休部は内攣 して立 ち上 が り，

目線部 は直立す る。

外面 ナデ。 スコ リア

浅黄橙色　 普 通

床 直

2

杯 A ［17．8］ 底部か ら目線部 にかけての破片。 目線部 内 ・外 面横 ナデ。体部 内 ・ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 16 0　　　 3 5％

土 師 器 B　　 5．7 平底。休部 から口縁 部にかけて内 外面 ナデ。 雲母 ・スコ リア 覆 土中

C ［7．3］ 攣気味 に立 ち上 がる。 にぷ い橙色　 普 通 2 次 焼成

3

杯 A ［17．2］ 底部か ら口縁部 にかけての破片。 目線部内 ・外面横 ナデ。休部内面 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 16 1　　 3 5％

土 師 器 B （6．3） 丸底。休 部は内攣 して立 ち上 がる。

目線部はわず かに外反 す る。

ナデ ，外面へ ラ削 り後ナデ。 雲母

にぷ い黄橙色

普通

覆 土中

4

碧 A ［16．0］ 休部か ら目線部 にかけての破片。 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部内面 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 164　　　 5 ％

土 師 器 B （7．7） 体部は内攣気味 に立 ち上 が り，目

線部は短 く外反す る。

ナデ ，外面へ ラ削 り後 ナデ。 スコリア

橙色　 普通

覆土 中

5

碧 A ［1 3．0］ 休部か ら口綾部 にかけての破 片。 日縁部内 ・外面横 ナデ。休部内面 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 166　　　 5 ％

土 師 器 B （5．4） 休部は内攣気味 に立 ち上 が り，口 ナデ ，外面へ ラ削 り後 ナデ。 雲母 覆土 中

綾 部は短 く外反す る。 橙色　 普通 2 次焼成

6

賓 A　 2 1．2 休部及 び口綾部一部欠損 。平底 。 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 14 1　　 85％

土 師 器 B　 30．9 休部 は内攣 して立 ち上 が り，目線 へ ラナデ ，体部外面縦位 のへ ラ削 雲母 床直

C　　 9．0 部 は外反 す る。 り後 ナデ。輪積痕。 にぷい橙色　 普通

7

襲 A ［20．0］ 体部 か ら口縁 部にか けて の破片 。 口縁 部内 ・外面横ナ デ。休部 内面 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 1 62　　 10％

土 師 器 B （14．2） 体部 は内攣気味 に立 ち上 がる。口 ナデ ，外面へ ラ削 り。 ス コリア 覆土 中

緑部 は外反 する。 橙色　 普通 2 次焼成

8

肇 A　 19．9 休部 か ら口縁部 にかけての破片 。 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部 内 ・ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 1 63　　 10％

土 師 器 B （13．2） 体部 はほぼ垂直 に立ち上 がり，口 外面 ナデ。 雲 母 ・スコ リア 竃内

縁部 は大 き く外傾 す る。 橙 色　 普 通 2 次焼成

9

杯 A ［15．0］ 底部か ら目線部 にかけての破片 。 口縁部 ・体部横ナデ。体部下位外 砂 粒 ・長石 P 20 5　　　 2 0％

須 恵 器 B　　 4．1

C　　 7．1

平底。休部 は内攣 気味に立 ち上 が

り，口縁部 はわずかに外反す る。

面 ・底部 回転へ ラ削 り調整。 黄灰色

良好

覆土下層

第26号住居跡（第10図）

位置　調査区南東部，B2d6区。

重複関係　本跡は第20，21及び25号住居跡によって掘り込まれているので，これらの遺構よりも本跡の方が古

い。

規模と平面形　重複する遺構によって掘り込まれており，規模や平面形は明確ではないが，残存している壁や

床から，一辺が7．70m程の方形と推定される。

主軸方向　N－470－E

－24－



璧　3軒の住居跡との重複により，北東側の一部分のみ残存している。残存壁高は25～35cmで，外傾して立ち

上がる。

床　全体的に平坦で，中央部東側付近が踏み固められている。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・ローム粒子・鹿沼パミス少量

2　暗　褐　色　粘土中ブロック中量，焼土粒子・炭化物少量

遺物　出土遺物は，土師器片24点である。覆土中から第15図1の土師器の杯，6の軋4の高杯，北東壁際の床面

から3の高杯がそれぞれ出土している。また，東コーナー付近の床面から5の相が横位の状態で出土している。

所見　3軒の住居跡によって掘り込まれているため，炉と柱穴はみつからなかった。本跡の時期は，遺構の形

態や出土遺物から5世紀中葉と思われる。

：‾‾I∴丁‾ 二

日

日

H

L

S

第相国　第2号住居跡出藍遺物実測図

第26号住居跡出土遺物観察表

＿＿＿＿＿＿＿ヾ‾一二一

10cm

二
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∴冒」＿＿＿＿⊥－」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第15図杯A［12．2］休部から口綾部にかけての破片。口縁部内・外面横ナデ。休部内面砂粒・長石・石英P188　　　20％
1土師器B（4．3）体部から口縁部にかけて内攣して

立ち上がる。

へラ磨き，外面へラ削り後ナデ。橙色

普通

覆土中

2

杯A［13．2］体部から目線部にかけての破片。目線部内・外面横ナデ。体部内・砂粒・長石・石英・P193　　　20％
土師器B（4．3）休部は内攣して立ち上がり，目線外面ナデ。 スコリア 竃内
部はほぼ直立する。 浅黄橙色　普通2次焼成

3

高　　塀A［20．2］脚部及び杯部にかけての破片。脚杯部内・外面ナデ。脚部内・外面砂粒・長石・石英・P190　　　40％
土師器B（14．0）部は「ハ」の字状に開く。体部はナデ。 スコリア 床直
D［16．4］

E（6．5）

わずかに内攣気味に立ち上がる。 橙色

普通

内・外面摩耗

4

高　　杯A［19．0］杯部片。杯部との境に強い稜を持杯部内・外面ナデ。 砂粒・長石・石英P194　　　5％
土師器B（5．4）ち体部はわずかに内攣気味に立ち

上がり，口緑部は外反する。
明赤褐色

普通

覆土中

5

柑A　　9．0平底。休部はそろばん玉状を呈し，目線部内・外面ナデ。休部内面へ砂粒・長石・石英・P191　100％
土師器B　　8．6

C　　2．6

目線部は外傾して立ち上がる。ラナデ，外面へラ削り後ナデ。スコリア

橙色　普通

床直

2次焼成
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

6

用 A ［9．8］ 目線部片。 目線部 は外傾 して立 ち 目線部内 ・外面 ナデ。 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 19 2　　　 5 ％

土 師 器 B （3．8） 上 が る。 スコリア

橙色　 普通

覆 土中

2 次焼成

（2）奈良平安時代の住居跡

第瑠考住居跡（第16図）

位置　調査区の北西部，AIc6区。

規模と平面形　掘り込みが浅く，耕作による撹乱のため遺存状態が悪いが，住居跡中央部の土層断面と床面の

残存部から，一辺4．90m程の方形と推定される。

主軸方向　N－560－W

壁　残存壁高は15～34cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほとんど残存していないが，住居跡中央部に平坦で，踏み固められている面がみられる。

竃　北西壁中央部に粘土混じりの焼土が検出されており，竃と思われるが撹乱を受けほとんど残っていないた

め，明確でない。

覆土　2層からなる自然堆積である。土層1は耕作によるトレンチヤーの撹乱をかなり受けている。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，ローム大ブロック微量

遺物　覆土中から第17図1の土師器高杯，2，3の土師器嚢がそれぞれ出土している。他に，覆土中から古墳

時代の土師器杯片，嚢片と平安時代の土師器高台付杯片及び嚢片が56点出土している。

所見　本跡の時期は出土遺物から平安時代以降と思われる。

第柑図　第　考住居跡実測図

丁‾Il‾‾‾‾‾ 誓

＼eBl亡霊
第膵図　第　号住居跡出土遺物実測図
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第1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 17図 晶　　 杯 Å ［22．2］ 埠部下位か ら目線部 にかけての破 目線部 か ら埠部下位 にかけて内 。 砂粒 ・長 石 ・石英 P 1　　　　 5 ％

1 土 師 器 B　　 4．1 片 。塔部下位に強 い稜 を持つ。目

線 部は外 反 しな がら立 ち上が る。

外面丁寧 なナデ。 橙色

普通

覆土 中

2

婆 Å ［用．0］ 頸部 か らにかけての 目線 部破 片。 日縁部内 e外面 ナデ。 砂 粒 ・長 石 ・右 英 ・ P 2 36　　　 5 ％
土 師 器 C （4．7） 頚部 か ら口縁 部 にか けて外反 し，

口唇部 を外上 方につ まみ上 げてい

る。

小 ff

にぷい橙色

普通

覆土 中

3

碧

土 師 器

B （2．5）

C ［8．8］

底部破片 。突 出 した平底。 底部 内 e 外面へ ラナデ。 砂 粒・長 右 ・右 英 ・

小石

にぷ い橙色

普通

P 2　　　　 5 ％

覆土 中

第2号健腰掛（第18図）

位置　調査区南東部中央，Algo区。

重複関係　本跡は第3号住居跡の南西壁部を掘り込んでいるので，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸3。65m，短軸3。00mの長方形である。

主軸方向　N－29J－E

壁　壁高は5～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，出入ロから竃にかけての中心部が踏み固められている。

ぽッ紅　5か所（Pl～炉5）。炉1～P4は径25～48cmの円私深さ19～22cmで，主柱穴である。P5ほ長径45cm汐短径

40cmの楕円形，深さ50cmで，出入口施設に伴うピットである。

魔　北東壁中央部に砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，一部耕作による撹乱を受けている。天井部は

崩落している。規模は煙道部から焚き口部まで130cm，両袖最大幅は4C勒　壁外への掘り込みは62cmである。

両袖は芯材に凝灰岩を用い，その周りは砂粒を混ぜた白色粘土を使用して構築されている。袖の内壁は，火

熱を受けて赤愛している。火床面は床面を7cm掘り窪めており，火熱を受けて赤変している。煙道は外傾し

て立ち上がる。

竃土層解説

1　黒　褐　色　粘土粒子多量，焼土粒子少量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子微量
3　黄　褐　色　鹿沼パミス少量

4　極暗褐色　焼土粒子多量，粘土小ブロック少量
5　黒　褐　色　焼土粒子や炭化物多量

6　黄　褐　色　鹿沼パミス中量

尊皇　掘り込みが浅いため，覆土はほとんど残っていない。

土層解説

1黒　褐　色　焼士粒子多量，ローム中ブロックOlコーム粒子0炭化粒子・鹿沼パミス中量

遺物　出土遺物は，土師器片466氏　須恵器片2点及び混入した弥生土器片2点である。覆土中から第19図8

の須恵器高台付埠タ　9の須恵器短頸壷，中央南寄り床面直上から2の土師器杯がそれぞれ出土している。ま

た，竃内から1，3の土師器杯，5，6芦　7の土師器の嚢が出土している。

所農　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から9世紀複葉と思われる。
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第18図　第2号住居跡実測図
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第19図　第2号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡出土遺物観察表

＝ 10cm

柑　l　　－　1　　」

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第19図 杯 A ［13．8］底部から口緑部にかけての破片。口綾部・体部外面横ナデ，内面へ砂粒・長石・雲母・P3　　　　 40％
1 土師器 B　　4．5 平底。休部から口緑部にかけて外ラ磨き。内面黒色処理。休部下端スコリア 竃内

C　　7．0 傾して立ち上がる。 回転へラ削り。底部回転へラ切り。橙色

普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第19図 林 Å ［13．6］ 底部か ら目線 部にか けての破 片。 日縁部 ・体部外両横 ナデ ，内面へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 4　　　　 20％
2 土 師 器 B　　 3．9 平底。体部 か ら目線部 にかけて内 ラ磨 き。内面黒色処理 。休 部下端 スコ リア 床直

C　　 6．0 攣気味 に外傾 して立 ち上 がる。　 回転 へ ラ削 り。 淡黄色　 普通

3

杯 Å ［13．4］ 底 部か ら目線部 にかけての破片 。　 臼綾部 。休部外面横 ナデ，内面 へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 5　　　　 20％
士 帥 器 B　　 4．2 平底。休部 から目線 部にか けて内 ラ磨 き。内面黒色処理。休部下端 スコ リア 竃内

C ［5．3］ 攣気味に外傾 して立 ち上が る。 回転へ ラナデ。 にぷ い黄橙色

普通

4

婆 A ［21．4］ 休 部か ら臼綾部 にかけての破 片。 目線部内 ・外面 ナデ。体部内面へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 6　　　 10％
土 師 器 B （17．5） 体部 は内攣 して立 ち上 が り，目線 ラナデ ，休部外面 下半縦位のへ ラ 小石 ・ス コ リア 覆土 中

部 は外反 す る。口唇部 は外 上方に

つ まみ上 げ られてい る。

削 り。 にぷい橙色

普通

5

婆 A ［20．0］ 体部か ら日縁 部にか けての破片 。 日縁 部内 ・外面 ナデ。体 部内面へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 7　　　 10％
土 帥 器 B （13．3） 体部 は内攣 して立 ち上 が り，目線 ラナデ ，休部外面縦位 のへ ラ削 り 小石 ・スコ リア 竃内

部 は外反す る。口唇 部 は外上方 に

つ まみ上 げられてい る。

後 ナデ。 にぷ い橙色

普通

6

婆 Å ［20言］ 体部か ら目線部 にかけての破片。 目線部 内 ・外面ナデ。体部 内面 へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 8　　　 10％
土 師 器 B （14．3） 休部は内攣 して立 ち上が り，日縁 ラナデ，体 部外面縦 位のへ ラ削 り 小石 竃 内

部は外 反す る。 口唇 部は外上方 に

つまみ上げ られ ている。

後ナデ。 橙色

普通

7

碧 A ［15言］ 休部 か ら口縁部 にかけての破 片。 目線部内 ・外面 ナデ。休部内面へ　 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 9　　　　 5 ％
土 師 器 B （6．8） 休部 は内攣 して立 ち上 が り，目線

部 は外反 する。口唇部 は外上 方に

つ まみ上 げ られてい る。

ラナデ ，休部外面 ナデ。 小 石 ・スコ リア

にぷい橙色

普 通

竃 内

8

高台付 杯 B （4．6） 高台部 から体部 にか けての破片 。 体部 内 ・外面横ナデ。底 部へ ラ切 長石 ・石英 P lO　　　 15％
須 恵 器 D　 13．4

E　 l．6

高台は直線的 に開 く。休部 は下位

に稜 を持 ち，外傾 して立 ち上が る。

り高 台貼 付。 にぷい橙色

普通

覆土 中

9

短 頸 壷 B （9言 ） 休部片。休部 は内攣 しなが ら立 ち 体部内 ・外 面横 ナデ。体部外面 目 長石 ・石英 P ll　　 lO％
須 恵 器 上がる。 然粕。 骨針　 黒色斑点

灰色　 良好

竃 内

木菓 下葉

10は須恵器の棄片で，平行叩きが施されている。

第題号健腰跡（第20図）

位置　調査区南東部中丸Aigo区。

重複関係　本跡は第2号住居跡によって南西壁部を掘り込まれているので，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸3．00m，短軸2．95mの方形である。

主軸方向　N－560－W

壁　壁高は10～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，踏み固められた面は見られない。

ぽッ紅　3か所（Pl～㌘3）。Plは長径50cm，短径41cmの楕円形，深さは48cmで，主柱穴である。P2は長径46cm，

短径37cmの楕円私深さは18cmで，出入口施設に伴うピットである。P。ほ長径70cm，短径53cmの楕円形，深

さは8cmで，性格不明である。

竃　北西壁中央部に砂粒まじりの白色粘土で構築されている。天井部と両袖部は崩落しており，竃の掘りかた

のみ残存している。規模は煙道部から焚き口部まで82cm，最大幅85cm，壁外への掘り込みは45cmである。火

床面は床面を8cm掘り窪めており，僅かではあるが焼けて赤変している。煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1極暗褐色　焼土粒子・ローム中ブロック少量

2　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子eローム中ブロック少量

3　黒　褐　色　焼土小ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量

者達　9層からなる自然堆積である。
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土層解説

1黒　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

2　褐　　　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

4　黒　　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

5　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

oI　船

上23．4．¶
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第20図　第3号住居跡実測図
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6　黒　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム
粒子・粘土粒子少量

7　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

8　黒　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

9　黒　　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

ーi
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3

第21図　第3号住居跡出土遺物実測図
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遺物　出土遺物は，土師器片が173氏須恵器片2点及び混入した弥生土器片4点である。覆土中から第21図

3の須恵器杯，中央北寄りの床面直上から2の土師器婆∴　P。の覆土中から1の土師器高台付杯と4の須恵器

嚢がそれぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から9世紀復業と思われる。

第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第2 1図 高台付埠 A　 1 4．9 底 部か ら目線部 にかけての破片 ， 体部内 ・外面横 ナデ。休部内面へ 長石 ・雲母 P 12　　　 65％
1 土 師 器 B （4．8） 高台部 剥離。体 部下位 に稜 を持 ち ，

目線部 はわずか に外反 す る。

ラ磨 き。 内面黒色 処理。 にぷい褐色

普通

床直

2

碧 Å ［2 1．0］ 休部 か ら目線部 にかけての破片。 目線部内 さ外面 ナデ。休部内面へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 1 3　　　　 5 ％
土 師 器 B （6．7） 体部 は内攣 して立 ち上 が り，目線

部 は外反 する。口唇部 は外 上方に

つ まみ上 げ られてい る。

ラナデ ，体部外面 ナデ。 小石 ・ス コリア

にぷい橙色

普 通

P l内

3

杯 B （3．0） 底部か ら日綾部 にか けての破片 。 目線部 e 体部外南棟 ナデ。底 部回 砂粒 e 長石 ・石英 P 14　　　　 5 ％
須 恵 器 C　　 7．4 平底。体 部は外博 して立ち上が る。 転 へラ切 り後ナデ調整。 灰色

普通

覆土 中

4は須恵器の襲片で，平行叩きが施されている。

第超考健腰掛（第22図）

位置　調査区北西部中央，Å1h9区。

規模と平面形　長軸4．55m，短軸［3。70］mの長方形である。

主軸方向　N－550－W

壁　南西壁は玉川の流れによって削られており，残存壁高は5～20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は北東

壁と南東壁南コーナー寄りにみられ，上幅15～23cm，深さ9～ユ6cmで，断面形はU字状である。

床　全体的に平坦で，竃から南東壁にかけて踏み固められている。

ぽッ紅　3か所（Pl～P3）。Plは径22cmの円形，深さ14cmで，出入口施設に伴うピットである。P2とP3は性格

不明である。

寵　北西壁中央部に砂粒まじりの白色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，袖部は東側が残り，西

側は補強材を一部残し崩壊している。規模は煙道部から焚き口部まで126cm，最大幅80cm，壁外への掘り込

みは55cmである。火床面は床面を12cm掘り窪めており，僅かではあるが焼けて赤変している。煙道は外傾し

て立ち上がる。

竃土層解説

1　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子中量

2　赤　黒　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化材少量

3　赤　黒　色　焼土粒子中量，炭化材少量

4　赤　黒　色　焼土粒子中量，炭化粒子少量

5　明赤褐色　焼土粒子多量

6　赤　黒　色　炭化粒子多量，白色粘土少量
7　黄　褐　色　炭化粒子少量

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・鹿沼パミス中量，焼土粒子少量

2　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量

遺物　出土遺物は，土師器片949点，灰粕陶器片3点，石製品4点及び混入した弥生土器片5点である。覆土

中から第23図1，2の土師器杯，9の嚢，13，14の砥石及び16の石製模造品，中央部北寄りの床面直上から

11の甑，北コーナー付近の床面直上から12の灰粕陶器長頸瓶，中央部北東寄りの床面直上から15の砥石，中

央部東寄りの床面直上から8の嚢，竃付近の床面直上から3の高台付杯，5，6の高台付皿，10の監　南東
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第22図　第4号住居跡実測図
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第23図　第4号住居跡出土遺物実測図（1）
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第24図　第4号住居跡出土遺物実測図（2）

壁際の床面から4の高台付杯，竃内から7の嚢がそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から9世紀後葉と思われる。

第4号住居跡出土遺物観察表

10cm

i i　　　！

図版番号器　種計測値（皿）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第23図坪A［15．2］底部から口縁部にかけての破片。ロ綾部・休部外面横ナデ，内面へ砂粒・長石P15　　　20％

1土師器B　　5．9平底。休部は内攣して立ち上り，ラ磨き。内面黒色処理。休部下端にぷい黄橙色確認面
C［8．0］ロ縁都はわずかに外反する。回転へラ削り。 普通

2

杯A［12．9］底部から口線部にかけての破片。□緑部・体部外面横ナデ，内面へ砂粒・長石・石英・P16　　　20％
土師器B（4．1）平底。休部から口縁部にかけて外ラ磨き。内面黒色処理。底部回転スコリア覆土中

C　　7．4傾して立ち上がる。 ヘラ切り後ナデ調整。 にぷい黄橙色

普通

3

高台付杯A［13．4］高台部から口緑部にかけての破体部内・外面横ナデ。休部内面へ長石・雲母P17　　　60％

土師器B　　4．9片。高台部は直線的に開く。休部ラ磨き。内面黒色処理。高台貼付。橙色 床直

D　　7．4

E　l．6

下位に稜を持ち，ロ緑部はわずか

に外反する。

普通 二二欠焼成

4

高台付杯A　ll．6体部から口緑部にかけての破片。休部外面横ナデ。休部内面へラ磨長石・雲母P18　　　50％
土帥器B　　4．6高台部は直線的に開く。体部下位き内面黒色処理。高台貼付。黒褐色 床直

D　　7．0

E　l．3

に明瞭な稜を持ち，口縁部はわず

かに外反する。

普通 二次焼成

5

高台付皿A［21．0］高台部から口緑部にかけての破休部外面横ナデ。休部内面へラ磨砂粒・長石・雲母・P19　　　10％
土師器B　　4．3片。高台都は直線的に開く。休部き内面黒色処理。体部下位外面へスコリア床直
D［10．8］

E　　O．9

からロ緑部にかけて外傾して立ち

上がる。口縁部内面に凹面を持つ。

ラナデ。高台貼付。 にぷい黄橙色

普通

6

高台付皿A［15．2］底部から口緑部にかけての破片。休部外面横ナデ。休部内面へラ磨砂粒・長石・雲母P20　　　10％
土師器B（2．5）高台部剥離。休部から口緑部にか

けてわずかに内攣して立ち上が

る。

き内面黒色処理。高台貼付。浅黄橙色

普通

床直

7

牽A　12．8休部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面ナデ。体部外面へ砂粒・長石・石英P21　　　40％
土師器B（6．6）休部は内攣して立ち上がり，ロ緑

部は外反する。口唇都は上方につ

まみ上げられている。

ラ削り。 橙色

普通

竃内

8

要A［17．8］休部から口縁部にかけての破片。口緑部内・外面ナデ。休部外面ナ砂粒・長石・石英・P23　　　5％
土師器B（8．4）休部は内攣して立ち上がり，口縁

部は外反する。口唇部は上方につ

まみ上げられている。

デ。 パミス

橙色

普通

床直

9

聾A［20．61休部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面ナデ。休部内面へ砂粒・長石・石英P24　　　　5％
土師器B（7．0）休部は内攣して立ち上がり，□縁

部は外反する。口唇部は上方につ

まみ上げられている。

ラナデ，外面ナデ。 明褐色

普通

確認面

10

要B（10．3）底部から体部にかけての破片。平休部内面へラナデ。休部外面へラ砂粒・長石・石英・P25　　　20％

土師器C　　8．5底。休部は内攣しながら立ち上が

る。

削り後ナデ。 スコリア

浅橙色　普通

床直

11

甑A［24，1］休部から口綾部にかけての破片。口緑部内・外面ナデ。体部内・外砂粒・長石・石英・P22　　　10％
土師器B（18．0）休部から口緑部にかけて内攣して

立ち上がる。口唇部に凹面を持つ。

休部上位に穿孔。

面ナデ。 スコリア
黄橙色

普通

床直
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　 考

第23図 長 頸 瓶 B （9．7） 体部から目線部にかけての破片。 体部内 ・外面横ナデ。目線部内面・長石 ・石英 P 26　　　　 5 ％
12 灰粕陶器 休部は内攣しながら立ち上がる。 体部外面灰粕。 灰オリーブ色 床直

日綾部はわずかに外反する。 良好 井ヶ谷78号窯式

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出 土地点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm）巨 L径（cm）！重量（g ）

第23図13 砥　　　　 石 17．8 5．4 5．3 － 543．3 緑　泥　片　岩 2　区　竃　内 Q l　　　　　　 lOO％

第24図14 砥　　　　 石 （7．8） （7．4） 2．8 － （209．3） 砂　　　　 岩 覆　 土　 中 Q 2　　　　　　　　 30％

15 砥　　　　 石 （7．9） 3．8 1．8 － （38．9） 凝　 灰　 岩 2　区　竃　内 Q 3　　　　　　　　 50％

16 石 製 模造品 5．5 4．4 0．7 － 15．4 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 4　勾玉末製品 100％

第5号住居跡（第25図）

位置　調査区中央部，Alio区。

重複関係　第2号不明遺構は本跡によって掘り込まれていることから，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸4。00m，短軸3。75mのほぼ方形である。

主軸方向　N－480－W

壁　壁高は7～24cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，竃から中央部にかけて踏み固められている。

ぽッ紅　3か所（Pl～P3）。Plは径21cmの円形，深さ15cmで，出入口施設に伴うピットである。P2とP3ほ性格不

明である。

竃　北西壁中央部に構築されている。天井部と両袖部は残存しておらず，掘り方のみを確認した。掘り方の規

模は煙道部から焚き口部までH5cm，最大幅85cm，壁外への掘り込みは56cmである。火床面は床面を9cm掘

り窪めており，僅かではあるが焼けて赤変している。煙道は外傾して立ち上がる。

電土層解説

1黒　褐　色　焼土粒子中量，鹿沼パミス微量

2　暗　褐　色　焼土粒子多量，焼土小・中ブロック少量
3　暗　褐　色　焼土粒子中量

4　暗　褐　色　炭化粒子多量，鹿沼パミス・黒色粒子中量

5　暗赤褐色　焼土粒子多量

6　黒　褐　色　炭化粒子多量，黒色粒子中量

尊意　3層からなる自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

3　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　出土遺物は，土師器片708氏　須恵器片12点，石製品3点及び混入した弥生土器片6点である。覆土上

層から第26図1土師器杯，3の高台付杯，4の嚢，8の鈍　9～11の砥石，中央部北東寄りの覆土中層から

2の杯，中央部北寄りの覆土下層から7の嚢，中央部の覆土下層から5の婆，中央部南東寄りの床面から6

の嚢がそれぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から9世紀前葉と思われる。

第5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第26図 杯 B （4．8） 底 部から体部にかけての破片。平 体部内 ・外面横ナデ。底部回転糸 砂粒・長石・石英・ P 29　　　 10％
1 土 師 器 C ［7．0］ 底 。休部は内攣 しながら立ち上が 切り。ロクロナデ。 スコリア 覆土上層

る。 橙色　 普通 二次焼成
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図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第26図杯 B［2．0］底部片。平底。 底部内面黒色処理。底部回転へラ砂粒・長石・石英・P28　　　15％
2 土師器C　　7．0 切り。 スコリア

橙色

普通

覆土下層

二次焼成

3

高台付杯B（2．0）底部片。高台部剥離。 底部内面へラ磨き。内面黒色処理。砂粒・長石・スコP27　　　15％
土師器 高台貼付。 リア

灰白色

普通

覆土上層

4

碧 A［22．1］体部から口緑都にかけての破片。口緑部内・外面ナデ。体部内面へ砂粒・長石・石英・P30　　　　5％
⊥師器B（6．7）休部は内攣して立ち上がり，口緑

部は外反する。口唇部は外上方に

つまみ上げられている。

ラナデ，外面ナデ。 スコリア

橙色

普通

覆土上層
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調・焼成 備　　 考

第26図 婆 Å ［20．9］ 体部から目線部にかけての破片。 目線部内・外面ナデ∴休部内面へ 砂粒・長石e石英・ P 31　　　 5％
5 土 師 器 B （4．9） 体部は内攣して立ち上がり，目線 ラナデ，外面ナデ。 雲母 覆土下層

部は外反する。口唇部は外上方に にぷい橙色
つまみ上げられている。 普通

6

婆 Å ［2私0］ 体部から日縁部にかけての破片。 「1線部内 ・外面ナデ∴休部内面へ 砂粒・長右・右華・ P 32　　　　 5 ％
土 師 蓄 B （6．0） 体部は内攣して立ち上がり，日縁 ラナデ，外面ナデ。 雲母 床直

部は外反する。口唇部は外上方に 橙色

iつまみ上げられている。 普通

婆 B （叡8） 底部から体部にかけての破片。平 体部内面ナデ。体部外面へラ削り。 砂粒・長右・右英・ P 33　　　　 5％
7 士 帥 器 C　　 ∴0 底。体部は外傾して立ち上がる。 スコリア 覆土下層

にぷい橙色
普通

8

鉢 A　は0言］ 体部から目線部にかけての破片。 日縁部外面ナデ。休部内面へラ磨 砂粒・長有・右英・ P 34　　　　 5 ％
士 帥 器 B （1私4） 体部は内攣して立ち上がり，目線 き外面ナデ。内面黒色処理。 雲母 覆土上層

部はわずかに外反する。 にぷい橙色
普通

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 i 石　 質

出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm ） 東副 の

第26図 9 砥　　　　 石 1乙 4 寸．り 2．丁 － 202．2 砂　　　　 岩 2 区 間ベル ト Q 5　　　　　　　 100％

10 砥　　　　 石 6．3 5．8 1．4 － 58．3 凝　 灰　 岩 確　 認　 面 Q 6　　　　　　　　 50％

H 砥　　　　 石 8．2 5．6 1。6 － 61．2 凝　 灰　 岩 2 区 議 土 中 Q 7　　　　　　　 100％

第畠考健腰掛（第27図）

位置　調査区中央乳Å勾2区。

重複関係　本跡は第7号住居凱　第3号土坑　第霊号士坑を掘り込んでいることから芦　これらの遺構よりも本

跡の方が新しい。

規模と平面形　重複する遺構によってタ規模や平面形は明確ではないが，残存している壁や床から，一辺が

3．25111程の方形と推定される。

主軸方向　N一一6（羊－W

璧　北東壁と北西壁の－…一部は確認されたがタそのほかの壁は確認できなかった。残存壁高はヱ0～25cmで，外傾

して立ち上がる。

床　全体的に平坦でタ　踏み固められた面はみられない。

竃　北西壁中央部に砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，一部耕作による撹乱を受けている。天井部は

崩落している。規模は煙道部から焚　口部まで粥cm　両袖最大幅［ヱ郁車勒壁外への掘り込みは30cmである。

南側袖は砂粒を混ぜた白色粘土で構築されている。北側袖部は撹乱を受けて破壊されている。袖の内壁は，

火熱を受けて赤愛している。火床面は床面を5cm掘り窪めており，火熱受けて赤愛している。また，火床面

から長径膵cm　短径12cm，深さ6cmの楕円形の支脚穴がみつかっている。煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1黒　褐　色　焼土粒子・炭化物も炭化粒子や粘土粒子中量

2　にぷい褐色　粘土粒子多量

3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子多量，粘土粒子少量
4　極暗褐色　鹿沼パミス少量

5　褐　　　色　鹿沼パミス少量

覆蓋　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子も炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子・鹿沼パミス少量，焼土粒子や炭化粒子微量
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遺物　出土遺物は，土師器片206点，須恵器片4点及び混入した縄文土器片2点と弥生土器片5点である。覆

土中から第28図4の須恵器盤，3の土師器聾，中央部の床面直上から1の土師器高台付杯，2の嚢がそれぞ

れ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遣物から9世紀前葉と思われる。

⑥

⑥

第27図　第8号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m
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第28図　第8号住居跡出土遺物実測図

第8号住居跡出土遺物観察表

ノ 0　　　　　　　　　　　　　10cm

Ll　　　！

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第28図高台付杯B（1．5）底部片。高台部一部欠損。高台は底部外面へラ切り。高台貼付。内長石・石英P44　　　　5％
1土師器E（0．8）直線的に開く。 面黒色処理。 にぷい褐色

普通

床直

二次焼成

2

璧A［20．8］休部から口綾部にかけての破片。ロ緑部内・外面横ナデ。休部内面砂粒・長石・石英・P46　　　　5％
土師器B（7．5）休部は内攣して立ち上がり，ロ線

部は外反する。口唇部は外上方に

つまみ上げられている。

ヘラナデ，外面ナデ。 小石

灰褐色

普通

床直

3

嚢B（5．6）底部から休部にかけての破片。平休部内面へラナデ，外面へラ磨き。砂粒・長石・石英P47　　　　5％
土師器C［7．割底。体部は外傾して立ち上がる。底部木葉痕。 にぷい赤褐色

普通

覆土中

4

盤A［14，4］休部から口緑部にかけての破片。口緑部及び体部内・外面横ナデ。砂粒・長石P45　　　　5％
須恵器B（2．7）体部は外傾して立ち上がり，□緑

部との境に横を持ち，口緑部はわ

ずかに外反する。

褐灰色

普通

覆土中

第11号住居跡（第29図）

位置　調査区東部中央，Aa5区。

規模と平面形　本跡の北東側4分の1は調査区域外に延びており，規模や平面形は明確ではないが，残存して

いる壁や床面から，一辺が3．80m程の方形と推定される。

主軸方向　N－450－W

壁　壁高は20～35cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦で，竃から中心部にかけて踏み固められている。

竃　北西壁中央部に構築されているが，耕作による撹乱を受けているためほとんど残存していない。

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

2　暗　褐　色　炭化物・ローム粒子中量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子多量

4　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量，ローム大ブロック微量

遺物　出土遺物は，土師器片91点，須恵器片7点，土製品1点及び石製品1点である。覆土中から第30図2～

4の土師器の杯，7の高台付杯，13の砥石，中央部上層から14の土製紡錘車，下層から8の高台付杯，南西

壁際中央の覆土下層から5，6の杯，10の乳中央部東寄りの覆土下層から9，11の要，南コーナーの覆土

下層から1の杯がそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から10世紀前葉と思われる。
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第調図　第醐考健腰掛実測図

第は号住居跡出土遺物観察表

2m

』二二二ヨヒ二二二ヨ

図版番号 器　 種 計測値（cm） 蓄　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色講「焼成 備　　 考

第30図 杯 A ［14．1］底部から目線部にかけての破片。 目線部 ・体部横ナデ。底部回転糸 砂粒 ・長石 ・石英 P 69　　　 40％
1 土 師 器 B　　 4，5

C　　 7．3

平底。体部はわずかに内攣して立

ち上がり，目線部は外傾する。

切り。ロクロナデ。内面黒色処理。 浅黄橙色

普通

覆土下層

2

林 Å　 10．8 休部から目線部にかけての破片。 目線部 ・体部横ナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 P 70　　　 35％
士 帥　器 B （3．0） 体部はわずかに内攣して立ち上が 浅黄橙色 覆土中

り，目線部は外傾する。 普通 2次焼成

3

杯 A ［払 0］ 底部から目線部にかけての破片。 目線部 ・体部横ナデ。底部回転糸 砂粒0長石・石英 P 71　　　 20％
土 師 器 B　　 3．7 平底。体部はわずかに内攣して立 切り。 橙色 覆土中

C ［6．2］ ち上がり，目線部は外傾する。 普通 2次焼成

4

坪 A ［14．2］ 底部から日縁部にかけての破片。 目線部 ・休部横ナデ。底部一一定方 砂粒・長石・石英・ P 72　　　 20％
土 師 器 B　　 5．2 平底。休部は内攣して立ち上がり，向のへラ削り。 スコリア 覆土中

C ［8．2］ 目線部はわずかに外傾する。 浅橙色

普通

5

林 Å ［12．2］ 底部から目線部にかけての破片。 目線部・体部横ナデ。底部へラナ 砂粒・長石 ・石英 P 73　　　 15％
土 師 器 B　　 3．7 平底。体部は内攣して立ち上がり， デ。 橙色 覆土下層

C　　 6．4 口綾部はわずかに外傾する。 普通 2次焼成

6

杯 B ［2．8］底部から体部下位にかけての破 口綾部 ・体部外面横ナデ。体部内 砂粒・長石・石英・ P 74　　　 15％
土 師 器 C　　 5．9 片。平底。休部は内攣して立ち上 面へラ磨き。内面黒色処理。休部 スコリア 覆土下層

がる。 下位回転へラ削り。 にぷい黄橙色

普通

7

高台付杯 A ［13．4］ 底部から目線部にかけての破片。 目線部・休部横ナデ。底部回転糸 砂粒e長石・石英・ P 75　　　 10％
土 師 器 B （4．5） 高台剥離。体部は内攣して立ち上 切り後，高台貼付。 スコリア 覆土中

がり，口綾部はわずかに外反する。 橙色

普通

2次焼成

8

高台付杯 B （2．4） 高台部から体部下位にかけての破 体部外面横ナデ，内面黒色処理。 砂粒・長石 ・石英 P 76　　　　 5 ％
土 師 器 D ［7．2］ 片。高台部は直線的に開き，休部 底部回転糸切り後，高台貼付。 にぷい橙色 覆土下層

E　 l．2 は内攣して立ち上がる。 普通 2次焼成

9

碧 A ［16．9］ 体部から目線部にかけての破片。 目線部内 ・外面横ナデ。休部内面 砂粒 ・長石 ・石英 P 77　　　 20％
士 帥 器 B （16．0） 休部は内攣して立ち上がり，目線 へラナデ，休部下位外面斜位方向 橙色 覆土下層

部は外反し，端部は上方向につま

み上げられている。

のへラ削り。 普通
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第30図　第11号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第30図 婆 A ［17．9］ 体部か ら口縁部 にか けての破片 。 口縁部 内 ・外面横 ナデ。休 部内面 砂粒 ・長石 ・石英 P 79　　　　 5 ％
10 土 師 器 B （13．3） 体部は内攣 して立 ち上が り，口縁

部は外反 し言端部 は上方向 につ ま

み上げ られて いる。

へラナデ ，外面ナデ。 にぷい橙 色

普通

覆土下層

11

婆 B （21．5） 底 部か ら休部 にかけての破片。平 体部内面 へラナデ ，体部下半縦位 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 78　　　 30％
土 師 器 C　　 9．0 底 。体 部はわず かに内攣 して立 ち

上 がる。

方向のへ ラ削 り。輪積痕。 小石

にぷい橙色　 普 通

覆土下層

12は須恵器の嚢片で，平行叩きが施されている。

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出土 地点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cn） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第30図13 砥　　　　 石 22．0 7．8 4．4 － 1107．2 凝　 灰　 岩 覆　 土　 中 Q 8　　　　　　　 100％

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　 考長さ（cm中 白 （cm ） 厚さ（cm） 乳径 （cm） 重量 （g ）

第30図14 紡　 錘　 車 4．9 － 0．7 0．7 18．5 中央部覆土下層 D P 2　土師器杯転用　　　　　 100％

第頂　考健贋跡　第凱図）

位置　調査区南東部，迅2b6区。

重複関係　本跡は第13，14号住居跡の北西側を掘り込んでいるので，本跡の方が新しい。

親機と平面形　掘り込みが浅く，耕作

による撹乱を受けているため，規模

や平面形は明確ではないが，残存し

ている床面から長軸（3．20）m，短

軸［4。00］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－440－E

壁　ほとんど残存していない。
l

床　全体的に平坦で，竃から中心部にl
l

かけて踏み固められている。

魔　北東壁中央部に構築されている。

撹乱を受けているため，北西側の袖

部が一部分残っているだけである。

袖部は砂粒を混ぜた白色粘土で構築

されている。

竃土層解説

1褐　　色　黒色土粒子・白色粘土小ブロッ
ク少量

2　黒褐色　ローム粒子微量
3　明褐色　ローム粒子多量
4　暗赤褐色　焼士粒子・ローム粒子多量
5　褐　　色　焼土粒子少量

穫羞　掘り込みが浅いため，覆土はほ

とんど残っていない。

遺物　出土遺物は，土師器片52点であ

る。ほとんどが細片である。

／‾　‾　‾　‾　－　‾　－　‾
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所見　第14号住居跡床面が本跡床面下面からみつかっていることから，本跡は第14号住居跡よりも新しい。本

跡の時期は，重複関係から10世紀前葉以降と思われる。

第13号住居跡（第32図）

位置　調査区南東部，B2b6区。

重複関係　本跡は第12，14号住居跡によって掘り込まれていることから，これらの遺構よりも古い。

規模と平面形　本跡は2軒の住居跡によって掘り込まれいるため，竃のみが残存する。規模と平面形は不明で

ある。

主軸方向　〔N－530－E〕

竜　北東壁に構築されている。天井部と袖部はほとんど崩壊しており，掘り方のみ確認された。規模は煙道部

から焚き口部まで88cm，最大幅70cm，壁外への掘り込みは39cmである。火床面は床面を2cm掘り窪めており，

火熱を受けて赤変している。煙道は外傾して立ち上がる。

寵土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
黒 褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，焼土大ブロック微量

3　暗　褐　色　焼土中ブロック・炭化粒子多量

4　極暗褐色　炭化粒子極多量，焼土大ブロック多量

遺物　出土遺物は，土師器片18点と混入した弥生土器片1点である。竃内から第32図1の土師器の高台付杯が

出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀前葉と思われる。

嶺
旦

＼　／　L J m
第32図　第13号住居跡竃・出土遺物実測図

第13号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿⊥－」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第32図高台付塔A［13．5］底部から口緑部にかけての破片。口線部・休部外面横ナデ，内面へ砂粒・長石・スコP80　　　30％
1 土師器B（4．8）高台剥離。休部は内聾して立ち上ラ磨き。内面黒色処理。高台貼付。リア 竃内
がり，口縁部は外傾する。 橙色　普通 2ニ欠焼成

第14号住居跡（第33図）

位置　調査区南東部，B2b6区。

重複関係　本跡は第13号住居跡を掘り込み，第12，15号住居跡によって掘り込まれていることから，第13号住

－45－



屠跡より新しく，第12，15号住居跡より古い。

親機と平面形　2軒の住居跡によって掘り込まれているため，規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や

床から長軸（4。00）m，短軸［2。00］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－550－E

璧　北東壁の一部分が残存しておりタ　壁高は15～35cmである。

床　全体的に平坦で，竃から中心部にかけて踏み固められている。

ぽッ拒　2か所（㌘1と㌘2）。Plと㌘2は性格不明。

聴　北東壁に構築されている。天井部と袖部はほとんど残存していないがタ　掘り方と支脚が確認された。支脚

は火床面を掘り込みほぼ南東に傾いて立てられていた。規模は煙道部から焚き口部まで80cm，最大幅66cm，

壁外への掘り込みは28cmである。火床面は床面を7cm掘り窪めており，火熱受けて赤変している。煙道は外

傾して立ち上がる。

穫豊　2層からなる自然堆積である。
土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中乳焼土粒子微量　　　　　　　　　2　極暗褐色　ローム粒子中鼠焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　出土遺物は，土師器片121点と須恵器片2点である。竃内から第34図1の土師器の杯と2の支脚が出土

している。

新風　本跡床面は第12号住居跡床面の下面からみつかっている。本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から10

世紀前葉と思われる。

2

第期図　第摘考健屠跡実測図

第14号住居跡出土遺物観察表

て：－クワ＿ノー！も

二＿＿＿∴
0　　　　　　1m

』云二二二二二二』

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第34図 林 B （2．9） 底部から休部にかけての破片。乎 休部外面横ナデ，内面へラ磨き。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 81　　　 70％

1 土 師 器 C　　 6．0 底。体部は内攣して立ち上がる。 内面黒色処理。底部回転糸切 り。 灰褐色

普通

竃内
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図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （Ⅷ） 厚 さ（cm） 孔 径 （cm） 重量 （g ）

第34図 2 支　　　　 脚 15．7 8．8 7．3 － 722．3 凝　 灰　 岩 竃　　　　 内 Q 9　　　　　　　　 80％

0　　　　　　　　　　　　　10cm

2　ト　　；　　」

第34図　第14号住居跡出土遺物実測図

第15号住居跡（第35図）

位置　調査区南東部，B2C7区。

重複関係　本跡は第14，17号住居跡を掘り込んでいることから，これらの遺構よりも新しい。

規模と平面形　長軸3．90m，短軸3．60mの方形である。

主軸方向　N－410－W

壁　壁高30～55cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦で，出入口から竃にかけての中心部が踏み固められている。

ピット　Plは長径48cm，短径39cTnの楕円形，深さ35cmで，出入口施設に伴うピットである。

竃　北西壁中央部に構築されている。天井部はほとんど残存していないが，袖部が一部残存している。規模は

煙道部から焚き口部まで118cm，両袖最大幅137cm，壁外への掘り込みは31cmである。袖は褐色粘土で構築さ

れている。袖の内壁は，火熱を受けて赤変している。火床面は床面を7cm掘り窪めており，火熱を受けて部

分的に赤変硬化した面がみられる。煙道は外傾して立ち上がる。

埴土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
4　暗　褐　色　焼土粒子多量

覆土　6層からなる自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　極暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量

5　黒　褐　色　ローム粒子・鹿沼パミス少量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子多量
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第35図　第15号住居跡実測図
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第36図　第15号住居跡出土遺物実測図
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遺物　出土遺物はタ　土師器片392息　須恵器片絡藍　土製品2点及び混入した弥生土器片1点である。覆土中

から第36図1の土師器の杯タ15の須恵器の杯，16の須恵器の監17，18の管状土錘，東コーナーから北東壁

にかけての覆土上層より2，3の土師器の杯，5，8の高台付杯，9，11，12の皿，14の聾，中央部南寄り

の覆土中層から1の杯，7の高台付杯，10の皿がまとまって出土している。南東壁中央部の覆土中層から6

の高台付杯，南西壁際の床面直上から4の高台付杯がそれぞれ出土している。そのうち，2，4，7，10は

正位の状態で，5，9は逆位の状態でそれぞれ出土している。

所凰　出土遺物のほとんどが覆土上層から出土している。時期は，遺構の形態や出土遺物から10世紀複葉と思

われる。

第15号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第3 6図 林 A ［1 1．8］ 底 部か ら目線部 にかけての破片。 目線部 ・体 部外 面横ナデ ，内面へ 砂粒 ・長石 P 8 2　　　 60％

1 土 師 蓄 B　　 3．0 平底 。体部 から目線 部にか けてわ ラ磨 き。 内面黒色 処理。底部回転 にぷい橙色 覆土 中層

C　　 6．2 ずかに内攣 して立 ち上が る。 糸 切 り。 普通 墨書 「加」

2

林 A　 12．4 底部 か ら口綾部 にかけての破 片。 目線 部 ・体部外南棟 ナデ ，内面へ 砂粒 ・長 石 ・スコ P 8 4　　　 70％
土 師　 器 B　　 4．0 平底 。休部か ら目線部 にかけてわ ラ磨 き。内面黒色処理 。底 部回転 リア 覆土上層

C　　 6．0 ず かに内攣 して立 ち上 がる。 へラ切 り。 浅黄橙色

普 通

3

杯 Å ［13．6］ 底部 から目線部にか けての破片 。 目線部 ・休部外面横 ナデ ，内面へ 砂 粒 ・長石 ・スコ P 8 5　　　 4 0％
土 師 器 B　　 3．8 平底。体部 か ら日縁部 にかけてわ ラ磨 き。内面黒色処理。底 部回転 リア 覆土上層

C　　 6．2 ずか に内攣 して立ち上が る。 糸切 り。 にぷい黄橙 色

普通

1ム士

高 台廿 林 A ［13．6］ 高台 部 か ら打線 部 にか けて の破 目線部 さ休 部外面横ナデ ，内面 へ 砂 粒 。長 石 0雲 母 e P 87　　　 7 5％
土 師 器 B　　 5．2 片。高台部 は長 く 「ハ」の字状 に ラ磨 き。 内面 黒色 処理。休部下端 スコ リア 覆 土床 直

D　　 8．3 開 く。休部 は下端 に稜 を持 ち，外 へ ラ削 り。底 部回転へ ラ切 り。高 にぷい褐色 墨 書 「新家」

E　 l．7 傾 して立 ち上 がり口縁 部はわずか

に外反 す る。

台貼付。 普通

5

高台廿林 A　 12．6 日縁部 一部欠損。平底 。高台部は 口縁 部 ・体部横 ナデ。底 部回転へ 砂 粒 ・長有 ・スコ P 8 8　　　 85％
土 師 器 B　　 5．9

D　　 7．0

E　 l．7

長 く 「ハ 」の字状 に開 く。休 部か

ら目線部 にかけて内攣 して立 ち上

が る。

ラ切 り。高台貼付 。 リア

黄橙色

普 通

覆土上層

6

高台付埠 A　 15．6 目線部 と高 台部一部欠損。高台部 目線部 ・体部横ナデ。体部 下位 回 砂 粒 ・長 有 ・右 英 ・ P 8 9　　　 7 0％
士 帥　 器 B　　 6．3

D　　 8．8

E　　 2．3

は長 く 「ハ」 の字状に開 く。休部

は内攣 して立 ち上が り，日縁部 は

わずか に外反 する。

転へ ラ削 り。高台貼付。 スコ リア

浅黄橙色

普通

覆土 中層

7

高 台付 杯 A ［14．0］ 体 部か ら目線部 にかけての破片。 日綾部 ・体部横 ナデ。底部回転 へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 90　　　 6 0％
士 帥 器 B （4．0） 高 台剥離。体部 は内攣 して立ち上 ラ切 り。高 台貼付 。 雲母 覆 土中層

E （0．5） が り，日綾部 は外傾 する。 にぷい橙色

普通

休 部外面煤付着

8

高台付塔 B （3．8） 高 台部 か ら体部 にかけての破片 。 体 部横 ナデ。高 台貼付 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 9 1　　　 20％
土 師 器 D　　 8．0

E　　 2．3

高台部 は長 く「ハ 」の字状 に開 く。

休部 は内攣 して立 ち上 がる。

雲母

にぷい橙色

普 通

覆土上 層

9

皿 A　 l O．9 平底。体部 か ら目線部 にかけて外 口綾部 ・体部横ナ デ。底部 回転へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 e P 9 2　　 10 0％
土 師 器 B　　 2．6

C　　 8．6

傾 して立 ち上 がる。 ラ切 り。 雲母 ・スコ リア

浅黄橙色

普通

覆土上層

10

皿 A　 l l．4 平底 。体部 は外傾 して立 ち上 が り， 目線部 ・休部横 ナデ。底部回転 へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 93　　 10 0％
土 師 器 B　　 2．8

C　　 8．5

目線 部はわずか に外傾 す る。 ラ切 り。 雲母 ・スコ リア

浅黄橙色

普通

覆土中層

11

12

皿 A ［11．1］ 底部 か ら目線部に かけての破片 。 目線 部 ・体部横 ナデ。底 部回転へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 e P 9 4　　　 20％
土 師 質 B　 l．9 平底 。休部 か ら日綾部 にかけて外 ラ切 り。

口縁部 ・休 部横ナデ。底部 回転糸

雲母 ・ス コ リア 覆土上 層

P 9 5　　　 2 0％

須　　 恵

皿

C　　 7．5

A ［9．6］

傾 して立 ち上 が る。

底 部か ら目線部 にかけての破片。

にぷい黄橙色

普 通

砂 粒 ・長 石 ・雲 母 ・
土 師 蓄 B　　 2．6

C ［3．0］

平底 。体部 から臼縁 部にか けて外

傾 して立 ち上 がる。

切 り。 スコ リア

橙 色

普通

覆土上層
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 千　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調・焼成 備　　 考

第36図 婆＿ Å ［23．0］ 頭部から目線部にかけての破片。 日縁部内ゆ外面横ナデ。 砂粒 ・長有 P 96　　　　 5％
13 士 帥 器 B （4．5） 目線部は大きく外反し，口唇部は

外上方向につまみ上げられてい

る。

橙色

普通
将士中

14

婆 B （6．9） 底部から休部下位片。平底。体部 体部内面へラナデ，外面轟位のへ 砂粒・長右 ・雲母 P 97　　　　 5 ％
士 帥 器 C ［8．3］ は外傾して立ち上がる。 ラ磨き。底部木葉痕。 橙色

普通
覆土上層

15

林 Å ［13言］ 体部から日縁部にかけての破片。 日綾部 を体部横ナデ。ロクロナデ。 砂粒 e長石 P 86　　　　 5％
須 恵 器 B （3．9） 体部から目線部にかけて外傾して

立ち上がる。
灰色
普通

覆土中

16は須恵器の襲片でタ　平行叩きが施されている。

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ）巨 L径（cm ） 重義（g ）

第36図17 管　 状　 土　 錘 4．1 L l ！ 0・4
3．6 薇　 士　 中 D P l　　　　　　　　　　　　　 lOO％

18 管　 状∴土　 錘 乙9 1．2 i oも2 ！ 207
席　 士　 中 りP 4　　　　　　　　　　　　　　　 50％

窮膵考健腰掛（第37図）

位置　調査区南東部夕　迅2C7区。

重複関係　本跡は第18号住居跡を掘り込み，雛5号住居跡によって掘り込まれていることから芦酎8号住居跡

よりも新しくタ　第ユ5号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸（4き60）m，短卓絶40mの方形である。

主軸方向　N－560－E

壁　壁高35～45cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，出入ロから竃にかけての中心部が踏み固められている。

ぼッ匝　Plは径42cmの円私　深さ25cmで，出入口施設に伴うピットである。

竃　北東壁に構築されている。天井部と両袖部はほとんど残存していないがタ北東側に袖の痕跡と北西側に袖

部の補強材に使用したと思われる平石が直立した状態でみつかっている。規模は煙道部から焚き口部まで

11紬，最太幅59cmタ壁外への掘り込みは50cmである。火床面は床面を掘り窪めておらずタ火熱を受けて部

分的に赤変した面がみられる。煙道は外傾して立ち上がり，火熱を受けて赤愛している。

埴土層解説

1　褐　　　色　焼士粒子少量

2　暗　褐　色　炭化粒子，ローム粒子少量

3　暗赤褐色　焼土粒子0炭化粒子多量

穫羞　掘り込みが浅いため，覆土はほとんど残っていない。

土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少邑　炭化物・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック中鼠　焼土粒子も炭化凝子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子多量

遺物　出土遺物は，土師器片285氏須恵器片し蕪，石製品主産及び混入した弥生土器片し蕪である。覆土中

から第38図7の高台付杯，20の乳竃付近の覆土中層から且，2の杯タ　4，5，9の高台付杯，15，16の皿，

同じく覆土下層から7の高台付杯，22の砥石，同じく床面直上から17，19の乳　中央部北西寄りの覆土中層

から10の皿，13，14の皿，中央部西寄りの中層から3の高台付杯，ユ2の血，下層からHの皿，南東壁中央部

の下層から21の須恵器聾タ㌘1内から6の高台付杯がそれぞれ出土している。そのうち，3，5，12が正位の

－51－



状態で，4，6が斜位の状態でそれぞれ出土している。

所見　出土遺物のほとんどが覆土上層から出土している。時期は，遺構の形態や出土遺物から10世紀後葉と思

われる。

第17号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 38図 杯 A　 13．2 ロ綾部 一部欠損。平底 。体部は内 口綾 部 ・休部外面横 ナデ ，内面へ 砂粒 ・長石 ・スコ P 9 8　　　 70％
1 土 師 器 B　　 4．0 攣 して立 ち上が り，口緑都はわず ラ磨 き。内面黒色処理 。体部下端 リア 覆土 中層

C　　 5．6 か に外傾 す る。 回転 へ ラ削 り。底部外 面ナデ。 浅黄色　 普通

2

杯 A ［15．0］ 体部か ら口緑部にか けての破片 。 口綾部 ・休部外面横 ナデ ，内面へ 砂 粒 ・長石 ・雲母 P 9 9　　　 15％
土 師 器 B （4．0） 休部 は内攣 して立 ち上 がり，口縁

部はわず かに外 反す る。

ラ磨 き。内面黒色処理 。 にぷい橙 色

普 通

覆土 中層

第37図　第17号住居跡実測図

2m

」　＿＿．；　　　！

0　　　　　　　　　　　　　　1m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－　！
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第38図　第17号住居跡出土遺物実測図（1）
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第39図　第17号住居跡出土遺物実測図（2）

十二「コ

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－＿　＿＿i

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第38図高台付坪A　ll．7高台部は「ハ」の字状に開く。体口綾部から高台部にかけての内・砂粒・長石PlOO　　lOO％

3土師器B　　5．2部は内攣して立ち上がり，口緑部外面へラ磨き並びに黒色処理。高黒褐色 覆土中層

D　　6．0

E　l．3

はわずかに外傾する。 台貼付。 普通

4

高台付坪A　14．9高台部剥離。体部は内攣して立ちロ縁部・休部外面横ナデ，内面へ砂粒・長石・石英・PlO1　　65％

土師器B（4．8）上がり，口縁部はわずかに外傾す

る。

ラ磨き。内面黒色処理。高台貼付。スコリア

浅黄色

普通

覆土中層

5

高台付杯A　14．7高台部は「ハ」の字状に長く開く。口緑部・休部横ナデ，高台貼付。砂粒・長石・石英・PlO2　　100％

土師器B　　6．1

D　　8．2

E　　2．0

休部からロ綾部にかけて内攣して

立ち上がる。

スコリア

浅黄色

普通

覆土中層

6

高台付杯A　13．4口綾部一部欠損。高台部は直線的口緑部・体部外面横ナデ，内面へ砂粒・長石・石英・PlO3　　　85％

土師器B　　5．0

D　　6．8

E　l．1

に開く。休部下端に稜を持ち，休

部は外傾して立ち上がる。口緑部

は外反する。

ラ磨き。内面黒色処理。高台貼付。スコリア

浅黄橙色

普通

Pl覆土中

7

高台付杯A　15．5口縁都と高台部一部欠損。高台部口綾部・体部横ナデ。高台貼付。砂粒・長石・雲母・PlO4　　　70％

土師器B　　6．7

D［6．4］

E　　2．9

は「ハ」の字状に開く。休部は内

攣して立ち上がる。口緑部はわず

かに外傾する。

スコリア

橙色

普通

覆土下層

8

高台付杯A［10．6］口綾部と体部一部欠損。高台部は口綾部・休部外面横ナデ，内面へ砂粒・長石・石英PlO5　　　40％

土師器B　　5，2

D　　6．6

E　l．1

「ハ」の字状に開く。休部は内攣

して立ち上がる。口綾部はわずか

に外傾する。

ラ磨き。内面黒色処理。高台貼付。灰白色

普通

覆土中

9

高台付杯A［15．0］休部から口緑部にかけての破片。口縁部・休部横ナデ。高台貼付。砂粒・長石・石英・PlO6　　　20％

土師器B（3．6）高台剥離。休部は内攣して立ち上

がる。口縁部はわずかに外反する。

スコリア

にぷい橙色

普通

覆土中層

10

皿A　ll．6□綾部一部欠損。平底。休部から口縁部・体部内・外面横ナデ。底砂粒・長石・石英・P68　　　70％

土師器B　　2．8

C　　3．7

口綾部にかけて外傾して立ち上が

る。

部回転へラ切り後ナデ。 スコリア

浅黄橙色

普通

覆土中層

11

皿A　lO．9平底。休部は外傾して立ち上がり，ロ綾部・休部横ナデ。底部回転へ砂粒・長石・スコPlO7　100％

土師器B　　2．7

C　　8．2

口緑部はわずかに外反する。ラ切り。 リア

にぷい橙色

普通

覆土下層

12

皿A　ll．0休部から口緑部にかけて一部欠口綾部・休部梼ナデ。底部回転へ砂粒・長石・スコPlO8　　　75％

土師器B　　2．2

C　　6．8

損。平底。休部から□綾部にかけ

て外傾して立ち上がる。

ラ切り。 リア

にぷい黄橙色

普通

覆土中層

13

皿A［11．8］底部から口縁部にかけての破片。口綾部・休部横ナデ。底部回転へ砂粒・長石・スコPlO9　　　30％

土師器B　　2．5

C　　8．6

平底。休部から□緑部にかけて外

傾して立ち上がる。

ラ切り。 リア

灰白色

普通

覆土中層
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

14

皿 Å ［10．5］ 底 部か ら目線部 にかけての破片。 日綾部 ・休部横 ナデ。底部回転 へ 砂 粒 ・長 右 ・雲 母 ・ P llO　　　 25％
土 師 蓄 B　　 2．3

C　　 7．0

平底 。休部 は外傾 して立 ち上が り，

目線部 はわずか に外 反す る。

ラ切 り。 スコ リア

浅黄橙色　 普通

覆土 中層

15

皿 A　 は2．0］ 底部 か ら目線部 にかけての破片。 目線部 ・休部 横ナデ∴底 部回転へ 砂 粒 ・長 右 ・右 英 ・ P ll 1　　 20％
士 帥 器 B　　 2．8

C ［7．6］

平底。体 部か ら目線部 にかけてわ

ず かに内攣 して立 ち上 がる。

ラ切 り。 雲母 ・スコ リア

にぷい橙色

普 通

澱士 中層

16

皿 A ［11．1］ 底 部か ら目線 部にか けての破片 。 目線部 ・体部横ナデ。底部 回転 へ 砂 粒・長 石 ・石 英 ・ P H 2　　 10％
土 師 器 B　　 2．9

C ［6．5］

平底。体部 は内攣気味 に立 ち上 が

り，目線部 はわずかに外反す る。

ラ切 り。 スコ リア
浅黄橙色　 普通

覆土 中層

17

賓 Å ［22．0］ 休 部か ら目線部 にかけての破片。 目線部内 ・外面 横ナデ∵体 部内 ・ 砂 酔 ・長 石 ・右 英・ P n 3　　 15％
士 帥 器 B （15言） 体 部は内攣 して立 ち上が り，目線

部 は外 反す る。 口唇 部は上方向 に

つ まみ上 げ られ ている。

外面ナデ。 雲母

にぷい橙色

普通

床 直

18

碧 Å ［22．2］ 休部 から目線 部 にかけての破 片。 目線 部内 ・外面横 ナデ．体部内 ・ 砂 粒 ・長右 ・石 英 ・ P l14　　　 5 ％
士 帥 器 B （9．4） 体部 は内攣 して立 ち上 が り，目線 外面 ナデ。 雲母 覆士 中

部 は外反す る。口唇部 は上方 向に 橙色

つ まみ上 げ られてい る。 普通

19

碧 Å ［19言 ］ 体部か ら日縁部 にかけての破片 。 目線部内 e外 面横ナデ。休部 内面 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P l15　　　 5 ％
土 師 器 B （8．3） 休部は内攣 して立ち上が り，目線

部は外 反す る。 口唇 部は上方向 に

つ 軋み上げ られ てい る。

へ ラナデ ，外 面ナデ。 スコ リア
橙色

普通

床 直

20

碧 A ［賂 4］ 体部 か ら目線部 にかけての破片。 目線部内 の外面横 ナデ。体部内面 砂粒 ・長 石 ・石英 P l16　　　 5 ％
土 師 器 B （10．0） 体部 は内攣 して立 ち上 が り，目線 ナデ ，外面縦位のへ ラ削 り。 橙 色 餞土 中

部 は大 き く外 反す る。 普 通

第39図21は須恵器の嚢片で，平行叩きが施され，肩部に自然粕がかかっている。

第柑常住贋静（第40図）

位置　調査区南東部，迅2d8区。

重複関係　本跡は第17号住居跡によって掘り込まれていることから，第17号住居跡よりも古い。

規模と平面形　北東側は調査区域外に延びているため，規模や平面形は明確ではないが，検出された壁や床面

から，一辺が4。00m程の方形と推定される。

主軸方向　N－38〇一E

壁　壁高25～60cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，出入ロから竃にかけての中心部が踏み固められている。

ぽッ睦　Plは長径78cm，短径53cmの楕円私　深さ32cmで，性格は不明である。

ピット土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子小数　焼土粒子微量

2　暗　褐　色　炭化物微量，鹿沼パミス微量
3　暗　褐　色　鹿沼パミス微量

援丑　4層からなる自然堆積である。土層4ほ本跡の床面にあたる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・鹿沼パミス多量，炭化物微量

遺物　出土遺物は，土師器片159氏須恵器片8点である。覆土中から第41図2，3，4の土師器の杯，6の
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要，Pl付近の床面直上から5の嚢，竃付近の床面直上から7の甑の把手がそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から9世紀後葉と思われる。

第40図　第18号住居跡実測図

第41図　第18号住居跡出土遺物実測図
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第18号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 蓄　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第射 図 林 A　 1 2．9 休 部 か ら目 線部 にか け て 一部 欠 日縁部 ・体部横 ナデ。休部下端 回 砂粒 ・長右 ・右 英 P l 17　　　 60％
1 土 師 器 B　　 3．3 損 。平底 。体部 は内攣 して立 ち上 転へ ラ削 り。底部 回転糸 切 り。 浅黄橙色 覆土中

C　　 私 1 が り，目線部 はわずか に外傾 す る。 普通 2 次 焼成

2

林 A ［12．5］ 休 部 か ら目線 部 に か けて 一部 欠 日縁部 ・体部外面横 ナデ。内面黒 砂粒 ・長右 ∴五英 P l18　　　 40％
土 帥 器 B　　 3．7 損。平底 。休部 は内攣 して立ち上 色 処理 。休部下端 回転 へ ラ削 り。 にぷい橙色 覆土 中

C　　 6．3 が り，目線部 はわずかに外傾す る。 底 部回転糸切 り。 普通 2 次焼成

3

杯 A ［12．8］ 底 部か ら目線 部片。平底 。休 部は 目線部 を休部外面横 ナデ ，内面へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P H 9　　　 3 5％
土 師 器 B　　 3．4 内攣 して立 ち上 が り，日縁部 はわ ラ磨 き。内面黒色処理。体 部下端 雲母 ・スコ リア 覆土 中

C　　 5．8 ずかに外傾す る。 回転へ ラ削 り。底 部回転 へラ削 り

調整。

灰 白色

普通

林 A ［13言］ 底 部か ら目線部 にかけての破片。 日綾部 ・体部外面横 ナデ ，内面へ 砂 粒 ・長 右 ∴石英 ・ P 12 0　　　 30％
4 土 師 蓄 B　　 4．0 平底 。体部か ら目線 部にかけて外 ラ磨 き。内面黒色処理 。体部下端 雲母 覆土 中

C ［6．5］ 傾 して立 ち上が る。 及び底部回転へ ラ削 り調整。 灰白色　 普通

婆 Å ［2私 0］ 体部 から目線 部 にかけての破 片。 目線部内 ・外面横 ナデ。体部内面 砂 粒 ・長右 ・石 英 ・ P 1 2 1　　 5 ％
5 土 師 器 B （5．5） 体部 は内傾 して立 ち上 が り，目線

部 は外反す る。口唇部 は外上方 向

につ まみ上 げ られて いる。

へ ラナデ ，外面ナ デ。 雲母 ・スコリア

橙色

普通

床直

6

碧 A ［1 9．4］ 体部か ら日綾部 片。体部 はほぼ垂 目線部 内 8外 面横ナデ。休部 内面 砂 粒 e長 石 e石 英 ・ P 12 2　　　 5 ％
土 師 器 B （7．8） 直に立 ち上が り，日綾部 は短 く外

傾 する。
へ ラナデ ，外 面へ ラ削 り後 ナデ。 雲母 ・スコ リア

浅黄橙色　 普 通

領 土中

7

甑

土 師 器

把手片 。把手 は外上方 を向 く。 把手は体部外面 に貼付 後指ナ デ。 砂 恥 ・長 石 ・石 英 ・

雲母 ・スコ リア

橙 色　 普通

P 123　　　 5 ％

床直

8，9は須恵器の婆片で，共に平行叩きが施されている。

第臓考健腰掛（第42図）

位置　調査区南東部，蓋2e7区。

親機と平面形・長軸3。40m，短軸3。30mの方形である。

＿土、＼＿芦宜。射、㌢

一二二二二二三芋等≒亨／l‾ll

第墟図　第柑常住腰掛実測図
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主軸方向　N－430－W

壁　壁高20～25cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，出入り口から竃にかけての中心部が踏み固められている。

竃　北西壁に構築されている。天井部と両袖部はほとんど残存しておらず，掘り方のみを確認した。規模は煙

道部から焚き口部まで70cm，最大幅60cm，壁外への掘り込みは23cmである。火床面は床面を4cm掘り窪めて

おり，火熱を受けて部分的に赤変した面がみられる。煙道は外傾して立ち上がる。

覆土　5層からなる自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子多量，炭化物微量
4　黒　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

5　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　出土遺物は，土師器片119点，須恵器片3点，土製品1点，石製品1点及び混入した弥生土器片2点で

ある。覆土中から第43図4の管状土錘，5の軽石，西コーナー付近の床面直上から1の土師器杯，中央部の

床面直上から2の賓，竃東側の床面直上から3の須恵器高台付杯が斜位の状態でそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から8世紀後葉と思われる。

也』 こ〟
第43図　第19号住居跡出土遺物実測図

第19号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

←－1－－1－－－－　」

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備　　 考

第 4 3 図 杯 B （ 2 ． 1 ） 底 部 か ら 休 部 下 位 に か け て の 破 u 緑 部 ・ 休 部 外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 砂 粒 ・ 長 石 ・ 雲 母 P 1 2 4 　　　 5 0 ％

1 土 師 器 C 　　 8 ．1 片 。 平 底 。 休 部 は 内 攣 し て 立 ち 上 面 へ ラ 磨 き 。 内 面 黒 色 処 理 。 休 部 浅 黄 橙 色 床 直

が る 。 下 端 及 び 底 部 回 転 へ ラ 削 り 調 整 。 普 通

2

要 B （ 7 ． 0 ） 底 部 か ら 休 部 に か け て の 破 片 。 平 体 部 内 面 へ ラ ナ デ ， 外 面 縦 位 の へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 1 2 5 　　　 5 ％
土 師 器 C ［1 3 ． 1 ］ 底 。休 部 は 内 攣 気 味 に 立 ち 上 が る 。 ラ 削 り 。 ス コ リ ア

に ぷ い 橙 色　 普 通

床 直

3

高 台 付 杯 A 　 1 3 ．7 口 綾 部 一 部 欠 損 。 高 台 部 は 短 く 口 緑 部 ・ 休 部 横 ナ デ 。 体 部 外 面 下 砂 粒 ・ 長 石 P 1 2 6 　　　 9 5 ％
須 恵 器 B 　　 5 ．7 「 ハ 」 の 字 状 に 開 く 。 休 部 下 位 に 端 回 転 へ ラ 削 り 。 底 部 回 転 へ ラ 切 灰 色 床 直

D 　　 8 ．5

E 　 l ． 1

棟 を 持 ち ， 休 部 か ら 口 緑 部 に か け

て わ ず か に 外 反 し て 立 ち 上 が る 。

り 。 高 台 貼 付 。 普 通

図 版 番 号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ （c m ） 幅 （c m ） 厚 さ （c m ） 孔 径 （Ⅷ ） 重 量 （ g ）

第 4 3 図 4 管　 状　 土　 錘 4 ．3 1 ． 2 － 0 ． 3 3 ．5 覆　 土　 中 D P 5 　　　　　　　　　　　　　　　　 9 0 ％

図 版 番 号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ （Ⅷ ） 幅 （c m ） 厚 さ （c m ） 孔 径 （c m ） 重 量 （ の

第 4 3 図 5 軽　　　　 石 3 ． 8 2 ． 6 1 ．9 － 4 ． 0 軽　　　　 石 4 区 覆 土 中 Q l l 　　　　　　 l O O ％
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第44図　第20・25号住居跡実測図
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第20号住居跡（第44図）

位置　調査区南東部，B2d6区。

重複関係　本跡は第21，26号住居跡を掘り込んでいることから，本跡の方が新しい。

規模と平面形　一辺が2・90mの方形と推定される。土層断面に一部床面が確認されたので，そこから本跡の

規模と平面形を推定した。

主軸方向　不明

壁　壁高は25cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であるが，部分的である。踏み固められた床面がみつかっている。

覆土　2層からなる自然堆積である。土層2が床面になる。

土眉解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・白色粘土ブロック微量
2　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

遺物　出土遺物は，土師器片56点と須恵器片6点である。覆土中から第45図2の土師器杯が出土している。

所見　本跡は，土層断面とその周辺から床面の一部分が確認されただけである。本跡の時期は，遺構の形態や

出土遺物から10世紀中葉と思われる。

第45図　第20号住居跡出土遺物実測図

第20号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

l i i

図版番号器　種計測値（cm）蓄　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第45図杯A　14．1休部から口緑部一部欠損。平底。口緑部・休部外面横ナデ。体部内砂粒・長石・雲母P127　　　85％
1土師器B　　4．8休部から口緑部にかけて内攣気味面へラ磨き。内面黒色処理。体部淡赤橙色覆土中
C　　7．2に立ち上がる。下端及び底部回転糸切り後，回転

へラ削り調整。

普通2次焼成

2

杯B（4．1）底部から体部片。平底。休部は内口緑部・休部横ナデ。底部回転糸砂粒・長石・雲母P128　　10％
土師器C［6．3］攣して立ち上がる。切り。ロクロナデ。にぷい橙色

普通

覆土中

2次焼成

第22号住居跡（第46図）

位置　調査区南東部，B2e7区。

重複関係　本跡は第21号住居跡を掘り込み，第36号土坑に掘り込まれていることから，第21号住居跡よりも新

しく，第36号土坑よりも古い。

規模と平面形　本跡の南側3分の2は調査区域外に延びており，規模や平面形は明確ではないが，一辺が3．10m

程の方形と推定される。

主軸方向　不明

壁　壁高は15～45cmで，外傾して立ち上がる。
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床　全体的に平坦で，踏み固められた面はみられない。

尊皇　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量

遺物　出土遺物は，土師器片75息　須恵器片3点及び混入した弥

生土器片3点である。覆土中から第47図1～6の土師器

杯，7，8の賓，東壁寄りの床面から9の甑がそれぞれ出土し

ている。

新風　本跡の時期は，出土遺物から9世紀複葉と思われる。

第22号住居跡出土遺物観察表

㊨

三㍉叩、1T、

三二∴∴
0 2m

；＿l　‥‥∴．－∴　－＿！

第礪図　第題号健腰掛実測図

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第47図 杯 A ［12．6］ 底部か ら目線 部にか けての破片 。 日綾部 ・体部外両横 ナデ，内面へ 砂粒 ・長石 ・石英 P 1 46　　　 20％
1 士 師 器 B　　 3．4 平底。体 部は内攣 して立 ち上が り， ラ磨 き。内面黒 色処理。底部糸切 にぷい黄橙色 覆土 中

C ［6．9］ 目線部 はわず かに外傾 す る。 り。 普通

杯 A ［11．0］ 体 部か ら口縁部 にかけての破片。 目線部 0体部外面横 ナデ。体部 内 砂 粒 ・長 有 ・右 英 ・ P 14 7　　 15％
2 土 師 器 B （3．6） 休 部は内攣 して立 ち上 が り，口縁 面へ ラ磨 き。 内面黒色 処理。 雲母 ・スコ リア 覆 土車

部 はわずかに外傾す る。 浅黄橙色

普通

2 次 焼成

3

杯 A ［11．6］ 体部か ら目線部 にか けての破 片。 目線部 ・体部内 ・外面横 ナデ。 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・

雲母 ・スコ リア

浅黄橙色

普通

P 1 48　　 15％
土 師 器 B （3．2） 休部か ら目線 部にか けて 内攣 して

立 ち上 がる。
槻土 中

2 次焼成

4

杯 Å ［12．6］ 休 部か ら目線部 にかけての破片。 目線部 ・体部横 ナデ。 砂 粒 ・長 石 ・石 革 ・

スコ リア

にぷい橙色

普通

P 14 9　　　 5 ％
土 師 器 B （2．8） 体 部は外傾 して立 ち上が り，口縁

部 はわずか に外反 する。
確認面

内面煤付着

5

林 B （2．6） 底部 か ら休 部にか けての破 片。平 体 部外 面横ナデ ，内面 へ ラ磨 き。 砂 粒 ・長石 ・石 英 ・ P 150　　　 30％
土 師 器 C　　 6．2 底。休部 は内攣気味 に立 ち上 がる。 体部 下端 及び底部手持 ちへ ラ削 り ス コリア 覆土 中

調整 。 浅黄橙 色

普 通

2 次焼成

6

林 B （1．5） 底 部 か ら体 部 下位 にか けて の破 内面へ ラ磨 き。内面黒色処理 。体 砂 粒・長石 ・右 英 ・ P 15 1　　 5 ％
土 師 器 C　　 7．0 片 。平底。体部 は外傾 して立 ち上 部下端及 び底 部手 持 ちへ ラ削 り調 スコ リア 覆土 中

がる。 整。 にぷ い橙色

普通

2 次焼成

7

婆 A ［19．2］ 休部 か ら目線部 にかけての破 片。 目線 部内 e外面横 ナデ。休部内面 砂 粒 ・長 石 ・右 英 ・ P 15 2　　　 5 ％
土 師 器 B （10．1） 体部 は内攣 して立 ち上 が り，目線

部 は外反 する。口唇部 は上方 向に

つ まみ上 げ られてい る。

へ ラナデ ，外面へ ラ削 り。 ス コリア

にぷい橙色

普 通

確認 面

8

碧 A ［17．7］ 休部か ら目線部 にかけての破片。 目線部 内 ・外 面横ナデ。体部 内面 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 1 53　　　 5 ％
土 師 器 B （13．2） 休 部は内攣 して立 ち上が り，目線

部 は外反す る。 口唇 部は上方向 に

つ まみ上げ られ ている。

へ ラナデ，外 面へ ラ削 り。 雲母 ・スコ リア

にぷい橙色

普通

覆土 中
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第47図　第22号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第4 7図 甑 A ［2 7．8］ 体部 から口綾部 にかけての破片。 ロ緑 部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 砂 粒 ・長 石 ・石 英・ P 1 54　　 10％
9 土 師 器 B （2 0．0） 休部 は外傾 して立 ち上が り，ロ緑

部はわずか に内傾 する。

ヘ ラナデ ，外面ナ デ。輪積痕 。 スコ リア

にぷい橙 色

普通

覆土 中

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（c m） 幅 （cm ） 厚 さ（CⅢ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第 47図 10 管　 状　 土　 錘 4．0 1．0 － 0．3 2．8 覆　 土　 中 D P 7　　　　　　　　　　　　　　　　 80％

第25号住居跡（第44図）

位置　調査区南東部，B2C5区。

重複関係　本跡は第21，26号住居跡及び第34号土坑を掘り込んでいることから，これらの遺構よりも新しい。

規模と平面形　2軒の住居跡と重複し，南西側は玉川の流れによって削られており，規模や平面形は明確では

ないが，残存している壁や床から，一辺が3．85mの方形と推定される。

主軸方向　N－360－E

壁　壁高は25～50cmで，外傾して立ち上がる。
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第48図　第25号住居跡出土遺物実測図
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床　全体的に平坦で，竃から中心部にかけて踏み固められ，部分的に熱を受けて赤変した面がみられる。

ぽッ距　Plは長径55cm，短径37cmの楕円形，深さ29cmで，性格は不明である。

囁　北東壁中央部に構築されている。一部耕作による撹乱を受けている。天井部と両袖部は残存しておらず，

掘り方のみ確認した。規模は煙道部から焚き口部まで90cm，両袖最大幅50cm，壁外への掘り込みは36cmであ

る。火床面は床面を9cm掘り窪めており，火熱を受けて赤変硬化している。煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
3　極暗褐色　焼土粒子中量

4　暗赤褐色　焼士大ブロック多量，炭化物・ローム粒子中量

尊堂　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物微量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　出土遺物は，土師器片734点，須恵器片22点，灰粕陶器片し蕪，土製品1息石製品1点及び混入した

弥生土器片n点である。覆土中から第48図7，9，10の土師器輯∴島13の高台付杯，16～18の乳20の灰

粕陶器の軋22の管状土鈍　中央部東寄りの覆土下層から2，3，4タ　5の土師器杯，中央部の床面から

し　6，8，Hの杯，15の長頚軋23の砥石，中央部西寄りの床面から14の皿，21の須恵器の監竃付近の

床面から19の嚢がそれぞれ出土している。そのうち，2，3，12は正位の状態で，5は逆位の状態で，4は

斜位の状態でそれぞれ出土している。

所凰　本跡は，出土した遺物の大部分が二次焼成を受けていることや，床面の一部が熱を受けて赤化している

ことから焼失家屋と思われる。本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から9世紀後薬と思われる。

第25号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形　 の　 特　 徴 ！ 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第48図 杯 A　 13．0 目線部一部 欠損 。平底。休部 か ら 口綾部 ・体部外面横 ナデ，内面 へ 砂粒 ・長 石・石英 ・ P 83　　　 90％
1 土 師 器 B　　 4．6 目線部 にかけて内攣気味 に立 ち上 ラ磨 き。内面黒色処理。底部下端 雲母 ・スコ リア 床面

C　　 7．0 が る。 及 び底 部回転へ ラ削 り調整 。 浅黄橙色

普通

2 次焼成

2

杯 A　 ll．8 目線 部一部欠損。平底 。休部か ら 日綾部 ・休 部外 面横ナデ ，内面へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 168　　　 98％
土 師 器 B　　 3．5 目線 部にか けて内攣気味 に立 ち上 ラ磨 き。 内面黒色 処理。底部下端 雲母 ・スコ リア 覆土 下層

C　　 5．8 がる。 回転へ ラ削 り。底 部糸 切 り後手持

ちへ ラ削 り調整 。

橙色

普通

2 次焼成

3

林 A　 13．0 平底。体部 か ら目線部 にかけて内 目線 部 ・休部外面横 ナデ ，内面へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 1 69 10 0％
土 師 器 B　　 4．6 攣気味 に立 ち上が る。 ラ磨 き。内面黒色処理 。底 部下端 雲 母 ・スコリア 覆土下層

C　　 7．0 及 び底 部回転へ ラ削 り調整 。 浅黄橙色

普通

2 次焼成

墨書 「口禅家」

林 A　 13．4 目線部一部欠損 。平底 。体部 から 目線部 ・体部外面横 ナデ ，内面 へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 17 0　　　 85％
4 土 師 器 B　　 4．2 目線部にか けて外傾 して立 ち上 が ラ磨 き。内面黒色処理。底部下端 雲母 ・スコ リア 覆土下層

C　　 8．0 る。 及び底部 回転へ ラ削 り調整。 にぷ い黄橙色

普通

2 次焼成

5

林 A　 13．2 休部 か ら日縁部一部欠損 。平底 。 目線部 ・休部外面横 ナデ ，内面へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 17 1　　 80％
土 師 器 B　　 4．1 体部 か ら口綾部 にか けてわずかに ラ磨 き。 内面黒色処理 。底部下端 雲母 ・ス コ リア 覆土 下層

C　　 6．0 内攣 して立 ち上が る。 及 び底部回転 へラ削 り調整。 淡黄褐色　 普通

杯 A　 13．4 休部 か ら目線 部一部欠損。平底 。 臼綾 部 ・休部外面横 ナデ ，内面へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 172　　　 70％
6 土 師 器 B　　 5．1 体部か ら口縁部 にかけて内攣気味 ラ磨 き。内面黒色処理 。底 部一定 スコ リア 床直

C　　 7．5 に立 ち上 がる。目線部内面 に稜 を

持つ。

方 向の手持 ちへ ラ削 り調整 。 浅黄橙 色

普通

2 次焼成

7

杯 A ［13．4］ 底 部か ら目線部 にかけての破片。 目線部 ・休部外面横ナデ ，内面 へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 1 73　　　 45％
土 師 器 B　　 4．4 平底 。休部か ら目線部 にかけてわ ラ磨 き。内面黒色処理。体部下端 スコ リア 覆土中

C ［6．0］ ずかに内攣 して立 ち上 が る。 及び底部 回転 へ ラ削 り調整。 浅黄橙色　 普 通 2 次焼成

8

杯 A ［12．4］ 底部 か ら目線部 にかけての破 片。 目線部 ・体部横 ナデ。底部回転糸 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 17 4　　　 40％
土 師 器 B　　 3．3 平底 。休 部か ら目線部 にかけてわ 切 り。 雲母 ・スコ リア 床 直

C　　 7．4 ず かに内攣 して立 ち上 がる。 にぷい橙色

普通

2 次 焼成
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎工 ・色調 ・焼成 備　　 考

第48図 林 Å ［14．3］ 体部か ら日縁 部にか けての破 片。 日縁 部 ・体部外南棟 ナデ ，内面へ 砂 粒 ・長 右 ・右 英 ・ P 175　　　 30％
9 士 帥 器 B　　 3．7 休部か ら目線部 にか けてわずかに ラ磨 き。内面黒色処理。 雲母 覆土 中

内攣 して立 ち上 が る。

1

浅黄橙色

普通

10

ま不 Å ［12．5］ 底 部か ら目線部 にかけての破片 。 目線部 ・休部 外面横ナデ ．内面へ 砂 粒 ・長 右 ・右 英・ P 17 6　　 15％
土 師 器 B　　 2．9 平底 。体部か ら日縁 部にか けて わ ラ磨 き。 内面黒色処 理。底部回転 雲母 確 認面

C　　 私 0 ずかに内攣 して立 ち上 が る。 糸切 り。 にぷ い黄橙色

普通

H

杯 A　 H 1．6］ 底部 か ら目線 部 にか けての破 片。 目線部 ・休部横 ナデ。底 部回転糸 砂 粒 ・長 石 ・右 革 ・ P 17 7　　 15％
士 帥 器 B　　 3．2 平底。体部 か ら日縁部 にかけてわ 切 り。 雲母 ・スコ リア 床直

C　　 5．0 ず かに内攣 して立 ち上 がる。 浅黄橙 色

普通
2 次焼成

12

高台付杯 A　 H 6．1］ 底部か ら目線部 にか けての破片 。 日綾部 e 体部外面横ナデ ，内面 へ 砂 粒 ・長 石 ・右 英 ・ P 179　　　 30％
土 師 器 B （4．9） 高台剥離。体部 か ら目線部 にかけ ラ磨 き。内面黒色処理一部残存 。 雲母 覆土 中

て内攣 して立 ち上 が る。 高台貼付 。 にぷ い橙色

普通

2 次焼成

13

高台付 杯 Å ［廿 0］ 底 部か ら日縁部 にかけての破片。 日縁部 e休部外面横 ナデ ，内面へ 砂 粒 ・長 石 ・右 英 ・ P 180　　　 20％
士 帥　 器 B （5。1） 高 台剥離 。体部 から日縁 部にか け ラ磨 き。内面黒色処理 一部残存。 雲母 確士 中

て内攣 して立ち上 がる。 高台貼付。 にぷい橙色

普通

2 次焼成

14

皿 A　 13．8 底部か ら目線 部にか けて の破 片。 目線 部 ・休部外面横 ナデ ，内面へ 砂 粒 ・長右 ・右 英 ・ P 178　　　 75％
士 帥　 器 B　　 2．6 平底。体部 か ら目線部 にかけて内 ラ磨 き。内面異色処理。休 部下端 空母 ・スコリア 床直

C　　 ∴0 攣気味 に立 ち上 が る。 及 び底部 回転へ ラ削 り調整 。 にぷ い橙色

普通

15

長 頸 瓶 B （17 42） 頚部か ら日縁部欠損 。高台部 は短 体部内 の外面横 ナデ。高台貼付。 砂 粒 ・長 石 ・石 英 。 P 18 1　　 80％
土 師 器 D　 ll．1 く 「ハ」の字状 に開 き，角状で あ 雲母 床 直

E　 l．2 る。休 部か ら目線部 にかけて内攣

して立 ち上が る。

橙 色

普通

2 次 焼成

16

襲 A ［20。6］ 体部 か ら日縁部片。体 部は内攣 し 目線部 も体部横ナ デ。ロクロナデ。 砂 粒 ・長 右 ・右 英・ P 182　　　 30％
土 師 器 ！R　 日日　「＼

U　 ＼⊥⊥．llノI
て立 ち上 が り，ロ綾部 は短 く外傾 － ・・7　－－1 11　一・〇PノヘJ　ソ　ノ　　　　　　　 i覆土 中

16 土 師 器 R　 日日　「＼
⊥ノ　　＼⊥⊥．llノ

て立 ち上 が り，ロ綾部 は短 く外傾 1 ・・7　－－1 11　一・〇Pノヘ　J　ソ　ノ 覆土 中
す る。 浅 黄色　 普通

17

婆 Å ［13。8］ 体部か ら目線部 片。休部 は内攣 し 日縁部 内 の外面横ナデ。体部 内 ・ 砂粒 ・長 石 ・石英 P 18 3　　 10％
士 帥 器 B （7。5） て立 ち上 が り，目線部 は外反す る。 外面 ナデ。 にぷ い橙色 機士 中

口唇部は外上方 向へつ まみ上 げら

れてい る。
普通 2 次焼成

18

碧 A ［14．3］ 体 部か ら日縁部片 。体 部は内攣 し 目線部内 ・外面横 ナデ。体部内 e 砂粒 ・長石 ・石英 P 184　　　 5 ％
土 師 器 B （5．9） て立 ち上が り・，目線 部は短 く外反 外面ナデ。輪積痕 。 にぷい橙色 覆土 中

する。 普通 2 次焼成

19

碧 B ［4．6］ 底部 か ら体 部下位。平底 。体部は 休部内面ナデ。休部外面へ ラ削 り。

！

砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 185　　　 20％
土 師 器 C （7ヴ3） 内攣 して立 ち上が る。 スコ リア

にぷい橙色　 普通

床直

20

皿 B （2．7） 底部か ら体部片 。高台 は三 日月状 日縁部 ・休部横ナデ。底部 回転 へ 砂 粒 ・黒色斑点 P 18 7　　　 5 ％
灰粕 陶器 D ［7．4］ をしてい る。体 部はわず かに内攣 ラ削 り調整 。体部内 e 外面一部灰 灰 白色 覆土 中

E　　 O．8 しなが ら外傾す る。 粕施粕。 良好 黒笹90号窯式

21

碧 A ［21．8］ 目線 部片。目線部 は強 く外反 して 口縁部横 ナデ。 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 18 6　　　 5 ％
須 恵 器 B （5．9） 立 ち上 が り，口縁端部 は幅広い縁

帯 を持つ 。
ス コ リア

浅黄色　 普通

床 直

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土地 点

備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第48図22 管　 状　土　錘 6．2 1．2 － 0．3 6．2 覆　 土　 中 D P 8　　　　　　　　　　　　　 100％

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出土地 点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第48図23 砥　　　　 石 8．8 2．4 1．5 － 43．5 凝　 灰　 岩 中央部床直 Q 12　　　　　　　 80％

第欝考健贋跡（第49図）

位置　調査区南東部中央，迅2b5区。
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第49図　第27号住居跡実測図

－66－



重複関係　本跡は第9号住居跡と第24号住居跡を掘り込んでいるので，これらの遺構よりも本跡の方が新しい。

規模と平面形　2軒の住居跡と重複しており，規模や平面形は明確ではないが，残存している壁や床から，一

辺が4．60mの方形と推定される。

主軸方向　N－300－E

壁　壁高は30～40cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，竃から中央部にかけて踏み固められている。

竜　北東壁中央部付近に褐色粘土で構築されている。天井部は崩落している。袖部は西側が残存し，東側は崩

壊している。規模は煙道部から焚き口部まで79cm，両袖最大幅［120］cm，壁外への掘り込みは18cmである。

袖は芯材に凝灰岩を用い，その周りは褐色粘土を使用して構築されている。袖の内壁は，火熱を受けて赤変

硬化している。火床面は床面を5cm掘り窪めており，火熱を受けて赤変硬化している。煙道は外傾して立ち

上がる。

埴土層解説

1極暗褐色　焼土大ブロック・ローム粒子少量

2　明黄褐色　褐色粘土多量，焼土中ブロック中量

3　明黄褐色　褐色粘土多量

4　黒　　　色　炭化物多量，焼士粒子少量

5　黒　褐　色　褐色粘土多量

覆土　3層からなる自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・粘土中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子・粘土中ブロック少量，焼土小ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・ロームノトブロック・粘土小ブロック少量

遺物　出土遺物は，土師器片90点，灰粕陶器片1点及び混入した弥生土器片1点である。覆土中から第50図3

～5の土師器皿，7の灰粕陶器の長霧瓶，南西壁付近の床面から2の土師器皿が正位の状態で，北東壁付近

の床面から6の嚢がそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から10世紀中葉と思われる。

‾∴二二‾

第50図　第27号住居跡出土遺物実測図
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第27号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第50図 高台付 琢 A ［15．5］ 休部か ら目線部一 部欠損。高台部 日綾部 。休 部横 ナデ。高台貼付。 砂 粒 ・長 石 ・右 英 ・ P 19 6　　　 60％
1 士 帥 器 B　　 5．5 は 「ハ」の字状 に開き ，体部 との 雲母 稽土中

0　　 8．4 境 に稜 を持つ。体部 か ら目線 部に 浅黄橙色

E　　 2．5 かけて内攣気味 に立 ち上 がる。 普通

2

皿 Å　 1五1 平底 。体部は内攣気味 に立 ち上 が 目線部 ・休部横 ナデ∵底 部回転系 砂 粒 ・長 右 ・石 英 ・ P 199　　 10 0％
工 帥 器 B　　 2．7

C　　 5．6

り，目線 部はわずか に外反す る。 切 り。 雲 母 ・スコリア

浅黄橙色　 普通

床直

3

皿 Å ［11．2］ 底部か ら口綾 部にか けての破片。 日縁部 e 休部横ナ デ。底部 ナデ調 砂 粒・長 右 ・有 英 ・ P 20 0　　　 3 0％
土 師 器 B　　 2．6

C ［6．日

平底。体部 は内攣気味に立 ち上 が

り，目線部 はわずかに外傾す る。

整。 雲母 ・スコ リア

にぷ い橙 色　 普通

覆土 中

4

皿 A　 H 0．0］ 底 部か ら日縁部 にかけての破 片。 目線部 ・体 部横 ナデ。底部回転系 砂 粒 ・長 右 ・右 填・ P 20 1　　 20％
土 師 器 B　　 3．0 平底 。体部下位 に弱 い稜 を持 つ。 切 り。 雲母 ・スコ リア 覆土中

C ［5．0］ 体 部は内攣気味 に立 ち上 が り，口 にぷい橙色 2 次焼成
縁 部はわずか に外反 する。 普通

5

皿 A　 D L 2］ 底部 か ら目線部片。平底。体部 下 目線 部 p休部横 ナデ。底 部回転糸 砂 粒 ・長右 ・右 英 ・ P2 02　　　 15％
士 帥　 器 B　　 2．7 位 に弱 い稜 を持つ。体部 は内攣気 切 り。 実母 ・スコリア 将士 中

C ［6．2］ 味 に立 ち上 が り，目線部 はわず か

に外反 する。

にぷい褐 色

普通

2 次焼成

6

婆 A ［2 0．2］ 体部か ら目線 部片。体部は内攣 し 日縁部 内 e 外面横ナ デ。休部 内面 砂 粒 ・長 右 ・石 英 ・ P 20 3　　　 5 ％
土 師 器 B （1 0や2） て立 ち上 が り，目線部 は外反 す る。

口唇部 は外上方 向につ まみ上げて

い る。

へ ラナデ ，外面轟位のへ ラ削 り。 実母 ・スコ リア

橙色

普通

床 直

7

駁覇環盈拉衣恋遮琵記軋

長 頸 瓶 A ［9。8〕 目線 部片。目線部 は外傾 して立ち 目線部内 ・外面横 ナデ∵　内面吠軸 砂粒 ・長石 P 2 06　　　 5 ％
灰粕陶器 B （3．3） 上 が り，目線部 は外反 する。口唇 施粕 。 オ リー ブ黄色 魔士 中

部 に縁 帯 を持つ。 良好

表2下相田遺跡住居跡一覧表

住居跡

番　号

＼位 置 主軸方向 平面形
規　 模（m ）

（長軸×短軸）

壁　 高

（cm）
床面

内　 部　 施　 設 巨

腐土 出　　 土　　 遺　　 物 備　　　 考

新旧関係（古→新）貯蔵穴′ピット入日

1 AIc6 N －56㌧W 〔方形〕［4．90］×（2．10）15－34 平坦 － － － 竃 自然 土師器56 （埠，高台付杯，高杯∴碧） 調査区城外に延びる。

2 Algo N－290－E 長方形 3．65 × 3．00 5 －20 平坦 － 4 1 竃 自然 土師勘66碑腰）須恵器2滴台付塔，短頸壷）弥生土器 SI3 →本跡

3 A lg o N－560…W 方　 形 3．00　×2．95 10～20 平坦 － 2 1 竃 自然 土師器173 （高台付塔，賓）須恵器2 脾 ，碧） 本跡→SI3

4 A lh9 N…550…W 長方形 4．55 ×［3．70］5 ～20 平坦 一部 2 1 竃 自然 土師郡49 猟 高台付杯，碧）須恵器2 （杯，碧）

5 A lio N 4 ぜ㌧W 方　 形 4．00　×　3．75 7 ～24 平坦 － 2 1 竃 自然 土師器708匪満鮒 杯高鍋 皿腰部 灰粕陶器長頸瓶 本跡→SX 2

7 B 2al ［N －210－E ］〔方形〕［3．95］× 7．35 5 ～15 平坦 － － － 4 － － 自然 土師器196 （杯風 高杯恩 甑）土鍬弥生土器 本跡→SK30→SK 32→SI8

8 A勾2 N －600－W 〔方形〕（2．25）× 3．25 10～25 平坦 － － － － － 竃 自然 土師器206滴台付杯腰）須恵蓄4 （盤）弥生土器5 SI7→SK30→SK32→本跡

9 B 2b 4 ［N －2101 月 〔方形〕（4．25）×ほ00） 20 平坦 － － － － － － 自然 土師器517 帆 域，高埠，壷，碧）須恵器1脇錘車 本跡→SIlO→SI24→SI27

10 B 2b3 ［N －39 0…E ］〔方形〕（3．20）×（2．65） 50 平坦 － － － 2 － － 自然 土師凱46 凧 域，壷，碧）須恵凱8弥生土器5 SI9→本跡→SI24→SI27

11 A 勾5 N 4 50－W 〔方形〕 3．80 ×（2．50）20～35 平坦 － － － － － 竃 自然 土師器91（高台付杯腰）須恵器7紡錘車，砥石

12 B 2b6 N 4 ぱ㌧虻 脹方舶 （3．20）×［4．00］ － 平坦 － － － － － 竃 自然 土師器52 SI13→SI14→本跡

13 B 2b6 ［N －530－E ］ － － － － － － － － － 竃 自然 土師蓄18 （高台付杯）弥生土器1 本跡→SI14→SI12

14 B 2b6 N －550－E ［長方形］（4．00）×［2．00］15－35 平坦 － － － 2 － 竃 自然 土師器121 （杯）須恵器2支脚 SI13→本跡→SI12－ヰSI15

15 B 2C7 N …41㌧W 方　 形 3．90　×　3．60 30～55 平坦 － － － － 1 竃 自然 土師器392碑適台付軋 高台付塊，軋 碧）須恵茶16億） SI14→SI17→本跡

17 B 2C7 N－560－E 〔方形〕（4．60）× 4．40 35～45 平坦 － － － － 1 竃 自然 土師器285凧高鍋華 高台付吸 血牒 筑鰭 1僧） SI18→本跡→SI15

18 B 2d8 ［N －380－E ］〔方形〕（3．25）× 4．00 25～60 平坦 － － － 1 － － 自然 土師器159 碑 ，婆，甑）須恵蓄8弥生土器1 本跡→SI17

19 B 2e7 N －430－W 方　 形 3．40　× 3．30 20～25 平坦 － － － － － 竃 自然 土師器119凧 高鍋 杯牒用 意苗　 場台付利 土錘

20 B Zd6 不　　 明 〔方形〕（2．90）×［2．90］ 25 平坦 － － － － － － 自然 土師器56 （杯）須恵器6 SI26→SI21→SI25→本跡

21 B 2d6 N －450－E 〔方形〕（2．70）×［6．80］ 30 平坦 － － 1 － － 竃 自然 土師蓄401酢鮒 埠満杯寸鉄嵐 甑，埜）須恵蓄l等 SI26→本跡→SI25→SI20

22 B 2e7 不　　 明 〔方形〕（1．70）× 3．10 15～45 平坦 － － － － － － 自然 土師器75 （杯，碧）須恵器3 弥生土器3 SI21→本跡→SK36

23 B 2f8 N 4 ぽ－E 〔方形〕（2．65）× 3．50 20 平坦 － － 5 － 炉 自然 土師器80 （杯，甑）須恵器 1弥生土器2

24 B 2b4 N－530－W 〔方形〕 5．45 ×［4．30］15～45 平坦 －
3 「

竃 自然 土師器198 碑牒 須恵器3 （射 弥生土器1 SI9→SIlO→本跡→SI27

25 B 2C5 N l 貯㌧虻 〔方形〕［3．85］×［3．50］25～50 平坦 －
つ … 1 「

竃 自然 土師器7射埠渇鮒 埠，皿腰）筑恵器2紺租珊㈲錮 SI26→SI21→本跡→SI20

26 B 2d6 ［N －470－E ］〔方形〕（1．15）× 7．70 25～35 平坦 －
つ － つ －

－ 自然 土師器24 （杯，高杯，乳 郵 須恵器3 （酌 本跡→SI26→SI25→SI20

27 B 2b 5 N －300－E 〔方形〕［4．60］× 3．90 30～40 平坦 －
つ － 1 －

塵目鼠 自然 土師器90胤 皿腰接 粕陶器脹頸瓶激生土器1 SI9→SI24→本跡

－68－



2　土　　坑

当遺跡の遺構確認の段階で，土坑を39基（SKつ～39）を確認したが，調査の結果，風倒木痕や近世の撹乱

穴を除く土坑33基と墓墳2基を確認した。ほとんどが時期や性格は不明である。ここでは，遣物が出土して

いる土坑について解説をし，その他の土坑については一覧表で記載する。

第2考量坑（第51図）

位置：Ald6区。

規模と平面形　長径1．85m，短径1。75mの円形で，深さ30cmである。

長径方向　N－880－W

壁面　垂直に立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　2層からなる自然堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　　色　黒色粒子多量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量

遺物　出土遺物は，土師器片7点である。中央部の覆土中層から第53図の1の土師器高杯脚部が出土している。

所見　時期は，出土遺物から6世紀初頭と考えられる。

第4考量坑（第51図）

位置　Alfo区。

規模と平面形　長径1．58m，短径1。47mの円形で，深さ35cmである。

長径方向　N－37ローE

壁面　垂直に立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　3層からなる自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

3　極暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

遺物　出土遺物は，土師器片17点で，ほとんど細片である。

所見　本跡の時期と性格は，不明である。

第5尊皇坑（第51図）

位置　Ali9区。

規模と平面形　長径1．60m，短径1．48mの円形で，深さ26cmである。

長径方向　N－560－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　3層からなる自然堆積と思われる。
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色
色
色褐

説
褐
褐
黒

解層
1

　

2

　

3

土

ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

ローム粒子多量，焼土粒子少量

ローム粒子中量，焼土粒子少量

遺物　覆土中から土師器片15点が出土しているが，ほとんど細片である。

所見　本跡の時期と性格は，不明である。

第6号丑坑（第51図）

位置　Alg9区。

重複関係　第4号住居跡によって掘り込まれているため，本跡の方が古い。

規模と平面形　長径2．32m，短径2言6mの円形で，深さ37cmである。

長径方向　N－00

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

ピット　Plは径30cmの円形である。

覆土　5層からなる自然堆積と思われる。

土層解説

1褐　　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

2　極暗褐色　ローム粒子多量

3　褐　　　色　ローム粒子多量，鹿沼パミス少量

4　黒　褐　色　ローム粒子中量

5　褐　　　色　ローム粒子多量

遺物　覆土中から土師器片30点と混入した弥生土器片2点が出土している。覆土中から第53図2の土師器杯が

出土している。

所見　本跡の時期と性格は，不明である。

第9号土坑（第51図）

位置　Å1gl区。

重複関係　第27，28号土坑によって掘り込まれているため，これらの遺構よりも本跡の方が古い。

規模と平面形　長径2．05m，短径工86mのほぼ円形で，深さ55cmである。

長径方向　N－00

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　3層からなる自然堆積と思われる。

色
色
色

褐
褐
褐

説
暗
黒
暗

解層
1

　

2

　

3

土

ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・鹿沼パミス微量

ローム粒子多量，炭化粒子・鹿沼パミス微量

ローム粒子多量，炭化粒子・鹿沼パミス微量

遺物　覆土中から土師器片101点が出土している。中央部西寄りの覆土上層から第53図3～5の土師器杯，6

の高ゴ不が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から6世紀初頭と考えられる。
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第柑考量坑（第51図）

位置　Alho区。

規模と平面形　長軸2。20m，短軸2．10mの方形で，深さ28cmである。

長軸方向　N－360－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　3層からなる自然堆積と思われる。

色
色
色

褐
褐
褐

説
暗
暗
暗

解層
1

　

2

　

3

土

炭化粒子・ローム粒子多量，焼土粒子少量

ローム粒子多量，焼土粒子・炭化物・ローム大・小ブロック・鹿沼パミス少量

ローム中ブロック・ローム粒子・鹿沼パミス中量，炭化物少量

遺物　出土遺物は，土師器片76点と須恵器片1点である。覆土中から第53図8の高台付杯，西コーナー付近の

中央部西寄りの覆土下層から7の杯，9の嚢が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後葉と考えられる。

窮帽考量坑（第51図）

位置　A2i3区。

規模と平面形　長軸1。50m，短軸工00mの隅丸長方形で，深さ25cmである。

長軸方向　N－190－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　3層からなる自然堆積と思われる。

色
色
色

褐
褐
褐

説
灰
暗
暗

解層
1

　

2

　

3

土

ローム粒子多量

ローム粒子中量

ローム大ブロック多量

遺物　出土遺物は，土師器片7点と混入した弥生土器片1点である。南壁付近の底面から第53図10の土師器の

高杯が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から6世紀初頭と考えられる。

第掴号豊坑（第51図）

位置　A勾4区。

規模と平面形　長径2．15m，短径1．95mの方形で，深さ22cmである。

長軸方向　N－160－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　耕作による撹乱を受けているため，ほとんど確認できなかった。

遺物　出土遺物は，土師器片58点で，ほとんど細片である。

所見　本跡の時期と性格は，不明である。
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第柑考丑坑（第52図）

位置　B2a3区。

規模と平面形　長軸2。63m，短軸1。60mの不整長方形で，深さ42cmである。

長軸方向　N－270－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　2層からなる自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　鹿沼パミス多量，ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　極暗褐色　ローム粒子・鹿沼パミス多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

遺物　出土遺物は，土師器片37点，須恵器片1点及び混入した弥生土器片1点で，ほとんど細片である。

所見　本跡の時期は，不明である。

第割考量坑（第52図）

位置：迅2g9区。

規模と平面形　長径2．25m，短径1．55mの楕円形で，深さ43cmである。

長径方向　N－550－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　3層からなる自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子中量

2　極暗褐色　ローム粒子多量

3　褐　　　色　黒色粒子少量

遺物　出土遺物は，土師器片2点である。覆土中から第53図11の土師器甑が出土している。

所見　本跡の時期は，不明である。

第3の考量坑（第52図）

位置：B2a2区。

重複関係　第7号住居跡と第32号土坑を掘り込み，第8号住居跡に掘り込まれていることから，本跡の方が第

7号住居跡や第32号土坑より新しく，第8号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸3．10m，短軸2．03mの長方形で，深さ32cmである。

長軸方向　N－360－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　3層からなる自然堆積と思われる。

色
色
色

褐
褐
褐

説
暗
暗
暗

解層
1

　

2

　

3

土

ローム粒子多量，焼土粒子，炭化粒子・鹿沼パミス微量

ローム粒子・粘土小ブロック・鹿沼パミス多量，炭化物微量

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック微量，鹿沼パミス極微量

遺物　出土遺物は，土師器片2点で，いずれも細片である。

所見　本跡の時期と性格は，不明である。
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第32号皇坑（第52図）

位置：B2a2区。

重複関係　第7，8号住居跡，第30号土坑に掘り込まれていることから，これらの遺構よりも本跡の方が古い。

規模と平面形　長径1．62m，短径工45mの楕円形で，深さ20cmである。

長径方向　N－900－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　2層からなる自然堆積と思われる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス微量

2　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

遺物　出土遺物は，土師器片2点と混入した弥生土器片1点で，いずれも細片である。

所見　重複関係や出土遺物から本跡の時期は，6世紀前葉以前と思われる。
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第53図　土坑出土遺物実測図

土坑出土遺物観察表

＼ヒi讐荒＼吐＼

一・十

＿：Sニ…

二二

∠・∴：

図版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 53 図 高　　 杯 B （ 4．8） 脚 部 片 。 脚 部 は短 くラ ッパ 状 に開 脚 部 内 ・外 面 ナ デ 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英 P 20 7　　　 40 ％
1 土 師 器 D　　 9 ．5

E　　 4 ．3

く。 橙 色

普 通

S K － 1　 覆 土 中

2 ．次 焼成
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色誘「 焼成 備　　 考

2

林 B （4言）

l

底 部か ら休部 にかけての破片。丸 休部内面 へ ラ磨 き，外面へ ラ削 り 砂 粒 ・長 右 ・右 英 ・ P 20 8　　　 30％
土 師 器 底 。休 部は内攣 して立ち上が り，

目線部 との境 に強 い稜 を持つ。

後ナデ。 スコ リア

橙色

普通

SK＋6 覆土 中

3

林 Å　 15．3 体部 か ら目線部一部 欠損 。丸 底。 目線部内 e外面横 ナデ。体部内面 砂 粒 ・長 右 ・石 英 ・ P 209　　　 90％
土 師 器 B　　 6．0 体部 は内攣 して立 ち上 が り，日縁

部 との境 に強い稜 を持つ 。日縁 部

は外傾す る。

へ ラ磨 き，外面 へラ削 り後ナデ。 スコリア
橙色

普 通

SKT 9 覆土 中

4

ユ不 A　 13．0 体部か ら目線部 一部欠損。丸底 。 目線部 内 e 外面横 ナデ。体 部内面 砂 粒 ・長右 ・石 英 ・ P 210　　　 70％
土 師 器 B　　 6．0 休部は内攣 して立ち上 がり，口縁

部 との境 に強 い稜を持つ。日縁部

は外 反気味 に直 立す る。

へ ラ磨 き ，外面へ ラ削 り後ナデ。 スコ リア

明赤褐色

普通

即し 9 覆土や

5

林 A　 13。0 体 部か ら日縁部 にかけての破片。 目線部内 0外 面横 ナデ。体部 内面 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 21 1　　 60％
土 師 器 B　　 5．9 休部 か らロ縁部 にかけて内攣 して

立 ち上 が る。

へ ラ磨 き，外面 へ ラ削 り後 ナデ。 スコリア

橙色

普通

SK ＿－9 覆土 中

6

晶　　 林 E （6．7） 脚部片 。脚 部は細 く柱状 で 「ハ」 脚 部内面ナ デ，外面 へ ラ削 り後ナ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 212　　 10％
士 帥 器 の字状 に開 く。 デ。 雲 母

灰 黄褐 色

普 通

劉L 9 頚土 中

7

林 A　 は4．0］ 体部か ら日縁部 にか けての破片 。 日縁部 も休部外面横 ナデ，内面 へ 砂粒 0 長石 e 石英 P 2 13　　 10％
士 帥 器 B （3．9） 休部か ら日縁部 にかけて内攣 して ラ磨 き。内面窯色処理。 明赤褐色 SK」 0覆 土中

立 ち上が る。 普通 2 次焼成

8

高 台付 杯 B （2．6） 底 部片 。高台部 は 「ハ」の字状 に 高台貼付 。内面黒色処理。 砂 粒 の長 石 ・石 英 e P 2 14　　　 5 ％
土 師 器 C ［9。1〕

E　 l。5

開 く。 スコ リア

灰 白色

普通

SK つ。覆士 中

9

l

婆 B （4．6） 底 部 か ら体 部下 位 に かけ ての破 休 部内面へ ラナデ，外面 へラ削 り。

l

砂粒 e 長石 。石英 P 21 5　　　 5 ％
工 帥 器

l

C ［10．2］

1

片。平底 。体部 は外傾 して立 ち上

が る。　　　　　　　　　　　　　 －

にぷい赤褐色

普通　　　　　　 l

SK」 0覆土 中9

鷲 B （4．6） 底 部 か ら体 部下 位 に かけ ての破 休 部内面へ ラナデ，外面 へラ削 り。 砂粒 e 長石 。石英 I p 2 1 5　　　 5 ％

工 帥 器

l

C ［10．2］

l

片。平底 。体部 は外傾 して立 ち上

！が る。 I

にぷい赤褐色

l普通

SK」 0覆土 中

［

10

高　　 林 B （4．3） 脚部片。脚 部は短 くラ ッパ状 に開 脚部 内面 ナデ ，外面へ ラ削 り後ナ 砂 粒 ・長 石 ・右 英・ P 216　　　 20％
土 師 器 E （3。9） く。 デ。 スコ リア

橙色

普通

SK＋12覆土中

11

甑 A ［29．9］ 体 部か ら臼縁部 にかけての破片。 目線部内 の外 面横 ナデ。体部 内面 砂粒 ・長石 ・石 英 P 217　　　 25％
土 師 器 B （30．1） 体部 は内攣 して立 ち上が り，日縁 へ ラナデ ，外面 へ ラ削 り後 ナデ。 にぷ い黄橙色 SK，－21覆土 中

部 は夕日頃す る。 輪 積痕。 普通

12

林 A ［13．8〕 体部 か ら日縁部 にかけての破 片。 日縁部 も休部横 ナデ。ロク ロナデ。 砂粒 ・長石 P 218　　 15％
須 恵 器 B （4．4） 体部 は内攣 気味 に立 ち上 が り，目

線部 はわずかに外傾す る。

黄灰色

普通

SK －26覆土 中

13は須恵器嚢の頚部片で，10本1条の櫛措波状文が3段みられる。

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 貞

備　　　　　　　　 考
長さ（cn） 幅 （cm） 厚 さ（cn ） 孔径 （cn） 重量（g ）

第53図14 管　 状　 土　 錘 3．3 1．0 － 0．4 2．7 SK －37覆土中 D P lO　　　　　　　　　　　　　　　 50％

15 管　 状　土　 錘 3．9 L 2 － 0．3 3．8 SK「37覆土中 D P l1　　　　　　　　　　　　　　　 50％

表3　下村田遺跡土坑一覧表

土坑

番号
位　 置

長径 方向

（長軸方向）
平　 面　形

規　　　　 模 ！壁面

底面 覆土 出　 土　 遺　 物 備　　 I考
長径（軸）×短径湖山壷 深さ（cn）

1 A ld6 N －250－W 不整隅丸長方形 1．13　×　0．75 38 外傾 平坦 自然 土師器 2須恵器2

2 A ld6 N －880－W 円　　　　 形 1．85　× 1．75 30 垂直 平坦 自然 土師器 9 （高埠） 古墳時代

3 A le7 N －540－W 不整長方形 1．33　× 1．00 ′10 外傾 平坦 自然 土師器 2

4 A lfo N －370－E 円′　　　 形 1．58　× 1．47 35 垂直 平坦 自然 土師器17

5 A li9 N －560－E 円　　　　 形 1．60　× 1．48 26 外傾 平坦 自然 土師器15弥生土器 2

6 A lg9 N － 0 0 円　　　　 形 2．32　×　2つ6 37 外傾 平坦 自然 土師融 0 （杯）弥生土器 2 本跡→SI4古墳時代
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土坑

番号
位　 置

長 径 方 向

（長軸 方向）
平　 面　 形

規　　　　 模
底面 覆土 出　 土　 遺　 物 備　　　 考長径（榔×離 潮叫 深さ（cm） 上面

7 A 2g l N －700－ E 長　 方　 形 1。30　×　0．75 60 外傾 平坦 自然 土師器 2 芋穴

8 A lg l N －420－W 不　 定　 形 1．80　× 1．05 21 外傾 平 坦 自然

9 A 2g l N … 0 0 円　　　 形 2。05　× 1．86 55 外傾 平坦 自然 土師器101 （埠 ，高杯）陶器 1 本跡→SK27，SK 28古墳時代

10 A lh o N －36 0－ E 方　　　 形 2．20　×　 2．10 2 8 外傾 平坦 自然 土師器76（杯，高台付埠腰）須恵器 1 9 世紀後半

11 Å2il N －43 0－1 貯 楕　 円　 形 1．20　× 1．05 3 8 外傾 平坦 自然 土師器 10 芋穴

12 A 2 i3 N －19 0－W 隅丸 長 方 形 1．50　× 1．00 2 5 外傾 平坦 自然 土師器 7 （高 杯）弥生土器 1 古墳時代

13 A 2 i：l N －10 0－W 隅丸 長 方 形 2．15　×　0．78 2 8 外傾 平坦 自然 土師器 6

14 A 勾4 N －用0 －W 方　　　 形 2言5　× 1．95 2 2 外傾 凹凸 自然 土師器58

15 A li2 N －420－ E 長　 方　 形 1．90　× 1．25 39 外傾 平 坦 自然 土師器10 芋穴

16 B 2 C4 不　　 明 不　　　　 明 不　　 明 － 不 明 不 明 不明 常滑鳶日義 （蔵骨器） 第 1号墓頻に変更

18 B 2 a‥う N －27 0－W 不 整 長 方形 2．63　× 1．60 4 2 外傾 平坦 自然 土 師器37須恵器 1 弥生土器 1

21 B 2 g9 N －55 0－W 楕　 円　 形 2．25　× 1．55 4 3 外傾 平坦 自然 土 師器 2 （甑）

23 Å2h l N －55 0…W 長　 方　 形 2。28 × （0．95） 26 外傾 平坦 自然 土師器26

2 4 A 2 il N …40 0－W 長　 方　 形 1。6　 × （0．90） 30 外傾 平坦 自然 土師器49

2 5 Å2il N …600 …W 長　 方　 形 （21．0）× （0．90） 30 外傾 平坦 自然 土師器41須恵器 4 （婆） 芋穴

26 A 礼与 N －840－ E 円　　　　 形 0．83　×　0．72 20 外傾 問凸 自然 土師器50須恵器 1 （球）弥生土器 3

27 A 2g l N －138 0－E 〔楕　 円　 形 〕 （0．76）× 1言 7 30 外傾 傾斜 自然

28 A 2g l N －610－W 〔楕　 円　 形 〕 （0．45）×（私70） 16 外傾 凹凸 自然

29 Å2il N －56 0－ E 長　 方　 形 0．94　×　0．63 4 5 垂直 問凸 自然

30 B 2 a2 N …36 0－ E 長　 方　 形 3．10　×　2．03 3 2 外傾 平坦 自然 土師 器 2

32 1 B 2a 2 N －90 0－E 楕　 円　 形 1．62　× 1．45 2 0 外傾 平坦 自然 土師器 2 弥 生土器 1　 ！本　 跡－ヰSI7 ・→SK 30
…ヰSI 8古墳時代

33 B 2a i N …640 －W 長　 方　 形

】

1．07　×　0。83 2 0 外傾 平坦 自然 i

l

l

土師器36管状土錘 l　 i

i

l

芋穴

34 B 2C 4 不　　 明 － 1。95　×　 － 50 外傾 平坦 自然 本 跡 は SI2 5とSI24
と＿重複関係

芋穴

36 B 2e7 N －430－ E 〔楕　 円　 形 〕 （0。72）× 1．20 84 外傾 平坦 自然

37 A 2i2 N －900…W 円　　　　 形 0．98　×　0。92 23 外傾 平 坦 自然

38 A lil N －36 0－ E 不整長楕円形 1．70　×　0．60 30 外傾 平坦 自然

39 B 2d 7 N －36 0－W 楕　 円　 形 1．38　× 1つ3 16 外傾 凹 凸 自然

3　墓　　墳

当調査区内から墓墳2基を確認した。第1号墓場は，当初第1号不明遺構として調査したが，出土遺物な

どから墓壕であることが判明したものである。また，第2号墓壕については規模や形状は不明であるが，人

骨が出土していることから，墓壕として取り上げた。

窮瑠考墓壌（第54図）

位置　B2C5区。

重複関係　第25，26号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が新しい。

規模と平面形　本跡の規模は，確認できた北側部分は全体の4分の1であり，士層断面から長径［2．80］m，

短径［工53］m，深さ47cmの楕円形と推定される。

長径方向　N－64こ－W

壁面　外傾して立ち上がる。
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底面　平坦である。

覆土　人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化物・ローム粒子少量

遺物　覆土中から人骨片と歯，底面から熱を受けた礫が固まって出土し

ている。その他に土器片が4点出土している。

所見　本跡の時期と性格は，住居跡等との重複関係や出土遺物から平安

時代以降の墓境と思われる。

第2号墓場

位置　B2C4区。

重複関係　第24号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が新しい。

規模と平面形　掘り込みが浅いため，本跡の規模と形状は確認できな

かった。

遺物　第24号住居跡の確認面で，1の常滑の鳶口重（第55図）が正位の

状態で出土し，その壷内から火葬された人骨が出土している。

所見　掘り込みが浅いため，本跡の規模，形状及び覆土は確認できなかっ

た。時期と性格は，出土遺物から13世紀後半の火葬墓と思われる。

第2号墓墳出土遺物観察表

＼
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1＼
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＼＼、
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＼

ミ、、－こ、＼∴

㊥
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［　　　i i

第別図　第1号墓場実測図

0　　　　　　　　　　5cm

lii．i＿！

第55図　第2号墓臆出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第5 5図 鳶 口 壷 B （10．5） 口緑部一部欠損 。平底。休部 は内 底部 ・休部横 ナデ。 長石 P 23 5　　　 8 5％

1 陶　　 器 C　　 9．1 攣 して立 ち上 が り，頸部 は直立す 明赤褐色 S K－3 9　覆 土中

る。 良好 常滑 13世紀

4　不明遺構

当調査区内では不明遺構2基を確認したが，調査の結果，第1号不明遺構は出土遺物などから墓境である

ことが判明したため，第1号墓境として取り扱った。

第2号不明遺構（第56図）

位置　A勾0区。

重複関係　耕作による撹乱を受けており，第5号住居跡との新旧関係は捉えられなかった。

規模と平面形　長径2．48m，短径（1．86）m，深さ12cmの長方形である。

長径方向　N－430－E

壁面　外傾して立ち上がる。

ー78－



－11－－　－＿＿

∈‡

∵二l

二二＿

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　　　　　ふ』

9　　　　　　　　　　　　　　　　2m』
窮弱国　第　号不明遺構◎出藍遺物実測図

底面、円里である。、

ぽッ睦　5か所（㌘1～㌘5）。㌘1～㌘5ほ径23～3cmの閂乳　深さ　～蟻cmで　いずれも性格は不明である。

覆土　覆土は撹乱を受けてほとんど残存していない。

遺物　出土遺物はタ土師器片4息須恵器片2点である。中央部付近から第56図1の土師器婆芦　中央部南西付

近から2の須恵器の杯がそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期は出土遺物が少ないため，不明である。

第2号不明遺構出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第56図

1

婆

士 帥 器

B （3．6）

C ［12．2］

底部片。平底。 底部内 ・外面ナデ。 砂粒・長石・右英・

スコリア
浅黄橙色　 普通

P 219　　　 5 ％

SX ＋2　 覆土中

2 林 B （2．8） 底部から体部下位片。平底。体部 体部横ナデ。底部糸切 り。ロクロ 砂粒 ・長石 P 220　　　 5 ％
須 恵 器 C ［7。8］ は外傾 して立ち上がる。 ナデ。 褐灰色　 普通 SX －2　 覆土中

5　遺構外出土遺物

当遺跡には，古墳時代夕　奈良時代及び平安時代の遺構の覆土中に縄文土器片や弥生土器片等が混入してい

たもの，トレンチ調査や遺構確認調査中に出土した遺物がある。本稿では，その中から特色のあるものを抽

出して報告する。

第57図1は縄文時代中期加曽利EⅢ式の深鉢片で，磨消縄文が施されている。2～8は弥生時代後期の広口

壷片である。2，3はロ綾部片で，2ほ櫛措波状紋が施されている。3は単節縄文はを多方向から回転施文

させている。4タ　5ほ頚部片で，4は附加条1種（附加2条）が施されている。5は櫛措波状紋が施され，そ

の直下にはつぶれた3本の隆起線が巡り，籾痕が残る。6は胴部片で，附加条1種（附加2条）が施されてい

る。7ほ底部片で，附加条1種（附加2条）が施され，底部には布目痕が残る。8は胴部片で，附加条2種（附

加1条）による羽状構成を取っている。2，4，5及び8は弥生時代後期の十王台式土器である。9は古墳時

代前期五領の土師器台付楽日縁部片で，ロ縁部断面がS字状を皇し，体部外面には刷毛目が施されている。
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色講「 焼成 備　　 考

第57図 杯 A ［19．0］ 休部か ら口縁 部片。丸底。休 部は 目線 部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 228　　　 35％
10 土 師 器 B （5．2） 内攣 して立 ち上 が り，口縁部 はほ

ぼ直立す る。

ナデ ，外 面へ ラ削 り後 ナデ。 スコ リア

にぷい橙色

普通

表採

11

晶　　 林 B （6．6） 脚 部片。脚部 は 「ハ」 の字状 に開 脚部内面 ナデ ，外 面へ ラ削 り後 ナ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 23 1　　 15％
土 師 器 E （5．1） く。 デ。 スコ リア

橙色　 普通

表採

12

晶　　 林 B （4．3） 脚部上位片 。脚部 は 「ハ」 の字状 脚部内面 ナデ，外面 へラ削 り後ナ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 23 2　　 10％
土 師 器 に開く。中位 に穿孔。 デ。 ス コリア

橙色　 普通
表採

13

皿 A　　 9．2 平底。体部は内攣 して立ち上が り， 口縁 部 ・休部横ナデ。底部 回転糸 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 223　 10 0％
土 師 器 B　　 3．3

C　　 3．8

口縁部 はわず かに外 反す る。 切 り。 スコ リア

浅黄橙色　 普通

表採

14

皿 A　 lO．4 底 部一部欠損。平底 。体部か ら口 目線部 ・体 部横ナデ。底部回転糸 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 22 4　　　 85％
土 師 器 B　　 2．9

C　　 6．3

縁 部 に か けて内 攣 して立 ち上 が

る。

切 り。 スコ リア

浅黄橙色　 普通

表 採

15

ま不 A　 12．3 体部 か ら目線 部一部欠損 。平底 。 口縁部 ・体部外両横 ナデ ，内面へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・
l p 2 25　 80％

土 師 器 B　　 4．0 体部 は外傾 して立 ち上 が り，口縁 ラ磨 き。内面黒色処理 。体部下位 スコ リア B 2d 7区表採
C　　 7．0 部 はわず かに外 反す る。 及び底 部回転へ ラ削 り調整 。 にぷい赤褐色

普 通

2 次焼成

16

ま不 A ［12．6］ 休部か ら目線部一 部欠損。平底 。 目線部 ・休部外面横ナデ ，内面 へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 226　　　 65％
土 師 器 B　　 3．2

C　　 6．8

休部か ら目線部 にかけて内攣 して

立ち上が る。

ラ磨 き。内面黒色処理。 スコ リア

にぷ い黄橙色

普通

表採

17

杯 A ［12．4］ 底 部か ら口縁部片。平底 。休部か 口縁部 ・休部外面横 ナデ。底部回 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 22 7　　　 60％
土 師 質 B　　 4．0 ら目線部 にかけて内攣 して立ち上 転糸切 り。 ロクロナデ。 ス コ リア B 2C4区表採
須　　 恵 C　　 5．5 がる。 にぷい黄橙色

普通

2 次 焼成

18

杯 A ［12．8］ 体部か ら目線 部片。平底。体部 は 口縁 部 ・休部横ナデ。底部 回転糸 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 229　　　 20％
土 師 器 B　　 3．7

C ［5．6］

内攣 して立 ち上 が り，目線部 はわ

ずかに外傾す る。

切 り。 スコ リア

橙色　 普通

表採

19

高 台付 杯 A ［14．2］ 休部か ら日縁部一部 欠損。高台部 目線部 ・休 部横 ナデ。高台貼付 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 19 7　　　 60％
土 師 器 B　　 5．3 は 「ハ」の字状 に開き ，休部か ら 雲母 覆土 中

D　　 7．8

E　 l．7

口縁 部にかけて内攣 して立 ち上が

る。

浅黄橙色

普通

2 次焼成

20

2 1

22

23

高台付杯 A ［12．0］ 高 台部 ，体部及 び口縁 部一部欠損 。 口縁 部 及び 体 部 内 ・外 面 へ ラ磨 砂粒 ・長石 ・雲母 P 198　　　 60％
土 師 器

皿

B　　 4．8

D　　 6．3

E　 l．l

A ［11．0］

高台部 は短 く「ハ」の字状 に開 き，

体部 から口縁 部にか けて内攣 して

立 ち上 がる。

休部か ら目線部 にかけての破片 。

き。内 ・外面黒色処理 。高台貼付 。

口綾 部 ・休部横ナデ。底部 回転 へ

黒色

普通

砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・

覆土 中

P 230　　　 30％
土 師 器 B　　 3．0

C　　 8．0

平底。体部か ら口縁 部にか けて外

傾 して立 ち上 がる。

ラ切 り。 スコ リア

浅黄橙色　 普通

表採

碧 A　 13．8 休部一部欠損。丸底 。休 部は内攣 口縁部内 ・外 面ナデ。頸部外面 へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 23 4　　　 95％
土 師 器 B　 17．2 して立 ち上が り，口縁部 は外反す

る。

ラ削 り。休部 内面 ナデ ，外面へ ラ

削 り後ナ デ。
スコ リア

明赤褐色　 普 通

表 採

円 面 硯 A ［9．8］ 脚部上位片 。脚 部に は刻 みが施 さ 脚 部横ナデ。 砂粒 ・長石 P 233　　　 5 ％
須 恵 器 B　　 2．5 れ硯部 との境 には 1 条の隆帯 と凹

線が巡 る。
灰色

普通

表採

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土地 点

備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cn） 重量（g ）

第57図24 管　 状　土　錘 3．9 1．1 － 1．2 3．4 覆　 土　 中 D P 12　　　　　　　　　　　　　　 80％

25 管　状　土　錘 2．9 1．0 － 1．0 2．4 覆　 土　 中 D P 13　　　　　　　　　　　　　　 40％

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出土 地点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第57図26 砥　　　　 石 15．1 3．6 1．9 － 139．8 凝　 灰　 岩 ト　レ　ン　チ Q 16　　　　　　 100％

27 石　　　　 嫉 2．9 1．4 0．4 － 1．1 赤　 堀　 璃 表　　　　 採 Q 14　　　　　　　 100％

28 不 明石製品 4．2 4．5 0．7 － 18．1 粘　 板　 岩 表　　　　 採 Q 15　　　　　　 100％
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第3節　ま　と　め

下村田遺跡は茨城県那珂郡大宮町下相田338－2ほかに所在し，東流して久慈川に注ぐ玉川左岸の標高2ト

22mの台地上に位置している。

周辺には，周知の遺跡である西坪井遺凱　坪井遺臥　富士山古墳乳　富士山遺跡等があり，下村田遺跡を含

め縄文時代から奈良・平安時代の長期にわたり人々の生活の場となっていた。また，この地域は「雪村ゆかり

の地」とも言われ，雪村筆洗いの池があり，当遺跡は五林堂地区とも言われている。

当遺跡の現況は畑地であり，耕作によるトレンチヤーが縦横に走り遺構の保存状況はあまり良くない。遺跡

から確認された遺構は，竪穴住居跡25軒，土坑33基，墓墳2基及び塚1基（五輪塔）である。

この下村田遺跡は，断続的ではあるが5世紀後葉から10世紀後葉まで集落として言3世紀以降には一部墓城

として利用されたものと思われる。ここでは下村田遺跡の集落の変遷と墓域についてまとめることにする。

1　下村田遺跡の時期区分

下村田遺跡の集落の変遷は，出土遺物から下村田‡期～Ⅷ期に分けることができた。

竪穴住居跡25軒

下村 田 I 期 5 世紀中葉 2 軒 第23号住居跡，第26号住居跡

下村 田 甘期 5 世紀末葉～6 世紀初頭 2 軒 第 7 号住居跡，第 9 号住居跡

下村 田 Ⅲ期 6 世紀前葉 1 軒 第21号住居跡

下村 田 Ⅳ期 6 世紀後葉 1 軒 第10号住居跡

下村 田 V 期 7 世紀後菓 1 軒 第24号住居跡

下村 田 Ⅵ期 8 世紀後菓～9 世紀前半 4 軒
第 3 号住居跡，第 5号住居跡，第 8 号住居跡，第19

号住居跡

下村田ⅦA 期
9 世紀後葉～10世紀前葉

6 軒
第 2 号住居跡，第4 号住居跡，第18号住居跡，第

20号住居跡，第22号住居跡，第25号住居跡

下村田ⅦB 期
4 軒 第11号住居跡，第12号住居跡，第13号住居跡，第14

号住居跡

下村 田Ⅷ期 I 10世紀中葉～10世紀後葉 3 軒 第15号住居跡，第17号住居跡，第27号住居跡

不　　　　 明 1軒 第 1号住居跡

（l）古墳時代（下村田I期～V期）

古墳時代の竪穴住居跡は7軒確認されている。この時代の集落は玉川縁辺部に分布しており，集落の中心部

は玉川の流れによって削りとられたものと思われる。

下村田I期

調査区の南東部で竪穴住居跡が2軒確認されている。竪穴住居跡は調査区城外に延びていたり，他の住居跡

に掘り込まれているため住居跡の全貌をつかむことができなかった。第26号住居跡は一辺が7・70mの方形と

推定され，当時の規模としては中規模のものと思われる。

遺物は第26号住居跡出土の土器群を中心に構成される。器種は土師器の杯，高杯及び柑等であるが，遺構数

も少なく，他の住居跡に掘り込まれていることから出土遺物も少なく，確かな器種構成は捉えられなかった。

高塀　脚部は外傾して直線的に開き，杯部には稜を持つもの（SI26－3）と持たないもの（SI26－4）がある。

調整法は杯部，脚部にナデが施されている。
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増　平底，体部が算盤玉状を皇し，目線部は直線的に開く。調整法は体部下位にヘラ削りが施されている。

下村田II期

調査区の中央部で竪穴住居跡が2軒確認されている。この時期の住居跡は，他の住居跡に掘り込まれている

が，第7号住居跡は方形で，北西コーナーに貯蔵穴を持っている。第7，9号両住居跡の主軸はいずれも北西

方向をさすものと考えられる。遺物は両住居跡出土の土器群を中心に構成される。器種は土師器の杯，」札高

杯，壷，嚢及び甑等である。

輝　丸底のものと平底のものが出土しており，特に平底のものは体部から目線部にかけて内攣して立ち上がる。

場　内攣して立ち上がり，目線部は直立し，内面に稜を持つ。

高塀　脚部が短くラッパ状に開き，杯部は体部との境に稜を持つ。

療　平底で，体部は球状を皇し，目線部は緩やかに外反する。調整法は日録部にヘラ磨きが施されている。

下村田川期

調査区の南東部で竪穴住居跡が1軒確認されている。主軸方向はN－450－Eである。竃は北東壁に，貯蔵

穴はその東側に位置している。遺物は第21号住居跡出土の土器群によって構成される。器種は土師器の杯，台

付杯，高埠＼曇も　ノ小形嚢及び甑等である。

輝　丸底が主で，須恵器杯蓋模倣の杯（SI21－2，3）が現れる。調整法はほとんどが外面へラ削り後ナデ，

内面へラ磨きが施されている。赤彩をされた杯もみられる。

台相棒　突出した底部に杯をのせた特殊なタイプ（SI2ト10）である。

高塀　杯部と目線部との境に弱い稜を持ち，外反する。

壷　平底で，体部に丸みを持ち小型である。調整法は体部外面にヘラ削り後ナデが施されている。

小形療　平底で，体部は球状を皇し，口緑部は直立気味に立ち上がる。

甑　韮期と形態は似ているが，目線部がわずかに外反する。輪積痕が残る。

下村田IV期

調査区中央部で竪穴住居跡が1軒確認されている。住居跡の南西側の部分は，玉川の流れによって削り取ら

れており，さらに，下村田V期の住居跡によって北側が掘り込まれているため，竃は確認できなかった。主軸

方向は北東と方向を指すものと考えられる。遺物は第10号住居跡出土の土器群を中心に構成される。器種は土

師器の杯，域，小形襲及び聾等である。

輝　体部は浅い皿状を里し，体部と底部との境に稜を持ち，口緑部は短く立ち上がる須恵器の杯身模倣の杯（SI

l0－2）が出土している。調整法は内面に横位のヘラ磨き施されている。他には韮期から流れを持つ須恵器

杯蓋模倣杯類（SIl0－1，2）が出土している。

堵　小型で，体部は内攣して立ち上がり，口縁部は直立する。調整法は体部外面にヘラ削り後ナデが施されて

いる。

小形蟹　目線部が「く」の字状を呈するもの，短く外反するもの及び大きく外反するものの3種類がある。

整　体部は球状を皇し，口縁端部がわずかにつまみ上げられている。ヘラ削り後ナデ調整が施されている。

下村田∨期

調査区中央部で竪穴住居跡が1軒確認されている。北西壁に竃を有し，主柱穴も見つかっている。主軸方向

はN－530－Wと考えられる。遺物は第24号住居跡出土の土器群を中心に構成される。器種は土師器の杯，嚢

及び須恵器の杯等である。

坪　Ⅱ期から流れを持つ須恵器杯蓋模倣杯類（SⅡ24－1）があり，底部が平底気味の丸底を呈することが特徴
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第58図　下村田l～∨期住居跡分布図
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第59図　下村田Vl～Vlll期住居跡分布図
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的である。

登　長胴の婆で，最大径を目線部に持つ。調整法は休部に縦位のへラ削り後ナデが施されている。

須恵器輝　丸身を持った平底でタ　ロ縁部はわずかに外反する。調整法は体部外面下位から底部にかけて回転へ

ラ削りが施される。つS12∴上狛

（2）奈良も平安時代（下相田闇期～Ⅷ期）

8世紀複葉から10世紀複葉の奈良ゆ平安時代の住居跡は膵軒確認されている。集落は調査区中央部から北西

側にかけて5軒夕　南東側には軒の住居跡がありタ　特に調査区南東側に集中してみつかっている。竃は他の住居

跡との重複や耕作によるトレンチヤーによって遺存状況が悪く芦　あまりかたちをとどめていないものが多い。

竃の位置は北西側に持つものと芦　北東側に持つものに分かれる。竃の磯部に補強材として凝灰岩を使用してい

るものがある。

奈良の平安時代の住居跡からは，土師器の杯，高台付杯夕　高台付域，皿芦小皿夕須恵器の杯夕　高台相棒夕短

頸壷，婆，灰粕陶器の長頸瓶夕　皿等が出土している。須恵器の出土量は数が少なら　土師器が太半を占める。

土師器は内面を黒色処理した杯や高台相棒が太部分でタ　わずかではあるが内の外面異色処理した高台相棒もみ

られる。また芦　墨書土器が3慮ほど出土しており言加工「新家　及び　□禅家」　墨書されている。灰粕陶

器は9世紀前半の井ケ谷78号窯式の長頸瓶とタ　世紀後半の黒笹鮒号窯式の血が出土している。

下村田Vl期

調査区北西部から南東部にかけて竪穴住居跡が計4軒確認されてお軋　散在して分布している。これらの住

居跡をさらに出土遺物から第3，19号住居跡を8世紀複葉　第翫　号住居跡を　世紀前葉に比定することが

・／、ノ′ノ　　、　－・l　、一′　　　　しl・　　ノ　ー・－′ノ　　　ノ　、、　′　′ノー）

ぼ同じで一辺3000～4e OOmである。遺物は第3，8及び19号住居跡出土の土器群を中心に構成される。器贋札

土師器の杯夕　高台付乳　鉢，襲撃　須恵器の高台付杯及び盤等であるが，出土遺物が少ないために器種構成は不

十分である。須恵器の量はこの時期に多くみられる。

高台鰭輝　形態は，須恵器高台相棒纏拍9－3）を模倣した杯である。調整法は内面へラ磨き，内面黒色処理

が施されている。（馴3十日

鉢　内面にヘラ磨き後黒色処理が施されている。（酎5－8）

療　目線部は外反し，端部は短くつまみ上げられている。調整法は体部外面にヘラ磨きが施され，底部に木葉

痕を残す。

須恵器の高台鰭輝　高台が付けられた平らな底部から芦　体部が直線的に立ち上がる。調整法は体部下端回転へ

ラ削り，底部回転へラ切りである。法量は口径13。cm　高台径軌　cmである。（S路上の

須恵器の盤　底部の外周がやや持ち上がりタ　ロ緑部は外傾して立ち上がる。小形の盤で言去量は口径約14。4cm

である。（馴8－4）

下村田VIIA期

下村田Ⅶ期はAとB期に細分した。B期はA期に比べて黒色処理を施された遺物の量が少なく，小皿に近い

器種等が出土していることから，時期的にわずかに新しい器種様相を持つ。

調査区中央部から東部にかけて竪穴住居跡が6軒確認されている。この下村田遺跡の集落はⅦA期からⅦB

期にかけての時期のものが多い。童軸方向はN－550－WとN－290～550－Eの範囲である。竃は北西壁に持

つものが1軒，北東壁に持つものが3軒，不明2軒がありプ　北東壁に持つ割合が高い。遺物は第4タ　25号住居

跡出土の土器群を中心に構成される。器種は土師器の杯，高台付棒，皿，長頸瓶，小形婆，襲撃　甑診　灰粕陶器
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の皿，長頸瓶等であり，出土遺物は全体的に土師器が大半を占める。

蹄　体部からロ緑部にかけて内攣して立ち上がり，器高の違いにより3種類に分けられる。また，内面へラ磨

き後内面黒色処理が施されてているものと施されていないもの，底部糸切りのものとへラ切りのもの等調整

法の違いもみられる。

高台僧滞　日縁部が僅かに外反して立ち上がる大型（S‡4－3），小型（S腔上4）の高台付杯と，体部から日

録部が内攣して立ち上がるものがある。調整法は内面へラ磨き後黒色処理がほとんどのものに施されている。

国　底部と口径から3種類に分類できる。底部は回転へラ削りによる削り出し（SI25－14）と高台貼付（SI4－

5，6）のものに分かれる。

小型療　目線端部が短く外上方向へつまみ上げられている従来の上総型嚢（SI4－7，SI25－17）と短く外反す

る新しい形態の嚢（馴25－18）が現れ，大きく2つに分けることができる。

療　目線端部が短く外上方向へつまみ上げられている従来の上総型嚢（SI2－6，SI4－9）と短く外反する新

しい形態の嚢（酎25－16）が現れ，大きく2つに分けることができる。

最頸瓶　灰粕陶器の長頸瓶を模倣した土師器の長頸瓶（SI25－15）が出土している。

腐粕陶器　井ケ谷78号窯式の長頸瓶（SI4－20）と黒笹90号窯式の皿（SI25－14）が出土している。

下村田VllB期

中央部北寄りから南東部にかけて竪穴住居跡が4軒確認されている。主軸方向は，N－450－WとN－440～

550－Eの範囲である。竃は，北西壁に持っているもの1軒言ヒ東壁に持っているもの3軒である。遺物は第

11号住居跡出土の土器群を中心に構成される。出土遺物が少ないので，十分な券種構成は捉えられなかったが，

器種には土師器の杯，高台付域，小皿及び嚢等がある。

輝　体部から口綾部にかけて内攣しながら立ち上がる。調整法は底部糸切り未調整のもの（別工上1，3）が

大半を占め，内面へラ磨き後黒色処理を施したものと施さないものがみられる。

高台相場　高台は底部と体部との境に貼付られ，「ハ」の字状に開くものと思われる。体部は内攣して立ち上

がり，目線部はわずかに外反する。底部は回転糸切りである。（SIl1－7）

小国　口綾部はわずかに外反する。当遺跡においてこの時期に初めて小皿が現れる。（SIlト2）

療　平底で，目線端部のつまみ上げが前期に比べ退化の傾向にある常総型嚢（SIlH0）である。調整法は体

部外面に縦位のへラ削りが施されている。（SIl1－11）

下村田V…期

調査区東部にかけて竪穴住居跡が3軒確認されている。重複関係がある住居跡もある。第17号住居跡を第15

号住居跡が掘り込んでいることから第15号住居跡が新しくなる。出土遺物は両住居跡共にあまり変化がないの

で，第15，17号住居跡を同時期に設定した。主軸方向はN－410－WとN－300～560－Eの住居跡があり，竃

を北西壁に持つもの1軒，北東壁に持つもの2軒である。遺物は第15，17及び27号住居跡出土の土器群によっ

て構成される。器種は土師器の杯，高台付杯，高台杯軋小皿，婆及び灰粕陶器の長頸瓶等であり，出土遺物

は土師器が大半を占める。

高台仰宛　足高高台を持つもの（S損5－6，SI17－4，5，7，SI27－1）と短い高台を持つもの（SI15－5，SI

17－3，4，8）の2種類が出土している。足高高台付域は外面ナデ調整が中心で，従来のヘラ磨き及び黒

色処理は施されていない。短い高台を持つ高台付域は従来の内面へラ磨き後黒色処理が施されている。その

ほか内8外面へラ磨き後黒色処理が施されたものもみられる（SI17－3）。

小国　底部が回転へラ切り（SI15－11，SI17－11，14，15）と糸切り（SⅢ5－12，SI27－2，4）の2種類の小皿
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が出土している。回転糸切りのものは口径が10cm前後，回転へラ切りのものは口径10～12cmで，回転糸切り

のものが小型である。

灰粕陶器長頸瓶　口緑部片が出土している。目線部内面に施粕。（SI27－7）

2　中世（鎌倉時代以降）

墓境は，いずれも近接して2基見つかっている。そのうちの1基は掘込みは確認されなかったが，蔵骨器が

正位の状態で見つかっている。この蔵骨器は13世紀の常滑焼きの鳶日義で，口緑部から頚部にかけて打欠き蔵

骨器として使用している。骨は火葬された人骨で，頭部骨，頚椎及び指骨が壷内に納められていた。もう1基

の墓壕は長楕円形を呈し，墳底の中央部に焼き石を敷き詰め，その上部からは骨片，歯，灰及び焼土が見つかっ

ている。また，これらの墓壕は五輪塔から北西へ約4m離れたところに位置しており，五輪塔と何らかの関

係が窺える。

壕は五輪塔があったところで，調査区中央の玉川縁辺部にあたる。この五輪塔は，平成4年に「雪村顕彰事

業」に伴う五林堂地区調査で発掘調査が行われ，その際に調査前まであった中世の五輪塔に加えて，新たに近

世の五輪塔と思われるものが1基見つかている。また，五輪塔の石積みの中より仏花器が見つかっている。

3　下相田遺跡における時期区分の問題点

下村田遺跡はI期～Ⅷ期まで時期区分したが，出土遺物の一括資料が少ないため十分な器種構成が捉えられ

ていないこと，猿投産の井ケ谷78号窯式の長頸瓶が9世紀後業の土師器と共伴して出土していること等の問題

点がある。これらの問題点については再度遺物の出土状況などを詳細に分析し，さらに他の遺跡等の出土資料

を元に今後検討を加えていくことにする。
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遺構確認状況



第7・8号住居跡

第7・8号住居跡
遣物出土状況

第7号住居跡遺物出土状況



第7号住居跡貯蔵穴
遺物出土状況

第10・24号住居跡
遺物出土状況

第21・25・26号住居跡



第21号住居跡遺物出土状況

第21号住居跡竜遺物出土状況

第21号住居跡竃



第23号住居跡遺物出土状況

第24号住居跡

第24号住居跡遺物出土状況



第24号住居跡竃

第25号住居跡遺物出土状況

第26号住居跡遺物出土状況



第2号住居跡

第2号住居跡遺物出土状況

第2号住居跡竃



第3号住居跡遺物出土状況

第4号住居跡

第4号住居跡遺物出土状況



第4号住居跡遺物出土状況
（灰粕陶器）

第5号住居跡

第5号住居跡遣物出土状況



第11号住居跡

第12・13・14・15・17号
住居跡



第13・14号住居跡

第14号住居跡竃
遺物出土状況

第15号住居跡



第15号住居跡遺物出土状況

第15・17・18・19号住居跡

第15・17号住居跡
遺物出土状況



第17号住居跡遺物出土状況

第17号住居跡遺物出土状況

第18号住居跡



第19号住居跡

第19号住居跡遺物出土状況



第27号住居跡

第27号住居跡遺物出土状況

第27号住居跡竜



第9・27・28号土坑

第11・21号土坑



第1号墓壌遺物出土状況

第2号墓墳鳶口壷出土状況

第2号不明遺構



第7号住居跡出土遺物

鯵照

「∴　一一、d
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第9・10・21号住居跡出土遺物



寒
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第21・23・24号住居跡出土遺物



第1・2・24・26号住居跡出土遺物



崩二l這i一一一妄

瑚鎚

第2・3・4・5号住居跡出土遣物
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第8・11・13・14・15号住居跡出土遺物
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第15・17号住居跡出土遺物
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48車4

第18・19・20・22・25号住居跡出土遺物
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第25・27号住居跡出土遺物

50－6



甥・＿’・㌔－．．

ヽlニ壌l＿＿・・．

遜飴鯛払浄

57－20

第2・7・9・10・12・26号土坑，遺構外出土遣物
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各遺構出土遺物（土製晶・石製晶・石製模造品）



出土土器・第2号暮頻出土人骨
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